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           会議録の作成にあたっては、誤りのないよう留意 

          しておりますが、時間の関係上、原稿校正は初校よ 

          りできなく、誤字、脱字がありましたら、深くお詫 

          び申し上げます。 

           まことに恐れ入りますが、ご了承のうえご判読い 

          ただきたくお願いいたします。 

               福島町議会議長 溝 部 幸 基 
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令和６年度 福島町議会定例会３月会議 

予 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録 

令和７年３月１２日（水曜日） 第１号 

 

◎審査付託事件 

（１）議案第41号 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 

 （２）議案第42号 福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整理に関する条例 

 （３）議案第46号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 （４）議案第47号 福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 （５）議案第55号 福島町製氷貯氷施設条例の一部を改正する条例 

 （６）発委第10号 福島町議会議員歳費・費用弁償等条例の一部を改正する条例 

 （７）議案第57号 福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例 

 （８）議案第58号 第６次福島町総合計画の変更について 

 （９）議案第70号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

 （10）議案第63号 令和７年度福島町一般会計予算 

 （11）議案第64号 令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算 

 （12）議案第65号 令和７年度福島町介護保険特別会計予算 

 （13）議案第66号 令和７年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 

 （14）議案第67号 令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

 （15）議案第68号 令和７年度福島町水道事業会計予算 

（16）議案第69号 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算 

 

◎出席委員（８名） 

    委 員 長  平 野 隆 雄     副 委 員 長  藤 山   大 

    委 員  杉 村 志 朗     委 員  佐 藤 孝 男 

    委 員  小 鹿 昭 義     委 員  平 沼 昌 平 

    委 員  木 村   隆     委 員  熊 野 茂 夫 

 

◎欠席委員（０名） 

 

 ◎職務のため出席した議員 

    議 長  溝 部 幸 基 

 

◎出席説明員 

 町 長  鳴 海 清 春      副 町 長  小 鹿 一 彦 

 総 務 課 長  小 鹿 浩 二      企 画 課 長  村 田 洋 臣 

 産 業 課 長  福 原 貴 之      町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園福島保育所園長  深 山   肇 

税務課参事兼会計管理者  古 一 直 喜      福 祉 課 長  佐 藤 和 利 

 建 設 課 長  紙 谷   一      福祉センター次長 （石 川 秀 二） 

 教 育 長  小野寺 則 之      教育委員会事務局長兼給食センター所長  石 川 秀 二 

 監 査 委 員  本 庄 屋  誠      監 査 委 員  高 田 重 美 

監査委員補助職員 （鍋 谷 浩 行） 
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◎職務のため議場に出席した議会事務局職員 

 議会事務局長  鍋 谷 浩 行      議会事務局議事係長  山 下 貴 義 

 議会事務局議事係  角 谷 里 紗       
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○会議結果（正副委員長の互選） 

   委員長   平野隆雄 

   副委員長  藤山 大 

 （令和７年３月１１日 午後４時１１分～午後４時１４分） 

 

 

（開会 １０時００分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

おはようございます。 

予算審査特別委員会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 本委員会は、令和６年度福島町議会定例会３月会議において設置され、私が委員長に指名されましたが、

審議運営において、皆様方には多々ご迷惑をおかけすることもあろうかと思いますが、この点ご了承いた

だき、ご協力をお願いいたします。 

ただいまから、予算審査特別委員会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の案件は、お手元に配付のとおり、本委員会に付託されました１６件の案件でございますので、ご

了承願います。 

 案件の審査日数は、本日から概ね４日間を予定しておりますが、進行状況により順次繰上げてまいりま

すので、ご協力よろしくお願いいたします。 

 申し出がありますので、町長の挨拶を行います。 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

改めまして、おはようございます。 

令和７年度予算審査特別委員会の開催にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様には昨日の夜間議会に引き続き、大変お忙しい中、予算審査特別委員会にご出席をいただき、

誠にありがとうございます。 

 国の令和７年度の一般会計予算総額が１１５．５兆円となっており、歳入では物価高と好調な企業成績

を背景に、税収が７８．３兆円と過去最高となってございます。 

 また、令和７年度地方財政対策においては、地方交付税が出口ベースで１．６パーセント増の１９兆円

と７年連続で増額となってございます。 

 町では、これら国の方針を踏まえ、昨年度策定した第６次福島町総合計画を基本とし、令和７年度予算

を編成してございます。 

 令和７年度の町政運営の基本的な方針などは町政執行方針で述べさせていただきましたが、産業を基軸

に町内経済の循環を目指し、第６次福島町総合計画における基本計画及び前期実施計画を基本としつつ、

第３期人口ビジョン・総合戦略及び福島町脱炭素戦略並びに第４期地域福祉計画などの新たな計画と整合

性を図りながら、適正な財政推計の下、効率的な行財政運営に努めてまいります。 

 なお、今年度の予算総額は、最近の物価高や賃金上昇の影響により昨年の予算額に比べて増加してござ

います。 

 令和７年度の一般会計の予算総額は４５億２，４２５万４千円となっており、対前年度費で３億９，９

１２万６千円の増額となっております。率にして９．７パーセントの増となってございます。 

 また、国民健康保険特別会計などの６特別会計を含めた総額は、６１億９，９４１万円となっておりま

す。 

 歳入においては、町の歳入の基盤である町税において、定額減税の終了に伴う個人課税所得割の増によ

り、対前年１．５パーセントの増を見込んでおりますが、固定資産税では鉄道運輸機構の償却資産などが

減少となってございます。 

 一方、町の歳入の約半分を占める地方交付税については、国の地方財政計画における出口ベースなどを

考慮し、総額２１億４，１００万円を計上し、対前年費に比べて１億４，０１６万８千円、７．０パーセ
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ントの増としております。 

 歳出においては厳しい財政環境の中にありますが、昨年度に引き続き、持続可能な産業への支援、地域

全体で支える子育て支援、一人ひとりの健康が支える地域福祉、高齢者に優しい災害に強い環境の整備な

ど基本方針に沿った予算編成内容としてございます。 

 その中にあっても、特に持続可能な産業への支援、地域全体で支える子育て支援、高齢者に優しく災害

に強い環境の整備に重点をおいた予算となっております。 

 定住向け町有住宅の建設及び福島保育所改修事業に関する事業を計上してございます。 

予算全体では限られた予算のなかで有利な財源を選択しながら、住民サービスの維持を図りつつ、事

務の効率化と経費の縮減に努め、今、為すべきことを最優先に予算措置してございます。 

 さて、本委員会に付託された案件は、第６次福島町総合計画の変更および旅費宿泊料の改正に伴う関係

条例の整備に関する条例など８件、加えて財政調整基金積立金の処分が１件の、計９件の議案となってご

ざいます。 

さらに令和７年度の各会計予算として、一般会計及び各特別会計など計７件の予算に関する議案とな

ってございます。 

 なお、予算全体の総括的な事項については、このあと小鹿副町長から説明を申し上げ、その後、各担当

から予算の詳細を説明いたしますので、委員の皆様には慎重なるご審議をいただき、今後の町政推進のた

め建設的なご意見を賜りますよう心からお願いを申し上げまして、予算特別委員会の開催にあたっての挨

拶とさせていただきます。 

 何卒どうぞよろしくお願いします。 

 それと最後に、報告事項として１点「アワビ養殖」に関して、令和７年度予算とも関連しますので、事

前にご報告をさせていただきたいと思ってございます。 

 昨日は２０１１年の３．１１の東日本大震災から１４年が経過し、このたびは皆様もテレビ等でご承知

のこととは思いますが、２月２６日に岩手県大船渡市で大規模な林野火災が発生してございます。 

 改めて被災された方々にお見舞いを申し上げたいと思ってございます。 

 なお、このたびの林野火災により令和６年度からアワビ種苗を購入している北日本水産株式会社が甚大

な被害を受けている状況を新聞等でご覧になった方もいるところであります。 

 我々もなかなか状況が逐次変わってございますので、しっかりした確認はできないですけども、私も第

一報として社長のほうにお見舞いの電話を差し上げました。 

 ただ、その時はまだ状況がそんなに悪くはなかったんですけども、その翌日からかなり逼迫した状況と

いうことで伝わってきてございます。 

 そのような中で、町では令和７年度においても前年度と同様にアワビ種苗を５万個購入することで協議

済みであり、本日開催の予算審査特別委員会で令和７年度当初予算にアワビ種子購入費を計上していると

ころでありますが、町としては現状を鑑み、現地が落ち着いた段階で北日本水産株式会社と今後の方向性

等を協議することとしてございます。 

 その経過を含めて、今後、逐次議会のほうには報告をさせていただきたいと思いますので、予めご理解

をお願いするものでございます。 

 以上、簡単でありますけども、開催にあたっての挨拶とします。 

 今日からよろしくどうぞお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 町長の挨拶を終わります。 

日程第１、議案第４１号 旅費宿泊料改正に伴う関係条例の整理を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、議案の１１ページをお開きください。 

 議案第４１号 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例。 

 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
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 制定の理由について説明いたしますので、説明資料の９ページをお願いいたします。 

 １、提案の理由。 

 近年の物価高騰やインバウンド需要の高まりにより、現行で規定している宿泊料の額では対応できない

場合が生じてきていることから、宿泊料の改定及びやむを得ず宿泊料を超える場合には実費相当額での支

給を可能とするものであります。 

 また、甲地方及び乙地方の区分について併せて見直しを行うため、関係条例の整理をするものです。 

 ２、条例の内容。 

 改正する条例は（１）から（３）の３つの条例でございます。 

 まず（１）第１条の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正。 

 特別職の甲地方への出張の際の宿泊料を現行の１４，８００円から１６，０００円に、乙地方への出張

の際の宿泊料を現行の１１，８００円から１２，８００円に改正します。 

（２）第２条の職員等の旅費に関する条例の一部改正。 

 定額の宿泊料内で実費を支弁することができない場合に、実費相当額を支給できるように改正するため、

第２０条第１項にただし書きを追加します。 

 この改正により特別職等についても職員の規定を準用していることから、実費支給が可能となります。 

 また、職員の甲地方への出張の際の宿泊料を現行の１３，１００円から１５，０００円に、乙地方への

出張の際の宿泊料を現行の９，８００円から１１，８００円に改正いたします。 

（３）第３条の特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正。 

 特別職と同様に、非常勤特別職の甲地方への出張の際の宿泊料を現行の１４，８００円から１６，００

０円に、乙地方へ出張の際の宿泊料を現行の１１，８００円から１２，８００円に改正します。 

 表については、甲乙地方の改正前、改正後の増減を表にしたものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

（４）甲地方の変更。 

 改正前は、都市名を個別に規定しておりましたが、東京都及び札幌市を除く政令指定都市とするもので

ございます。 

 ３、施行年月日。 

 令和７年４月１日から施行いたします。 

 ４、その他。 

 実費精算に係る取扱いについては、別途定めることとしております。 

 なお、議案の１１ページから１２ページに条例の新旧対照表を掲載しておりますので、確認をお願いい

たします。 

 以上で、議案第４１号 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 
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 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第４１号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第４１号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第４２号 水道事業の財務規程適用に伴う関係条例の整理を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 議案の１３ページをお開きください。 

 議案第４２号 福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整理に関する条例。 

 福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整理に関する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 内容については別冊９で説明いたしますので、１１ページをお開きください。 

 １、提案の理由。 

 平成３１年度より、上水道から簡易水道へ認可を変更し運営している水道事業について、人口減少に伴

う事業規模の縮小を見据え、更なる効率化・事務の軽減化を図る目的で、地方公営企業法の「全部適用」

から「財務適用」に変更し、それに伴う条例の一部改正をしようとするものです。 

 これにより、水道職員の身分が企業職員から一般職員になる為、企業職員の分限に関する条例・規則及

び、「財務適用」により法の適用から外れる一連の規則・規定についても廃止いたします。 

 また、水道料金及び供給条件並びに給水の適正な保持について定めている「給水条例」についても、水

道法を始めとする各種法改正等を反映した形で整理、改正いたします。 

 ２、条例の内容。 

（１）第１条関係（福島町水道事業の設置等に関する条例の一部改正）。 

 ①地方公営企業法の財務適用を規定する旨の記載の追加をしてございます。 

 ②全部適用時に必要であった「組織」に対する記載の削除をしてございます。 

 ③職員の賠償責任の免除について議会の同意を得なければならない場合の金額を「福島町長の専決処分

事項指定条例」との整合性を図り、「１００，０００円」から「１，０００，０００円」に改正してござ

います。 

 ④会計管理者の事務処理に係る権限について明記してございます。 

（２）第２条関係（企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の廃止）。 

 企業職員の給与等を定めているこの条例を廃止いたします。 

（３）第３条関係（福島町水道事業給水条例の一部改正）。 

 水道法を始めとする各種法改正を反映している他自治体の条例を参考とし、現状に合った形に改正いた

します。 

 ３、施行年月日。 

 令和７年４月１日から施行いたします。 

 ４、その他（財務適用に伴い制定・廃止する規則等）。 

 制定が２件、①福島町水道事業会計規則。②福島町水道事業給水条例施行規則。 

これは財務適用では規則とする前提となっておりますので、規定から規則へ変更してございます。 

 次のページでございます。 

 廃止が１３件。 

 ①地方公営企業法第１５条第１項に規定する主要な職員を定める規則から⑬までを廃止いたします。 

 以上、議案第４２号 福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整理に関する条例の提案内容

の説明を終わります。 
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 なお、第１条の福島町水道事業の設置等に関する条例の改正前後表、第２条の企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の廃止、第３条の福島町水道事業給水条例の改正前後表については、議案の１３ペー

ジから２６ページにございますので、ご確認願います。 

 よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第４２号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第４２号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第４６号 職員の給与条例の一部改正を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、議案の３３ページをお開きください。 

 議案第４６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。 

 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 改正の理由について説明いたしますので、別冊９説明資料の１６ページをお願いいたします。 

 １、改正の理由。 

 令和６年８月８日の人事院勧告に基づき、１２月２５日に職員の給与に関する法律が公布されたことに

伴い、当町においても条例の改正をするものです。 

 ２、改正の内容。 

（１）給料表の改定（別表第１及び附則第２条関係）。 

 ３級から６級の初号の額を引き上げつつ、職務の級間の水準の重なりを解消し、より職責を重視した俸

給体系となるよう給料表の改定をします。 

 なお、この給料表の改定に伴い３級から６級の号俸数が変わることから、令和７年４月からの新たな号

俸への切替を併せて行います。 

 ①現行と改正後の給料額の差額は別紙１のとおりとなります。 

 ②令和７年４月１日からの３級から６級の切替表は別紙２のとおりとなります。 

（２）扶養手当の見直し（第９条関係）。 
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 配偶者に係る手当を廃止し、子に係る手当を引上げ、配偶者の働き方に中立な制度に向かう社会状況の

変化に対応するとともに、子を有する職員に対する生活費の補填を充実させるため、扶養手当の額を２年

間で段階的に改正します。 

 扶養手当の額は表のとおりで、配偶者については令和８年度から廃止となるため、段階的に減額となり

ます。子に係る手当については段階的に増額となるものでございます。 

（３）通勤手当の見直しで、交通機関等を利用した場合の支給限度額を月額１５万円に引き上げるもので

ございます。 

（４）寒冷地手当支給拡大に係る見直し。 

 定年前再任用短時間勤務職員を新たに支給対象とします。 

 １７ページをお願いいたします。 

（５）管理職員特別勤務手当の見直し。 

 平日深夜に係る支給対象時間帯を拡大するとともに、支給額の引上げをします。 

 支給対象時間帯は、午前０時から午後１０時に、手当額は平日が４千円を６千円に、休日は８千円を１

万２千円にそれぞれ改正いたします。 

（６）および（７）については、定年前再任用短時間勤務職員の適用除外を見直し、住居手当と寒冷地手

当を支給対象にするための改正でございます。 

 ３、施行年月日等。 

 令和７年４月１日から施行いたします。 

（２）から（４）は経過措置に係るものとなってございます。 

 なお、議案の３３ページから４６ページに条例の新旧対照表を掲載しておりますので、確認をお願いい

たします。 

 以上で、議案第４６号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第４６号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第４６号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第４７号 国民健康保険税条例の一部改正を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、議案の４７ページをお開きください。 

 議案第４７号 福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 改正の内容についてご説明いたしますので、別冊９説明資料の２４ページをお開きください。 

１、改正の理由。 

 国民健康保険の広域化は、令和６年度の保険料水準の統一及び令和１２年度の北海道市町村統一保険料

の導入に向け、町では毎年税率を見直し改正しております。 

令和６年度までは、被保険者の負担軽減を図るため、北海道が示した標準保険税率に対して約５０パ

ーセントを反映した改正をしてきました。 

このたび、北海道から令和７年度の標準保険税率が示されたことから、標準保険税率に沿った税率に

改正いたします。 

また、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令が公布され、基礎課税分及び後期高齢者支援金等

分の課税限度額の引き上げ及び保険税の負担軽減を図るため、５割軽減と２割軽減の判定に適用する判定

所得を引き上げる改正が行われております。 

当町においては、これまでも国に準じた額に改正しておりますので、当条例の一部を改正するもので

あります。 

２、改正の内容。 

（１）保険税率の改正。 

 現行税率との比較は表のとおりとなっております。 

 区分の改正案②は、１１月２０日開催の経済福祉常任委員会でお示しした税率でございます。 

 最終案③は、このたび北海道から示された標準保険税率でございます。 

 表の最終案と増減をご覧ください。 

 基礎課税分につきましては、所得割が０．４８パーセント増の８．３３パーセント。均等割が２，４０

０円増の２７，７００円。平等割が１，４００円増の２７，４００円でございます。 

 後期高齢者支援金等分につきましては、所得割が０．０７パーセント減の２．５３パーセント。均等割

が４００円増の８，８００円。平等割が１，４００円増の８，８００円でございます。 

 介護納付金分につきましては、所得割が０．１６パーセント増の１．９６パーセント。均等割が９００

円増の８，９００円。平等割が１，７００円増の７千円となります。 

 次のページをお願いいたします。 

（２）課税限度額の改正でございます。 

 基礎課税分に係る限度額が１万円、後期高齢者支援金等分に係る限度額が２万円引き上げ、併せて３万

円引き上げとなります。限度額については、表のとおりとなっておりまして、総額で現行の１０６万円か

ら１０９万円となります。 

（３）軽減判定所得の改正でございます。 

 保険税の軽減判定所得を見直し、５割軽減と２割軽減判定に使われる額を引き上げることにより負担の

軽減を図ります。 

 改正する額は表のとおりとなっており、５割軽減は１万円を増額し３０万５千円。２割軽減は１万５千

円を増額し５６万円とするものであります。 

３、施行年月日等。 

（１）の施行期日については、令和７年４月１日から施行いたします。 

（２）適用区分。 

 この条例による改正後の福島町国民健康保険税条例の規定は、令和７年度以降の年度分の国民健康保険

税について適用し、令和６年度以前の年度分の国民健康保険税については、従前の例によるものといたし

ます。 

 また、この税率改正案につきましては、２月１０日に開催した福島町国民健康保険運営協議会に諮問し、
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答申を得ていることを併せてご報告いたします。 

 なお、議案の４７ページから５１ページに条例の新旧対照表を掲載してございます。 

 以上で、議案第４７号 福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

 ７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 これは増額結構されてくると思うんですけども、これは町民に対するそれぞれの町民に合わせた額の変

更がなってくるんだろうと思いますけども、その周知に関してはどのように対応するか考えていますか。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 今回は税率改正ということで金額が上がりますので、賦課が６月からということになりますので、４月

ないし５月に広報なりで周知したいと考えてございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第４７号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第４７号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第５５号 製氷貯氷施設条例の一部改正を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 議案の７５ページをお願いします。 

 議案第５５号 福島町製氷貯氷施設条例の一部を改正する条例。 

 福島町製氷貯氷施設条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 内容につきましては説明資料３３ページで説明しますので、お願いします。 

１、改正の理由。 
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 平成２９年９月に竣工した製氷貯氷施設は、平成２９年１０月１日から指定管理者制度により福島吉岡

漁業協同組合が指定管理者として管理運営を行っております。 

 製氷の販売価格については、福島町製氷貯氷施設条例において、消費税及び地方消費税を含まない利用

料として１トン当たり１０，０００円以内と定めております。 

 町では、昨今の電気料や物価高騰による管理諸経費の上昇していることから、令和７年度の販売価格を

改定できるよう条例の一部を改正するものであります。 

２、改正の内容。 

（１）利用料（第７条関係）。 

 別表（第７条関係）の１トン当たりの利用料等を１０，０００円以内から１５，０００円以内に改正し

ます。 

３、施行年月日。 

 令和７年４月１日から施行します。 

 なお、議案の７５ページに新旧対照表を掲載しております。 

 以上で説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第５５号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第５５号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 発委第１０号 議会議員歳費・費用弁償等条例の一部改正を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 ５番平沼昌平議会運営委員長。 

○議会運営委員長（平沼昌平） 

 発委第１０号、提案理由について説明いたします。 

 議会提出議案と議会提出議案説明資料をご用意ください。 

 まず、議会提出議案の３ページをお開きください。 

 発委第１０号 福島町議会議員歳費・費用弁償等条例の一部を改正する条例。 

 福島町議会議員歳費・費用弁償等条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町議会運営委員会委員長。 
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 内容につきましては説明資料で説明いたしますので、説明資料の３ページをお開きください。 

１、改正の理由。 

 町は、近年の物価高騰やインバウンド需要の高まりにより、現行で規定している宿泊料の額では対応で

きない場合が生じてきていることから、特別職及び一般職の宿泊料について額を見直しなどをおこなう条

例を定例会３月会議に提案しております。 

 議員の旅費については、特別職と同じ内容としていることから、議員の旅費についても同様の改正をお

こなうものです。 

２、改正の内容。 

（１）として条例中の別表第２の１の表中「１４，８００円」を「１６，０００円」に、「１１，８００

円」を「１２，８００円」にそれぞれ改めるものです。 

（２）として、同じく別表第２の１の備考中、甲地方について「東京都特別区及び政令指定都市（札幌市

を除く）」に改めるものです。 

３、施行期日について。 

 この条例は、令和７年４月１日から施行いたします。 

 以上、簡単ですが提案理由の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（平野隆雄） 

提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 提出者との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 発委第１０号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、発委第１０号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第５７号 チャレンジスピリット応援条例の廃止を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村田企画課長。 

○企画課長（村田洋臣） 

 議案の８３ページをお開きください。 

 議案第５７号 福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例。 

 福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例を次のように定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 内容につきましては、別冊９の議案説明資料でご説明させていただきますので、説明資料の３５ページ
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をお開き願います。 

１、廃止の理由。 

 当該条例は、平成２９年度に地元企業等が行う事業活動に対して町が経済的な支援を行うことで、地域

の振興を図ることを目的に制定した「福島町がんばる地元企業等応援条例」を見直し、令和２年４月より

新たに起業する事業者や事業を継承する若者等の支援を目的に制定しております。 

 「福島町がんばる地元企業等応援条例」及び「福島町チャレンジスピリット応援条例」における延べ８

年間の支援により、地域生産力の底上げにつながり、地域経済の好循環が図られるとともに、新たな起業

者が生まれるなど、地域の振興に一定の成果があったと判断しております。 

 町では、このような状況を踏まえ、「福島町チャレンジスピリット応援条例」を廃止するものでありま

す。 

２、施行年月日。 

 令和７年３月３１日から施行いたします。 

３、経過措置。 

（１）この条例の施行前に指定を受け、助成対象となっている起業者等に対する助成措置については、経

過措置を設け、１年度３００万円を上限に継続して３年間助成することといたします。 

（２）この条例による廃止前の第７条（指定及び助成の承継）、第８条第１項第２号（申請事項の変更）、

第９条（助成の取消し等）及び第１０条（違約加算金）の規定については、なお従前の例によることとし

ます。 

 以上で、福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例についての説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第５７号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第５７号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第５８号 第６次総合計画の変更を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 村田企画課長。 

○企画課長（村田洋臣） 

 それでは、議案の８５ページをお開きください。 
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 議案第５８号 第６次福島町総合計画の変更について。 

 第６次福島町総合計画を変更したいので、福島町議会基本条例第１１条の規定に基づき議会の議決を求

める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 議案の８６ページから１０１ページまでは前期実施計画の変更前・変更後の新旧対照表となってござい

ます。 

 内容につきましては、別冊９の議案説明資料でご説明させていただきますので、説明資料の３６ページ

をお開き願います。 

１、変更の目的。 

 令和６年度福島町議会定例会１２月会議において議決された本計画について、令和７年度予算編成作業

等により事業内容に変更が生じたため、第６次福島町総合計画における前期実施計画を変更するものであ

ります。 

２、前期実施計画の変更。 

 前期実施計画について、事業件数１０９件、総事業費４８億３，６５０万円となっているものに、新規

事業５件、事業費２，６４０万円を増額、変更の生じた４２事業に係る事業費を４億６８０万円増額し、

総事業費を５２億６，９７０万円に変更するものであります。 

 なお、財源の内訳は国・道支出金が１億６，０１０万円の増額、地方債が１億７，７２０万円の増額、

その他が９，４１０万円の増額、一般財源が１８０万円の増額となっております。 

（１）総事業費等の変更についてですが、ただいまの説明を表にしたものでございます。 

 ３７ページ、（２）変更区分の概要についてはそれぞれ変更理由毎に、３８ページの（３）の施策体系

別の変更については基本方向の項目毎に整理した内容となっておりますので、ご確認をお願いいたします。 

 ３９ページをお開き願います。 

（４）事業費等に変更が生じた事業について。 

 変更対象の事業数が４２事業となっておりますが、冒頭でも説明したとおり令和７年度予算編成に伴う

事業費の精査がこのたびの主な変更内容となりますので、事業費に５００万円以上の変更があった事業を

中心に説明させていただきますので、ご了承願います。 

 一段目の吉岡漁港岸壁改良整備事業ですが、事業実施主体の北海道からの地元負担金の概算通知により

令和７年度事業費が１，５６０万円の増額となっております。 

 二段目の福島漁港整備事業ですが、海水取水管を現状復帰するための移設工事費の追加で、令和７年度

事業費が９７０万円の増額となっております。 

 ４０ページをお開き願います。 

 一段目の道の駅再整備事業ですが、ソフトクリームサーバーや縦型冷凍庫等の備品整備の追加により令

和７年度事業費が８４０万円の増額となっております。 

 三段目の地域おこし協力隊ですが、青少年交流センターの増築に伴い新規協力隊員を採用するため令和

７年度以降の事業費が２，０５０万円の増額となっております。 

 四段目のチャレンジスピリット応援事業ですが、本事業の根拠となる条例については本年度をもって廃

止としておりますが、経過措置を設けておりますので、経過措置分の助成を見込み令和７年度以降の事業

費が９００万円の減額となっております。 

 ４１ページをお開き願います。 

 一段目の妊婦さん支援給付金事業ですが、令和７年度より国の事業として実施されることとなりました

ので、町単独の事業としては廃止となり、令和７年度以降の事業費が６００万円の減額となっております。 

 二段目の認定こども園福島保育所改修事業ですが、令和６年度に実施した改修設計に基づく改修事業費

の追加により令和７年度事業費が１億１，１４０万円の増額となっております。 

 五段目の福島町青少年交流センター施設管理事業ですが、施設増築及び施設利用者の増加により令和７

年度事業費が５５０万円の増額となっております。 

 ４２ページをお開き願います。 

 二段目の町民プール改修事業ですが、令和７年度に予定していた屋根の改修事業の見送りにより令和７

年度事業費が４，１２０万円の減額となっております。 
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 五段目の吉岡温泉改修事業ですが、資材の高騰に伴う事業費の精査により令和７年度事業費が７３０万

円の増額となっております。 

 ４３ページをお開き願います。 

 一段目の町道整備事業ですが、事業実施年度等の見直しにより令和７年度以降の事業費が６００万円の

増額となっております。 

 二段目の町道局部改良事業ですが、事業費の精査により令和７年度事業費が１千万円の増額となってお

ります。 

 ４４ページをお開き願います。 

 二段目の中塚橋配水管移設事業ですが、北海道が実施する中塚橋の改修に合わせて実施する事業となり

ますが、中塚橋の改修時期が確定しておりません。このため、事業全体のスケジュールを１年スライドし、

令和６年度以降の事業費が２，４５０万円の減額となっております。 

 三段目の塩釜地区配水管移設事業ですが、事業内容見直し及び資材高騰に伴う事業費の精査により令和

７年度事業費が１，３６０万円の増額となっております。 

 五段目の浄水場施設設備更新事業ですが、美山浄水場流量計更新の追加及び事業実施年度の変更により

令和７年度以降の事業費が１，２９０万円の増額となっております。 

 ４５ページをお開き願います。 

 一段目の防災・減災対策事業ですが、令和６年１２月に国の補正予算として計上された新しい地方経済

生活環境創生交付金のうち地域防災緊急整備型の予算を活用して、避難所の生活環境を抜本的に改善する

ための大型トイレカーやテント式パーテーション等を整備するため、令和７年度事業費が７，８６０万円

の増額となっております。 

 二段目の日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震における津波避難緊急事業ですが、令和７年度に策定する

津波避難対策計画に基づく想定事業費の見直しにより令和８年度以降の事業費が６千万円の増額となって

おります。 

 三段目の普通河川整備事業ですが、実施設計による工法等の確定により令和７年度事業費が９８０万円

の増額となっております。 

 五段目の冬生活支援事業ですが、物価高騰等の状況を踏まえた支給額の見直しにより令和７年度以降の

事業費が６００万円の増額となっております。 

 ４６ページをお開き願います。 

 二段目の定住向け町有住宅整備事業ですが、資材高騰等に伴う事業費の精査により令和７年度事業費が

１，３３０万円の増額となっております。 

 ４７ページをお開き願います。 

 一段目の行政デジタル化推進事業ですが、自治体情報システム標準化対応の追加に伴い、令和７年度事

業費が６，９５０万円の増額となっております。 

 二段目の町勢要覧作成事業ですが、町勢要覧の作成から福島町の昔と現在を比較する映像を作成し、７

０周年記念式典の会場で放映する内容に見直しを行ったことによりまして令和７年度事業費が皆減となっ

ております。 

 次に、４８ページをお開き願います。 

（５）新規に登載となった事業についてですが、このあと政策等調書・総合計画事業進行管理表により担

当課長からご説明いたします。 

 なお、このたびの変更につきましては２月１７日に開催した令和６年度第４回福島町総合計画審議会に

おいて、ただいまご説明いたしました変更の内容及び新規事業の登載について承認いただいておりますこ

とを申し添えます。 

 以上で、第６次福島町総合計画の変更についての説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 政策等調書の補足説明を求めます。 

 最初に、福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 
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それでは、産業課所管の政策等調書について説明いたします。 

資料の５０ページをお願いします。 

事業計画名、有害鳥獣駆除用車輌購入事業でございます。 

現状の認識は、現在、有害鳥獣駆除活動においてハンター（会計年度任用職員）が使用している車輌

は農林係付の一般車輌であり、大型個体駆除後の搬出・運搬時に効率的な駆除活動のための専用車輌が必

要となっているものでございます。 

政策等の発生源につきましては、対象を効率的な駆除活動のための専用車輌の配置で、意図は専用車

輌の配置により効率的な有害鳥獣駆除活動を行うものでございます。 

事業計画は有害鳥獣駆除活動用軽トラック１台の購入で、購入事業費は３００万円となっており、北

海道備荒資金組合からの借入によるもので、事業費は令和８年度から元金の償還となり、財源につきまし

ては全て一般財源となっております。 

次に、５２ページをお願いします。 

事業計画名、町制施行７０周年記念事業でございます。 

現場の認識は、令和７年１月で町制７０周年を迎えることから、町全体での機運を造成を図る必要と

なっているものでございます。 

政策の発生源については、対象を全町民、意図は先人の今までの功績を讃え、町全体で町制７０周年

を祝うものでございます。 

事業計画は町内で開催されている各種イベントにて、７０周年を記念した取り組みができるよう、実

行委員会に補助金を交付するもので、事業費は４００万円となっており、財源につきましてはその他で、

北海道市町村振興協会からの補助金を見込んだ１５０万円、残り２５０万は一般財源となっております。 

以上で、新規登載となった事業について説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 それでは、教育委員会所管の新規事業について、ご説明いたします。 

別冊９議案説明資料の５４ページをお開きください。 

事業計画名、ファミリースポーツ公園改修事業でございます。 

現場の認識は、平成１２年供用開始から２５年が経過し、コース芝など経年劣化が見られるとともに、

近年の高気温により芝の維持管理に苦慮している。また、プレーへの影響が出ているとの利用者からの要

望もある。となっているものでございます。 

政策等の発生源については、対象はパークゴルフコース及び利用者、意図として芝の適切な管理によ

り利用者の満足度向上につなげる。でございます。 

事業計画は、令和７年度から令和１１年度で年４コース程度のグリーン芝の張替で、令和７年度の事

業費は３１０万円となっており、財源につきましては一般財源となっております。 

以上で、教育委員会所管の新規事業の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 それでは、町民課所管の新規事業についてご説明いたします。 

５６ページをお願いします。 

 事務事業計画名、芸能鑑賞事業でございます。 

現場の認識は、町制執行記念事業の実施でございます。 

政策等の発生源についてですが、対象は福島町民であり、意図は町制執行記念事業として芸能鑑賞を

行い、町民の方に楽しい時間を提供する。でございます。 

事業計画は、芸能鑑賞事業の開催でございます。 

事業年度は令和７年度で、計画額は５００万円、財源はその他の５００万円で、ふるさと応援基金繰

入金といきいきふるさと推進事業補助金を見込んでおります。 

続きまして、５８ページをお願いします。 
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事業計画名、吉岡寺町墓地通路改修事業でございます。 

現場の認識は、墓地通路が経年劣化によるアスファルトの剥離が進んでいるためでございます。 

政策等の発生源についてですが、対象は吉岡寺町墓地であり、意図は通路の改修工事を行うことによ

り、適切な運営と維持管理を図る。でございます。 

事業計画は、通路改修工事でございます。 

事業年度は令和８年度で、計画額は７１０万円、財源は一般財源でございます。 

以上で、町民課分の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １１時０３分） 

（再開 １１時１３分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 第６次総合計画の変更の提案理由の説明を終えております。 

 質疑を行います。 

６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 ３９ページのわくわくクルーズ事業ですけれども、事業費精査で追加という風にしか書かれておりませ

んが、具体的にどういう内容のことをするので追加なのか伺います。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 主な増の部分につきましては、一点が委託料の人件費の部分、これが高騰しているという部分の積算見

直し。それで、その人件費の中でもクルーズのガイドさん、この部分をこれまで事務員単価で見てたもの

を、しっかりガイドしていただいているところでそこの単価を上げた見直し、それと、工房さんで予約取

っているホームページこれが更新時期にあたりますので、この金額がちょっと大きくなりまして増となっ

ている状況にあります。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに。 

６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 ４１ページの教育用コンピュータ等整備事業になります。 

 執行方針の方で教育長のほうからＩＣＴ支援員を引き続き配置するという風に聞いておりますけれども、

こちらのほうでＩＣＴ支援員派遣に横棒引いてありますけれども、これはどういう風に解釈したらいいで

しょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 ご質問の件ですが、ＩＣＴ支援員を廃止するという内容ではなくて、ＩＣＴ支援のほうは経常経費的な

要素で、今回教育振興費のほうに予算移行しております。そのため、今回の教育用コンピュータ等整備事

業費からは削除ということで抜いているものになります。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに。 

６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 もう一点お願いします。 
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 ４２ページになります。がん検診のほうも事業費精査で追加ということですけれども、具体的にどうい

うことで追加なのか伺います。 

○委員長（平野隆雄） 

佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 検診につきましては、７年度からがん検診胃カメラの関係なんですけども、今までは２年に１回という

ことでやっていたんですけど毎年受診できるという風に拡大した関係で事業費が増えているという状況と

なってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに。 

１番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ５４ページの政策等調書の部分でファミリースポーツ公園ですね。一般質問でもちょっとさしてもらっ

たんですが、令和７年度から９年度にかけて３１０万ずつという形ですが、コースの経年劣化という形で

すが、これは今のところこれでいったらコース自体は全く変えずにとりあえず芝の張替ということでよろ

しいのか。もしくは、コースもある程度改めて変えるのかその辺もちょっとお伺いしたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 政策等調書の事業計画に記載のとおり、張替えるのはあくまでもグリーンの芝ということになります。

それを計画的にやっていくという内容です。 

○委員長（平野隆雄） 

１番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 その次に、５６ページの同じ政策調書の部分で芸能鑑賞事業ですね。この部分で要は町長の執行方針で

も芸能人的なものを呼ぶというような事業だと思うんですが、これはもしサプライズ等であれば名前は出

さなくてもいいですが、決まっているのかどうか。その辺ちょっと名前が出せるのであればＯＫですが、

当日までのお楽しみサプライズであれば伏せておいてもいいですが、その辺をちょっとお伺いしたいと思

います。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 招聘する芸能人の方は一応決まっております。今その方はコロッケさんという方でして、その方の日程

調整も押さえている状況でございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

質疑を終わります。 

説明員との意見交換を行います。 

ございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 
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 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第５８号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第５８号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第７０号 財政調整基金積立金の処分を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、議案の１５１ページをお開きください。 

 議案第７０号 福島町財政調整基金の積立金の処分について。 

 次のとおり福島町財政調整基金の積立金を令和７年度福島町一般会計に繰り入れ支消するものとする。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 １の支消金額でございますが、４億円以内とするものでございます。 

 ２の支消目的でございますが、令和７年度予算編成にあたり財源に不足が生じましたので、地方財政法

第４条の４第１項第１号による経費の財源に充当するため、福島町財政調整基金条例第５条の規定に基づ

き提案するものでございます。 

 以上で、議案第７０号 福島町財政調整基金の積立金の処分についての説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 今回４億支消とするということでありますが、今後の財調の、昨日町長１２億から１３億って言ったん

だけど、大体今後どの程度、町長は１０億以上は持っているという、持っていかなければならないと言っ

ておりますが、今後のそういう財調の見通しというかそれはどの程度で推移していくのか。 

○委員長（平野隆雄） 

 小鹿副町長。 

○副町長（小鹿一彦） 

 財政調整基金につきましては、５年度末で１３億４，８００万円となっております。それで昨日の補正

予算で１億３千万円を今年度繰り入れるというような予算上はそのようになっておりますけども、昨年も

昨年の３月会議でもちょうど１億６千万くらい繰入れるというような予算でしたけども、最終的に年度末

に６千万繰り入れております。 

 それで今年度も現時点で１億３千万繰入れるという風になってますけども、昨年と同じような状況を考

えると５千万から８千万くらいの繰入になるのかなと。これはちょっとまだもう少しありますので。 

 それで今年度は積立のほうは前年度の繰越金の２分の１以上ということで、積立は３千万積立てること

になっています。だから去年と同じく６千万繰入れて３千万積立てるとマイナス３千万ということに、こ

れはあくまでも想定ですけど、そうすると５年度の残高１３億４，８００万円から３千万円引いて１３億

１，８００万円という見込みとなると思います。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 
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質疑を終わります。 

説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

討議を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第７０号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第７０号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上で、令和７年度予算に関連する条例、計画、積立金処分等の審査が終わりました。 

令和７年度各会計予算の審査に入りますが、説明方法や資料などにつきまして、委員の皆様に申し上

げます。 

 町は、まちづくり基本条例、議会基本条例に基づいて「予算から決算・行政評価（事務事業評価）」に

至る一連の内容を効率的に分かりやすく説明するため、一般会計の歳出の予算科目の｢目｣を単位として、

複数の事務事業を仕分けした｢事務・事業予算｣について、予算説明書に加え、別冊の「予算審査特別委員

会説明資料」を作成し説明しております。 

 一般会計の具体的な審査の進め方につきましては、別冊１０の「予算審査特別委員会説明資料」に基づ

き、歳出から款ごとに、担当課長から説明を受け、質疑、説明員との意見交換を行います。 

その後に、別冊６の予算説明書に基づき、第２表と歳入全般についての説明を受け、質疑、説明員と

の意見交換を行い、最後に歳入歳出全般について質疑、説明員との意見交換、特に論点・争点があれば必

要に応じて委員間討議を行います。 

特別会計、水道事業会計、浄化槽事業会計については、予算全般について説明を受け、質疑、説明員

との意見交換、特に論点・争点があれば必要に応じて委員間討議を行いますのでご了承願います。 

予算説明書等の「款」の科目の朗読は、最初に説明する担当課長等といたします。「項」の科目、予

算額については、朗読を省略いたします。「目」については、科目を朗読し、「事務・事業予算」の件数、

総額は、朗読を省略いたします。 

説明する内容は、主な増減内容、事業内容等といたします。活動指標等の説明は省略いたしますので、

ご了承願います。 

委員の皆様にお願いいたします。 

 予算に対する質疑は、内容を整理のうえ、説明書類の名称、ページ、科目等を示していただき、できる

だけ簡明に質疑をお願いいたします。 

説明員の皆様にお願いいたします。 

 先ほど申し上げました内容で、わかりやすく説明し、答弁は正確に、かつ速やかに、答弁もれのないよ

うにお願いいたします。 

それでは、議案第６３号 令和７年度一般会計予算を議題といたします。 

 提案理由、総括的な説明を求めます。 

 小鹿副町長。 

○副町長（小鹿一彦） 

 それでは、ナンバー１議案の１１１ページをお開き願います。 
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 議案第６３号 令和７年度福島町一般会計予算。 

 令和７年度福島町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４５億２，４２５万４千円と定める。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限

度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、１０億円と定

める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 令和７年度の予算編成のポイントは、町長が執行方針で述べておりますとおり、第６次福島町総合計画

を基本として、持続可能な“まち”福島を町民と共につくるため、移住定住対策子育て支援、ならびに基

幹産業の安定的な生産を継続できるよう様々な施策に予算を配分しております。 

また、本年は昭和３０年に福島町と吉岡村が合併して７０年の記念の年となっております。これを契

機に新たな時代に歩み出し、未来の子ども達へ福島町をしっかりと引き継いでいくため、今後も限られた

予算を有効的に活用しながら、必要な事業を優先的に選択し、今できる最善の行政サービスの維持のため、

事務効率を高め健全な財政運営に努めてまいります。 

個別の事業につきましては、このあと委員会の中で各担当課長よりご説明いたしますが、引き続き、

町民の皆さまや町議会議員の皆様の意見や提言に真摯に耳を傾け、町民の思いに寄り添う政策の実現に向

け、職員一丸となり令和７年度に臨んでまいりますので、どうぞご理解のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、予算の総括的内容についてご説明いたしますので、別冊６の予算説明書１７６ページをお開

き願います。 

 令和７年度一般会計予算経費別総括表（１）でございます。 

 説明につきましては、主に本年度予算額と前年度の比較で増減の大きいものについて簡単にご説明いた

します。 

 まず、歳入になります。 

１の町税は４億９，２８８万５千円で、前年に比較して７４７万１千円の増、率にして１．５パーセ

ントの増となっております。これは定額減税終了による個人課税所得割の増によるものでございます。 

 次に、１０の地方交付税は２１億４，１００万円、前年から１億４，０１６万８千円の増額となってお

ります。国の出口ベースや前年度実績を基に当初予算ベースでは７パーセントの増としております。 

 １３の国庫支出金は２億６，９９３万６千円で、５，８６７万円の増となります。これは自治体情報シ

ステム標準化に係る補助金の増が主なものとなっております。 

 次に、１７の繰入金は４億５，４２８万７千円で、４，７７７万７千円の増となっております。財政調

整基金繰入金及び公共施設維持保全基金からの繰入が前年から増額となったことが主な要因でございます。   

 ２０の町債は５億１，９７０万円で、前年比８，９１０万円増となっておりますが、これは令和６年度

は青少年交流センター増築工事が補正予算となったことから当初予算比較では増となっております。 

令和７年度に新たに起債する主な事業は認定こども園福島保育所整備事業債で１億１，１３０万円、

定住向け町有住宅整備事業債で９，５７０万円などとなっております。 

次に、歳出でございます。 

 １の（１）人件費ですが７億８，２３１万２千円で、７，９８５万２千円の増となっております。一般

職員の職員数は令和６年度が７０名でしたが、７年度当初予算では６９名と１名減で予算計上しておりま

す。なお、令和６年度中の退職者は、中途退職者２名、再任用任期満了等で３名、また、令和５年度末で

１年間定年延長となった職員が２名、令和６年度末で定年退職となり４月からは暫定再任用として勤務す

ることとなっております。新採用職員は社会人枠１名、保育士１名となっております。また、会計年度任

用職員は４７名で、２名の増で予算計上しております。 

（２）物件費は９億１，３３３万１千円で、９，６９２万４千円の増は物価高騰によるもののほか、自治

体情報システム標準化へ向けた事業費で約６千万円の増となったことが主な要因となっております。 

 ４の補助費等は７億５，１１３万９千円で、前年比６，６０５万７千円の増となります。これは福島消
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防署の高規格救急車購入に係る消防負担金の増などによるものでございます。 

 ５の（１）普通建設事業費は５億７，５１１万３千円で、前年比８，８１３万８千円の増となります。

令和７年度の主な普通建設事業は、白符中継局地上デジタル送信機更新事業で７，２６０万円、福島保育

所改修事業で１億１，１３９万円、定住向け町有住宅整備事業で１億２，７６４万円などとなっておりま

す。なお、本年度における各建設事業計画につきましては、１７８ページから１８０ページに掲載してお

りますので、ご参照いただければと思います。 

 ６の公債費につきましては６億８５９万５千円で、前年比７，５９２万１千円の増、償還金元金の増に

よるものでございます。 

 最後に、１０の繰出金は３億３，７３３万８千円で、１，０６６万８千円の減となります。これは主に

国保会計と介護会計において給付費等の減に伴う一般会計からの繰出金の減となっております。 

 以上で、令和７年度一般会計予算の総括的な説明を終わります。 

 このあと担当課長から増減５０万円以上のもの等につきまして、款別にご説明を申し上げますので、ご

審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 提案理由、総括的な説明が終わりましたので、別冊１０予算審査特別委員会説明資料の歳出から、款ご

とに説明を受け、審査を行います。 

第１款議会費に入りますが、５０万円以上の増減がありませんので、説明を省略し質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第２款総務費の説明を求めます。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、別冊１０説明資料の２２ページをお願いいたします。 

 総務課所管の予算について、説明いたします。 

下段の２款総務費、１項１目一般管理費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額２，９０１万円、

３８２万２千円の増の主なものは委託料で、電子計算機システム変更委託料３２０万１千円の増でござい

ます。これは給料システムにおいて共済費に新たに項目が追加されることに伴う変更でございます。 

２４ページをお願いいたします。 

上から２段目の、事務事業予算名、庁舎管理費、本年度予算額３，３８０万４千円、１６０万６千円

の減額は光熱水費１４３万５千円で、前年度実績を勘案し減としております。 

２５ページをお願いいたします。 

一番下の、５目財産管理費、事務事業予算名、町有財産管理費の本年度予算額７０３万３千円、１０

２万１千円の増額は火災保険料のうち森林保険で５年毎の更新のため増となるものでございます。 

２６ページをお願いいたします。 

３段目の、事務事業予算名、車輌購入事業費、本年度予算額３１３万５千円で、９４万円の増額は昨

年度購入した建設用車輌１台の年賦金の増によるものでございます。 

２９ページをお願いいたします。 

上段の、７目交通安全対策費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額４１１万３千円、５７万８千

円の増となっており、修繕費で館崎地区の国道にカーブミラー１基を設置するものでございます。 

３１ページをお願いいたします。 

３段目の、１３目電子計算費、事務事業予算名、社会保障・税番号制度システム整備費、本年度予算

額１，１２３万５千円、２８５万５千円の増は基幹系業務に係る中間サーバーの改修委託料１９８万円の

増及び接続機器を更新するための増となってございます。 
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３２ページをお願いいたします。 

上段の、１５目電子自治体推進費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額６３４万円、２８０万円

の増は主に委託料で、標準化システムを整備、運用開始までセキュリティポリシーの改定をするため委託

料１６５万円などとなってございます。 

次の段の、事務事業予算名、総合行政ネットワーク事業費、本年度予算額２０１万４千円、２３１万

３千円の減は電子システム電子計算機システム変更委託料のＬＧＷＡＮ機器の更新終了によるものでござ

います。 

３３ページをお願いいたします。 

一番下の、事務事業予算名、行政デジタル化推進事業費、本年度予算額が８，５８３万９千円、５，

９３０万７千円の増は標準化に伴うガバメントクラウド利用料で１，４００万円と、委託料４，５３０万

７千円の増は標準化構築の本年度分の委託料でございます。この事業につきましては、いずれも国庫補助

対象事業でございます。 

４０ページをお願いいたします。 

２段目の、４項２目参議院議員選挙費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１，２５８万７千円

は７月に予定されている参議院議員の選挙執行に係る経費となってございます。 

４１ページをお願いいたします。 

中段の、７項１目財政調整基金費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額９８万４千円、８６万８

千円の増は基金運用利子の増によるものでございます。 

４２ページをお願いいたします。 

中段の、４目花田俊勝奨学金基金費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１３５万１千円、７１

万８千円の増は前年度の奨学資金貸付償還金の実績を勘案し増としてございます。 

 以上で、総務課所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １１時４４分） 

（再開 １１時４４分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

次に、村田企画課長。 

○企画課長（村田洋臣） 

 それでは、企画課所管の内容についてご説明いたします。 

３０ページをお開き願います。 

 下段の、１項１２目テレビ中継局管理費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は７，５３０万円で

７，２４６万７千円の増となっております。主な増減につきましては、白符テレビ中継局デジタル放送設

備の更新に係る工事費として７，２６０万円が増となっております。 

３４ページをお開き願います。 

２段目の、１６目地域公共交通維持費、事務事業予算名が千軒地区新たな公共交通確保事業費ですが、

本年度予算額は２２６万３千円で１２６万３千円の増となっております。地域の要望を受ける形で令和５

年１０月より試験運行を行っておりますが、令和６年度は半年間の試験運行に係る費用を計上しておりま

した。令和７年度につきましては、１年間の運行委託料を計上しているものでございます。 

３５ページをお開き願います。 

下段の、１９目定住・移住促進事業費、事務事業予算名が定住促進住宅管理事業費ですが、本年度予

算額は１２５万４千円で皆増となっております。令和６年度に整備した三岳地区の定住促進住宅の管理に

係る費用を計上しております。 

３６ページをお開き願います。 

１段目の、事務事業予算名が定住促進住宅整備事業費ですが、本年度予算額は４７６万円で５，８８
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０万円の減となっております。主な増減につきましては、令和６年度に整備した工事請負費及び管理業務

委託料等が５，８８０万円の減、令和８年度の住宅整備に向けた実施設計業務委託料が４７６万円の増と

なっております。 

下段の、２０目チャレンジスピリット応援事業費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は６００

万円で３００万円の減となっております。本事業の根拠となる条例は今年度末をもって廃止となりますが、

経過措置分の助成金として６００万円を計上しているものでございます。 

３７ページお開き願います。 

上段の、２１目雇用奨励等支援事業費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は６１５万円で１３

０万円の減となっております。福島商業高校新卒者の雇用及び外国人技能実習生受入に係る助成見込によ

るものとなっております。 

４０ページをお開き願います。 

下段の、５項１目指定統計調査費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は３６１万７千円で３３

９万１千円の増となっております。令和７年度は国勢調査、経済センサス、学校基本調査に係る費用を計

上しているものでございます。 

以上で、企画課所管部分の説明を終わります。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、古一町民課参事。 

○町民課参事（古一直喜） 

 それでは、町民課税務所管の予算内容についてご説明いたします。 

３８ページをお開き願います。 

 ２段目の、２項２目賦課徴収費、事務事業予算名が地籍管理システム整備事業費で、本年度予算額９９

万円で皆増となっております。こちらは３年毎におこなっている土地の移動に伴う土地基本図等の更新業

務となっております。 

 次に５段目の、事務事業予算名が固定資産（土地）鑑定評価委託事業費で、本年度予算額２２３万１千

円で皆増となっております。こちらは３年毎におこなっている町内の標準宅地のうち３９地点の鑑定評価

業務となっております。 

 以上で、町民課税務所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、深山町民課長兼吉岡支所長。 

○町民課長兼吉岡支所長（深山肇） 

 それでは、町民課町民所管の総務費の内容についてご説明いたします。 

 ２９ページをお願いします。 

 下段の、１項９目支所費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は７８万６千円で６６万円の増でご

ざいます。主な増につきましては、電子機器購入費６６万円の増でございます。 

 ３９ページをお願いします。 

 上段の、３項１目戸籍住民基本台帳費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は１，９７５万３千円

で９２万６千円の減でございます。主な増減につきましては、昨年度改修を終えました法務省所管社会保

障・税番号制度システム整備委託料３３４万４千円の減、電子計算機器購入費１４９万４千円の増でござ

います。 

 次に下段の、事務事業予算名、住民基本台帳ネットワーク化事業費で、本年度予算額は３７４万９千円

で１４８万５千円の増でございます。主な増につきましては、住民記録等電算システム使用料１４８万５

千円の増でございます。 

 以上で、町民課町民所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 それでは、産業課所管の予算について説明いたします。 
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 ４４ページをお願いします。 

 上段、９目森林環境譲与税基金費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額７６１万５千円で９８万７

千円の増でございます。内容につきましては、北海道からの試算通知によるものでございます。なお、令

和６年度から国の森林環境譲与税の算定方法が見直しされ、また、国の譲与税額が増額見込となることか

ら増額となるものでございます。 

 以上で、産業課所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 それでは、総務費の質疑を行います。 

 ７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 ２４ページの文書広報費と２３ページに関わるところが町内会連合会の助成という恰好になるんですけ

ども、今は町広報が各町内会に配布されて、それが町内会でもって各戸に配布という恰好になっています

けども、この形が現状各町内会の活動等に合わせて合っているような状況になっているかどうかその辺の

現状はどうなっていますか。 

○委員長（平野隆雄） 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 配布の件については連絡員の関係だと思うんですけども、今の状況では町内会からの推薦をいただいて

委託の方を決めておりますので、今のところそこについては確かに配布してくれる方の確保というのは難

しいかもしれないですけども、今のところはそれぞれにきちんと委託しておりますので、配布のほうは順

調に進んでいます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに。 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 ２７ページのふるさと応援の関係で、企業版と個人と２つありますけれども個人のふるさと納税の令和

６年は実績でどのぐらいになっておりますか。 

○委員長（平野隆雄） 

 村田企画課長。 

○企画課長（村田洋臣） 

 １月末現在の資料となりますが、１月末現在で件数が２，８７８件、寄附金額で４，０７３万４千円と

なっておりまして、前年の同時期と比較しますと件数で約８割、寄附金額で約９割というような状況にな

っております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 ７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 今課長各町内会の状況そのものがスムーズにいっているという認識のお答えだったんですけども、各町

内会これは連合会を通してのさまざまな活動になろうかと思うんですが、各町内会そのものの形態が相当

色んな状況で各町内会毎に結構色んな状況を抱えているんじゃないかなと。 

 ただ、連合会を通してという恰好になっていますので、そこのところがきっちり総務のほうに伝わって

いるかどうなのか。これはコミュニティ維持していくということを考えますと、相当に厳しい状況もある

のかなと。だから、当初これは連絡員のあれが町広報が１５年ぐらいだったと思うんですが、それまでよ

りもどんどんいわゆる広報という恰好で町民に色んな形で町の事業内容なり活動内容等を伝えるというこ
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とでもって、それまで独自だったりいわゆる各コミュニティのところに丸投げして配っていたもののそれ

が増大してきて相当負担になってきているという状況の中で、このいわゆる連絡員制度というのが創設さ

れて現在にいたっているという風にして私は認識しているんですが、その状況がコミュニティ毎いわゆる

町内会毎にさまざまな状況が変化しているということで、そろそろこの内容をきちっと精査して各町内毎

の状況も精査しながらその現状に合わせてやっぱり考えていく必要があるのかなと思うんですが、どうで

すか。 

○委員長（平野隆雄） 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 その件につきましては私も町内会連合会の総会にも出席しまして、確かにご意見頂戴してございます。

それで、その時も連絡員町内会に委託できないのかというご意見もございまして、私達のほうでも他の自

治体も調べながら委託でやっている自治体もございます。それで、ちょっと期間が短くて新年度からとい

うわけにはいかないですけども７年度中に検討をしまして、連絡員の広報の配布方法を個人に委託するも

のなのか町内会に委託するものなのか、それによって実際のところ連絡員から班長さんに行って配布して

いるケースもございます。それで柔軟に配布しやすいように町内会に委託する方法を今進めておりますけ

ども、それで実際の配布するものも毎週だと連絡員さん大変なんですね。 

 それで今、新年度のほうから月に２回程度の配布ということで月の第２週目と広報は月末なので広報と

いうことで配布を減らしながら、あと、配布するものもペーパーレス化ですとかそういうのもありますの

で集約できるのは集約してホームページに乗せるとか、例えば学校だよりと同じように役場とか支所とか

福祉センターとかにそこに置いて持って行けるものはお願いしてそこから持って行ってくださいって依頼

することもありますので、その辺についてはちょっと７年度で検討して８年からスタートさせるように事

務を進めるように考えております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 結構その町内会毎に色んな事情を抱えているんだろうと思います。ですから、その事情をやっぱりきち

っと把握したうえでもってより良い方法をとっていかないと、この広報特に福島広報なんかのことについ

ては行政と町民との距離を詰める・近づけるという意味では相当大事な視点だと思います。 

 それで、必要な情報が必要な人のところに必要な部分を届けられるという最も大事な行政の内容を知ら

せるという意味では大事な視点になっているんだろうと思います。ですから、もうそろそろ色んな状況が

変わっています。だから町内会そのものも戸数も多いところから少ないところ、そして少ないところでは

その町内会の会長さんが現実的に配ってしまっている。多いところでは、これまでのいわゆる連絡員の制

度を使っている。それで、ここのところの報酬等のことについても様々にやっぱり検討し直さなきゃなら

ないところがあるのかなと思いますので、今年１年かけてそこのところを十分それを状況を精査して、そ

のうえでもってより良い方法を連合会のほうとも相談しながら各町内会とも向き合いながらやっていただ

きたいなと思いますけども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １２時００分） 

（再開 １２時５９分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 説明員との意見交換を続けます。 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 先ほどのふるさと納税ということで、ふるさと納税これまで頑張ってきて７千万に近い金額になってき
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ています。ふるさと納税おもしろい制度だなと思いながら色んなニュース見てますけども、盛り上がれば

盛り上がるほど国が色々規制し始めて、この今年の１０月からはポイントを付与するポータルサイトから

はふるさと納税は出来ませんよという風になって楽天なんかが署名運動をしているという状況です。 

 それで私言いたいことはですね、やっぱりせっかく福島にある商品、特に食べ物ですね。やっぱりふる

さと納税って食べ物をみんな欲しがるといいますか、お米なんかも今ふるさと納税で凄く需要が高まって

いてそういうのも一因にあるといいます。 

 確かに福島はスルメ一番ふるさと納税人気という風になっているんですけども、実際にまだウニだとか

ウニの塩水パックだとかシイタケだとかあるわけですよ。確かに数量は少ないんだけれども、せっかく町

でシイタケ生産にも補助出して組合にもウニの移植補助出してやっているのに、そういうところから出品

が無いというのが残念だなという風に思ったりするんです。せっかく魅力あるものを町としては魅力ある

ものをアピールしていきたいはずなのに、だから企画のほうでそういうものを出してくれませんか。町で

補助しているんだから少しは限定１００とかでもいいですから、少しはそういう風に町のふるさと納税に

協力してくれませんかみたいなことは出来ないものだろうかと思うんですけれども、意見を伺います。 

○委員長（平野隆雄） 

 村田企画課長。 

○企画課長（村田洋臣） 

 委員ご指摘のウニの塩水パック、こちらは例年取扱いしてまして昨年までは先行販売という先行予約と

いう形で募集といいますかふるさと納税の返礼品として用意しておりました。 

 ただ、昨年なかなかウニの製品化がちょっと当初のスケジュールより遅れたということで、今年の夏場

に向けた先行予約という形は現在おこなっておりませんが、その時期に合わせて取扱い商品という形で登

録のほうはしていきたいと考えております。 

 シイタケに関しても返礼品の中には入っていたという認識ですが、もし掲載なっていないようであれば

掲載に向けて生産者の方とも協議していきたいと考えております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 わかりました。福島はそんなに税金が出ていくような感じではないと思いますけども、ネットのニュー

ス見てましたら愛媛県のまさき町という松前と書く自治体ありますけども、そこの自治体はふるさと納税

で寄付が入ってくる金額が１千万ぐらいと。ところが出ていく町民税が５千万ぐらいということで４千万

の赤字ということで、どういう風に捉えればいいのかというと、町民の人も頭がいいというのか何て言う

のか難しい判断になりますけども、それでそこにテコ入れをして今なんとか盛り返してきているみたいな

町もありますので、そういったこともあって、これからも頑張っていただきたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第３款民生費の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、福祉課所管の民生費の内容についてご説明いたします。 

 ４４ページをお願いいたします。 

 ２段目の、３款民生費、１項１目社会福祉総務費、事務事業予算名、障害者福祉事業費、本年度予算額

１億９，８２２万５千円、１３１万７千円の減となってございます。主な増減は扶助費で１３５万９千円

の減となっており、前年度実績を勘案して計上しております。 

 ５０ページをお願いします。 

 上段の、４目老人福祉費、事務事業予算名、福祉車輌等購入費助成事業費で、本年度予算額８６万円、

１８７万円の減となってございます。社会福祉協議会が使用するヘルパー活動車更新で購入費用の４分の
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３を助成しており、昨年度３台から今年度１台により減となったものでございます。 

次に、５目生活支援ハウス管理運営費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額２，５５４万８千円、

１０６万７千円の増となっております。主な増減は委託料１７５万円の増で、施設管理委託料の人件費ア

ップ及び需用費６８万４千円の減は光熱費によるものでございます。 

５１ページをお願いいたします。 

７目後期高齢者医療費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額７９１万９千円、２３９万円の減は

後期高齢者広域連合からの負担金通知により減となったものでございます。 

５２ページをお願いいたします。 

中段の、２項１目児童福祉総務費、事務事業予算名、児童発達支援費で、本年度予算額４３０万５千

円、１０５万５千円の増は前年度の利用実績を勘案して計上してございます。 

 以上で、福祉課所管の民生費の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、深山町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園園長。 

○町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園園長（深山肇） 

 それでは、町民課及び認定こども園所管の民生費の内容について、ご説明いたします。 

 ４６ページをお願いします。 

 ２段目の、１項１目社会福祉総務費、事務事業予算名は高齢者等冬の生活支援事業費で、本年度予算額

は７００万円で２００万円の増でございます。主な増につきましては、高齢者等冬の生活支援助成金２０

０万円の増で、助成額を１世帯当たり１万円から１万５千円へ、５千円増額することによるものです。 

 ４９ページをお願いします。 

 上段の、１項４目老人福祉費、事務事業予算名は高齢者行事費で、本年度予算額は８１４万７千円で４

７３万６千円の増でございます。主な増減につきましては、芸術鑑賞委託料５００万円の増で、町村合併

７０周年として芸能鑑賞を行うための演者さんに係る委託料でございます。 

 ５２ページをお願いします。 

 下段の、２項２目児童措置費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は６，５１１万４千円で７４５

万４千円の増でございます。主な増減につきましては、電子計算機システム開発委託料５７７万５千円の

減、施設型給付負担金７８４万９千円の増、児童手当５４９万円の増でございます。 

 ５３ページをお願いします。 

 下段の、２項３目保育所費、事務事業予算名は施設維持管理費で、本年度予算額は１億１，４２２万３

千円で１億７７２万９千円の増でございます。主な増減につきましては、福島保育所改修工事費１億８８

０万円の増でございます。改修内容につきましては図面でご説明しますので、１０５ページをお願いしま

す。 

 認定こども園福島保育所改修事業でございます。 

左上が付近見取り図で、赤色で改修建物の福島保育所の位置を示しております。 

左下が改修項目表、右側が平面図となっております。 

改修の概要でございますが、屋根の全面葺替え、外壁の塗装及びコーキングのやり替え、照明器具の

ＬＥＤ化、遊戯室等への冷房設備の新設、内装や建具類の改修ほかとなってございます。 

次のページをお願いします。 

外構図でございます。 

外構では既存遊具の更新、正面ゲートの改修、遊戯場横の芝生部分を広げそれに伴うフェンス改修ほ

かでございます。 

以上、認定こども園福島保育所改修事業の工事概要の説明を終わります。 

それと、町民課及び認定こども園所管の民生費の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、説明資料の４７ページをお願いいたします。 

 総務課所管分について説明をいたします。 
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 上段の、事務事業予算名、犯罪被害者支援事業費５０万円は、昨日議決いただきました福島町犯罪被害

者等見舞金の支給に関する条例によりそれぞれ１件分として遺族見舞金３０万円、傷病見舞金１０万円、

性犯罪被害者見舞金１０万円を計上してございます。 

一番下の、３目生活館等管理費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額２１３万２千円、１６３万

１千円の減は前年の白符生活館の備品購入が完了しましたので減となってございます。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 事務事業予算名、各生活館等改修事業費、本年度予算額５５万円、９，２９５万円の減は主に工事請負

費で白符町内会館の工事完了によるものでございます。 

 以上で、総務課所管分の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 それでは、教育委員会所管の民生費予算を説明いたします。 

 ５０ページをお願いします。 

下段の、１項６目福祉センター運営費、事務事業名も同様で、本年度予算額１，６２１万１千円で８

５万６千円の増でございます。主な内容は、委託料８４万１千円増で、施設管理委託料外で人件費など業

務単価増に伴う増でございます。 

以上で、教育委員会所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 第３款民生費の質疑を行います。 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 ４４ページの障害者福祉事業費についてお聞きします。 

 対象人数は６７３人とのことですが、調査した日はいつ頃か。また、この調査は何年くらい前からやっ

ているのかお聞きします。 

○委員長（平野隆雄） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １３時１４分） 

（再開 １３時１６分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 ４６ページの安心生活創造事業についてお聞きします。 

 対象者人数は６７３人とのことですが、調査した日はいつ頃か。また、これは何年くらい前から調査し

ているのかお聞きします。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 まず調査した日はですね、令和７年の１月現在の数字となっております。調査の方はですね安心生活創

造事業をやった平成２１年から調査を実施している形となってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 調査して独身の７０歳以上の方は増えているのか減っているのか教えてください。 

○委員長（平野隆雄） 
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 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 ７０歳以上の独身の方というのは、当然７０歳に到達している人数が増えている形になるので、なかに

は婚姻されている方もいらっしゃるんですけども、基本は増えているような状況となってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 この調査は、ただの調査なんですか。それとも、あとのフォローはしているんでしょうか。 

 例えば、病気を持っている方に訪問とかはしているのでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 この事業は私担当した時に始めた事業ですので、ちょっと私のほうが多分詳しいのかなと思いますので

お話しをさせていただきます。 

 これは安心生活創造事業ということで厚生省のモデル事業に手を挙げて全国で３２市町村が対象になっ

てそこで始めた事業です。 

 要するに高齢者の方々ひとり暮らしなり独居の方々が安心して生活できるように、社会福祉協議会のほ

うのヘルパーさん２人お願いをして、定期的にその家を声掛け訪問させていただいていますので、そこの

中である程度数の把握だったり色んな形の生活状態を調査してケアしていくという事業でありますので、

逐次、大体毎月１回は訪問するような形で整理をさせていただいておりますので、一番近い形のなかでそ

の家庭の状況わかります。 

 あとはまた色んな新たなところについては、社会福祉協議会の中で色んな形を町内会のほうからあがっ

てくるとか色んな形があるんだと思いますけども家族からあがってくる場合もありますので、現状として

は今いる方々についてヘルパーさんがしっかり安心、生存確認っていいますか生活確認をさせて調査をし

ているという事業であります。 

○委員長（平野隆雄） 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 この対象者は多分個人情報だと思うんですよね。この情報を管理しているのは役場が管理しているのか。

また、社会福祉協議会が管理しているのか。どっちなのでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 個人情報につきましては、行った対象者の方に一応確認して、例えば調査は今回しますけども次はどう

しますかということで確認して、調査は自分は元気だからいらないよとかって言った場合はそれは訪問し

ない形になって、例えば避難情報だとかそういう災害とかあった場合の関係でそういう情報を消防だとか

に提供する場合はそれは個人情報として役場のほうで管理するような状態であります。 

○委員長（平野隆雄） 

 ４番小鹿委員。 

○委員（小鹿昭義） 

 これはやっぱり個人情報を管理していますよね。今、福島町にも結構高齢者を狙った詐欺が流行ってい

ますよね。この情報だけは徹底してほしいと思うんです。これで私の質問を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ２番杉村委員。 

○委員（杉村志朗） 

 ４９ページ、この中の今年度敬老会も含めて８１４万７千円計上されておりますけれども、この中でこ

こ数年来、高齢者の百歳の到達者がだいぶ多く見受けられております。そういうことで結構なことでござ



 － 31 － 

いますけれども、まず当町ではその高齢者にはいくらくらいのお祝金を差し上げているのか。また、もし

差し支えなければ近隣３町のそこら辺の金額も分かっていたら教えていただきたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 当町では百歳到達の方に１０万円を贈呈しております。あとは今ちょっと近隣の状況のほうは把握して

おりませんので、申し訳ありません。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ５３ページの部分で保育所の施設管理維持費の部分ですね。今この物価高騰・人件費どうこう上がって

いる形で、今までもそうなんですが、温泉あとは新潮学舎の部分で金額が上がったりもしていますよね。 

 それで今回保育所の件に関しても１億１千万という金額上がってますが、一応念押しのため聞いておき

ます。これ以上上がるということはないですよね。 

 例えば、もしくはこれからまた新たに何かあった時にまた補正で何か組むとかという形じゃなくて、こ

れが最終的な金額として受け止めてよろしいのか。その辺だけ念押しのため確認しておきます。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 新しい予算、単価の上昇とかを見込んで予算は計上してございます。今の時点では無いと言いますけど

も、それはあくまでも本当に何か不足の事態が起こった時には、それははっきりと言えない部分はありま

す。ただ、今の状態で設計も何も変わらなければ単価上昇も見込んでおりますので、これ以上補正するこ

とはない予定でございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 ５８ページ、墓地維持管理費のところです。これは合葬墓の件ですけども、合葬墓の容量が当初か

ら････････。 

○委員長（平野隆雄） 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １３時２５分） 

（再開 １３時２５分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 ４７ページ、今回新しく昨日条例を決めさせていただいた犯罪被害者支援事業費の中で、例えば対象者

の確認と、それからプライバシーの保護という観点から考えた時に、やはりその犯罪に遭ったということ

を個人的に隠したい人もいるし、それからプライバシー的に過去のもの２年ないし７年という中で、それ

をまた覆すというその時の精神状態というのもあると思うんですけれども、そのプライバシーの保護とい

う観点から条例は決まったんですけども、そういう観点で考えているのかどうなのか。まずそこら辺をお

聞きしたいなと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 小鹿総務課長。 
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○総務課長（小鹿浩二） 

 その情報の取扱いは当然厳しく守っていかなければならないですけども、基本的には相談の窓口は警察

になります。警察のほうから普通犯罪当然ですけど犯罪が起これば警察に相談して、その犯罪が認定され

て警察のほうからこういう制度があるんだけど申請してみますかという相談をします。 

 それで、それがあってから初めて役場のほうに連絡が来ます。あと警察のほうとは今月の末に町長と警

察署長が松前町も一緒ですけども一緒に覚書交わしまして、その取扱いだとかそういうものの秘密の厳守

ということで協定書を交わすつもりでございます。以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 次に５３ページの保育所の施設のことになると思うんですけども、説明資料の１０６ページに入口の門

の図面が出ておりますけれども、これは括弧して手動式で大型片引き戸へ取替と書いておりますけども、

素人的に考えて雪が降った時に果たしてこの開閉が安易にできるのかという考えもなると思うんですね。

周りの施設の扉等を見ると、なかなかこの雪があって片方に引くとかっていうその労力は機械的にやるん

なら分かるんですけども、この手動で例えばやるという風になった場合に、果たしてこれが適切な門とし

てこの施設には適合しているのかなという感じがするんですけども、そこら辺設計とどのような対応をな

されているのかお聞きします。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 現状ではアルミ製の軽いんですけども蛇腹状に開くタイヤが付いているものとなっておりまして、アス

ファルトの状態も悪くなっていたり雪が降るとガタガタして開け閉めがとてもしづらいという、大人でも

ちょっと厳しいものですから子どもさんにいたっては自分で出来ないというような門となっている状態で

ございます。 

新しく改修する分については、これは大型なんですけどもレール式で地面についていない状態。浮い

ている状態で、要は校門のうちの学校はわからないですけど、よく学校とかで下に門自体がついていなく

てレールで開け閉めするようなイメージ。わかりますかね。開く門のドアの部分自体が下に対してタイヤ

とか戸車とかで接しているんではなくて浮いた状態になっておりまして、その脇のほうがステーみたいな

形で支えられてスライドする形。わかりづらいですかね。要は道路とか雪の影響受けないように工夫して

考えております。以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 先ほど保育所の部分で聞いたのは、要は今まで温泉の時もそうですし新潮学舎、今回新しい部分でもそ

うなんですがガスボンベを付けるにあたって要は２週間ぐらい止まるから新たに付けるという形をとって

いる。温泉の時も防音壁の時も、これは僕は業者が悪いとかどうのこうの言っているわけじゃないですけ

ど、どっちが悪いとかでは何でもないですよ。ですけど、今回保育所行くにあたって、付け落ちない何か

完全にチェックしたうえでのあれなのかなと。要は僕自身も今回温泉の時もそうで学校の時もそうで、ち

ょっとした不信感じゃないですけど何かあったらまたすぐ増えるというか補正予算で金額的なものが上が

るという考えがちょっとあるんですよね。 

 保育所も何か同じような感覚にも捉えられるんですが、その辺も踏まえて先ほども言った念押しするわ

けじゃないですけどこれ以上上がることはないのか、もう一度だけ確認したいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 
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 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 ちょっと誤解のないように、温泉の時も種苗施設の時も今回の青少年の時も簡単に上げているとかそう

いうことではございませんので、色々な要因があって、中で色々協議して業者とも設計事務所とも色々話

しをしながら、どうしてもそこはしょうがないとか私だって議員さん達に相当お叱り受けるものですから、

また怒られるんだなという気持ちですごく重い気持ちで議会にあがっております。やりたくはないんです。

ただ、どうしても工事の中でやらなければならない要因があって、やらなければならないからやっている

というご理解をいただきたいと思います。 

 今回の保育所についても、私もまた今度上げた時にそういう議員さんにもお叱りも受けたくもありませ

ん。きちんとその単価上昇も見込んでいるつもりですけども、本当に今の時代って単価の上昇分とか諸々

のそういう要因というのは分からない部分も最近多々ありますので、無いとははっきり断言できませんけ

ども無いつもりで今回は予算計上してございますので、ご理解ください。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 先ほどの犯罪被害者支援事業のあれなんですけども、これから松前町と福島町で話しする。これからで

すよね、そうであれば当然そこら辺が一番肝心要の一番デリケートな部分ということで、じっくりそこら

辺は揉んでいかれた方がいいのかなと思っています。 

 それで、やはり福島町のスタンス、松前町のスタンスってそれぞれあると思うんですね土地の面積なり

人数なりとか。どうしてもこの手のものは人の口から口に伝わりやすい話題に上がりやすいものなので、

そこら辺を警察とはいうものの、どの程度どういう風に捉えているのか、また、町としての松前町・福島

町としてのスタンスというものをきっちり今考えている時点での保護策というかそういうものがあればお

聞きしたいし、これから考えるのであればそれを考えるで結構だと思いますけども、スタンスだけでもき

ちっとその被害者を守る、メンタルな面で守るというやっぱり配慮という姿勢をもしお持ちなら教えてい

ただきたいなと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 例えば町の職員のことを一つ考えると、当然守秘義務もございますので、今これに特化した特に漏洩と

いうか防止策はないですけども、特にこういう犯罪だとか色んなものについては特に重点、職員のほうか

ら漏れるようなことがないようにはこれから準備を進めるにあたっては職員に周知して取り組んでいきた

いと考えております。 

○委員長（平野隆雄） 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 先ほどの認定こども園の扉ですけども、はっきり言って分かったような分からないような私感覚でおる

んですけども、要は積雪があって、下にローラーがつかないと。素人ながらに言わせてもらいますけど、

ローラーがつかなくて浮き扉みたいな感じになるんでしょうか。 

 それで、そのような時に構造的にはかなりシンプルでいいんでしょうけども、構造的にはちょっと弱い

のかなという感じもするんです。だからそこら辺、設計者が大丈夫だって言えばそれは大丈夫なんでしょ

うけども、なにせ門の下にも雪が積もる、だんだんその雪が積もって高くなって氷になってという時に、

果たしてその常に門を閉めるという行為が起きづらくなるんじゃないのかなと思うわけなんですけども、

そこら辺を加味したなかで十分協議してこの門をつくるのであればそれはそれで結構だと思います。 

 けども、この議場の中で議員からこの扉に関してこういう質問が出たよということだけは、やっぱり気

に留めていただいて、これから作るであろうものに関しては、やはりそこら辺配慮したなかで同じことを

言われないようなことを配慮したなかで進めていくべきかなとこのように思うんです。 

 ですから、もしできれば納得するような図面でも絵でも後でもいいですから教えていただければいいの
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かな。教えていただいて我々がお金出してつくるわけでもないわけですけれども、一番懸念するのはこの

門をつくった「駄目だった」やはり雪で駄目だったって先ほど藤山議員がおっしゃったようにお金が掛か

ったこういう風な流れが今我々一番シビアなところなので、そこら辺はよく十分理解できるような設計的

なものでも教えていただければいいのかなと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 今議員おっしゃったような雪の影響で云々かんぬんというところは、私達も保育所もそうですけども町

民課のほうも私達もここ は何とかしなきゃならない部分だよねということで、大きな改修の中で大きな

部分だということで認識して、そのうえで今回こういう門を選定してございます。 

 図面はちょっとわかりづらいし説明もちょっとしづらいんですけども、今までは独立して門自体が遊ん

でいるような独立しているような形なんですけども、今回は下にこういう形で基礎から立ち上がって、そ

こにがっちりとしたものがついているという、門のそのドア自体は浮いているそういうような物になって

おりますので、４月に入って説明なり用意している時にはきちんとその辺を分かる資料なりを用意して行

きたいと思っております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 今の保育園の引戸の関係の話し聞いておりまして、ちょっとネットで調べて見たんですけども、スタッ

クラインという形の門の形状でいいでしょうか。よく中学校とか私立の中学校とかにあるような少し丈夫

な形のような門になるのでしょうか。今の引戸は軽くて確かにローラーはガタガタしていますので、軽い

ですけどちょっと開けにくいなという感じはありますけども、本当にさっき課長おっしゃるような子ども

が開けやすいみたいな話ししていましたけども、別に子どもそのものは戸を開けたりそんなにしないので、

その辺どうなのかなって思ったりするんですよね。 

 結局、不審者対策だったりそういうものも今あるわけで、その辺の確認をさせてもらいたいなと思いま

す。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 ちょっと今私教えてもらったスタックライン見ておりますけども、ちょっと私見ているのは地面と接し

ている部分があるものを見ております。今回私達考えているのは地面と接しているのが無い形ですね。だ

から雪とかあったり例えば石とかあってもドアの開け閉め自体には影響がないようなものになります。 

 ただ、雰囲気的にこのスタックラインに似たような門ですけども、下の部分が接していない、要はスタ

ックラインこれを見ると下のところにタイヤなりレールがあって、そこでドアを支えて移動するというタ

イプでございますけども、それが無くて中に浮いていて、例えば右側の塀の部分とかにレールがあって、

そのレールがドアを支えていて、ドアがスライドしていく開け閉めするという形のドアとなってございま

す。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 なければ、先ほどの杉村委員の隣町村の単価のことで今わかりましたので、町民課長から話させます。

深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 先ほどの杉村委員の質問で、近隣の状況を答えられなかったんですけど、確認とれましたのでお答えし

たいと思います。 

 松前町は１０万円と花束のほうを贈呈しているそうです。あと知内町は３万円の商品券と花束そしてケ
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ーキを贈呈しているそうです。あと木古内町は２年前から１０万円の商品券を贈呈しているそうです。以

上です。 

○委員長（平野隆雄） 

意見交換ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

意見交換を終わります。 

次に、第４款衛生費の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、福祉課所管の衛生費の内容について説明いたします。 

 ５６ページをお願いいたします。 

 上段の、４款衛生費、１項１目保健衛生総務費、事務事業予算名、いきいき健康ふくしま２１推進事業

費、予算額４２８万７千円、６１万７千円の増でございます。委託料の５４万４千円の増は健康管理シス

テム改修業務の増でございます。 

 ３段目の、次の事務事業予算名、出産・子育て応援交付金給付事業費２０万円で、５８１万１千円の減

でございます。国の制度化に伴い妊婦のための支援給付金事業へ移行によるもので、会計年度任用職員の

人件費及び給付金の減でございます。 

 ４段目の、事務事業予算名、妊婦のための支援給付交付金給付金事業費、６４８万５千円で皆増でござ

います。先ほど出産子育て応援交付金給付事業費からの移行により、給料及び職員手当の増、あと会計年

度任用職員の増、負担金補助及び交付金の増の内容となってございます。 

 ５７ページをお願いいたします。 

上段の、２目予防費、事務事業予算名も同様で、予算額２，５９０万７千円、３６９万７千円の増で

ございます。主に委託料３２２万２千円の増で、新型コロナウイルスワクチン予防接種委託料３２６万４

千円外で、６５歳以上及び１８歳以下の接種希望者の接種料金を全額助成するものでございます。 

次の事務事業予算名、ガン検診推進事業費、本年度予算額９５４万５千円、１８４万１千円の増でご

ざいます。委託料の１７９万９千円の増は、胃ガン検診精度向上のため胃カメラを２年に１回から毎年受

診にしたことにより委託料が増となってございます。 

５９ページをお願いいたします。 

下段、５目医療対策費、事務事業予算名も同様で、予算額１７１万１千円、５０万円の減でございま

す。使用料及び賃借料５０万８千円の減は、福祉医療システム賃借料の減によるものでございます。 

６０ページをお願いいたします。 

事務事業予算名、子ども医療費助成事業費、予算額７４７万９千円、６１万９千円の減でございます。 

扶助費６０万円の減は子ども医療扶助費等で前年度の実績見込みを勘案して減としてございます。 

 下段の、７目心身障害者医療対策費、事務事業予算名も同様で、予算額１，０４２万８千円、６２万円

の減でございます。扶助費で前年度の実績見込を勘案して減としてございます。 

６１ページをお願いいたします。 

８目母子保健費、事務事業予算名も同様で、予算額１２４万円、６１万２千円の減でございます。扶

助費で前年度の実績見込を勘案して減としてございます。 

９目温泉健康保養センター管理運営費、事務事業予算名も同様で、予算額６，１０１万１千円、２３

６万４千円の減は主に委託料で、管理運営委託料が１９８万３千円の減で、内訳として需用費が燃料費等

の減により３１６万７千円の減、委託料が施設管理で人件費の単価アップ分に伴い３２９万９千円の増と

なりますが、入館者の増により工房の収入となる温泉使用料が１８３万６千円の増により管理運営委託料

としては減となります。 

 次の事務事業予算名、吉岡温泉改修事業費、予算額１，６３０万円で皆増でございます。工事請負費１，

６３０万円の増は、深井戸水中モーターポンプ入替工事でございます。 

 続いて、温泉改修事業に係る図面の説明をいたしますので、１０７ページをお開きください。 

 吉岡温泉深井戸モーターポンプ入替工事で、前回は令和４年度に実施しており、３年が経過することか
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ら今年度更新するものでございます。 

 内容につきましては、図の左側下段に記載のとおり、既設のポンプを引上げ予備ポンプを挿入し、水位

センサー等の新規交換、深井戸水中ポンプの分解・点検・修理を実施いたします。 

 右側は温泉ポンプ設置詳細図となっておりますので、ご参照ください。 

 なお、入替工事につきましては６月を予定してございます。 

 以上で、福祉課所管の衛生費の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 それでは、町民課所管の衛生費の内容についてご説明いたします。 

 ６２ページをお願いします。 

 上段の、２項１目塵芥処理費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は５，３２４万９千円で１９４

万７千円の減でございます。主な増減につきましては、塵芥収集業務委託料１１７万９千円の減外でござ

います。 

 ６３ページをお願いします。 

 上段の、３目渡島廃棄物処理広域連合費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は６，９７８万３千

円で、７２万２千円の減でございます。主な減につきましては、渡島廃棄物処理広域連合負担金７２万２

千円の減でございます。減額の理由につきましては、負担金算定に用いるゴミの排出量が前年度の算定の

数値より減少したことによるものです。 

 以上で、町民課所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、小鹿副町長。 

○副町長（小鹿一彦） 

 それでは、６２ページの下段をご覧いただきたいと思います。 

衛生部門の広域事務組合費についてご説明申し上げます。 

 ２目広域事務組合費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１億３，３５９万６千円、１，０８９万

円の増でございます。増減の主なものは、し尿処理費が４８９万６千円の増で、設備機械オーバーホール

などの増によるものでございます。また、ごみ再生処理費が３７６万円の増で、一般廃棄物処理基本計画

策定業務委託料の増が主なものとなっております。 

 なお、この予算につきましては、去る２月２８日開催の渡島西部広域事務組合議会において議決されて

いるところでございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

第４款衛生費の説明が終わりました。 

質疑を行います。 

７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 ５８ページです。合葬墓の件で。 

 現在ある所がどの程度いわゆる容量的に入っているのか。それともう一点、これは当初は墓じまいの関

係からスタートして整備したことだったと思うんですけども、話しに聞きますと、いわゆる墓を持たない

でそこで最初から合葬墓にお願いするということで予約的なことも何か聞こえてくるんですが、その辺の

状況をお知らせください。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 まず、容量についてご説明いたします。合葬墓は８００体入るように作ってございます。それで今現在

約１６０体入っておりまして、２割程度今入っている状況でございます。それで昨年１０月に納骨があっ

た際に担当者のほうがちょっと合葬墓の中を目視で確認したところ、やはり今数値で言っているような８
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割ぐらい空いているような状況が確認できております。 

 あと２点目ですけども、熊野委員に言われていたのが生前登録というものでございまして、亡くなる前

にあらかじめ申し込んでおくという制度はございます。以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 同じく５８ページの墓地に関してお聞きいたします。 

 町有地の墓地がこの事業内容を見ますと、墓地が１１カ所と、それと墓地の管理人が９人ということで

あります。そのなかで管理人に支払っている金額は分かりますか。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 申し訳ございません。管理人の委託料に関しては後ほどお答えしたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 管理人のこの仕事というか、どういうところを管理しているのか。私の見た限り墓地の中の草を刈った

り、それからお供え物の残ったものを片づけたりそういうことが目に見えているんだけど、そのほか何か

ありませんか。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 管理人の業務につきましては、納骨の際に改葬許可とか火葬許可、埋葬許可書というものを町で発行し

ておりますので、それぞれの墓地に埋葬する際には管理人に許可書を出して納骨しているという状況でご

ざいます。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに質疑ございますか。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ６１ページの温泉保養センターの部分でお聞きしたいんですが、入湯する際に対しては一応４００円と、

高齢者に関しては１５０円という部分で、要は入られている方で喜んでいる方が多いんですよね。喜ばれ

ている方。その反面、申し訳ないという気持ちがあるんですよ。この１５０円という部分が。 

 そろそろちょっと、これは町長に聞いたほうがいいのか、上げてもいいような気もするんですがその辺

どうですか。要は喜んでもらっていることは喜んでもらっているんですが、申し訳ないという気持ちの方

もおられますので、この辺も加味しながらでももし今後温泉の金額のほうをちょっと考えてみてはと思う

のですが。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海町長） 

 そう思っていただける方がいらっしゃるということは大変有難いのかなと思ってございます。 

 ただ私はですね、なぜ高齢者の方々に入湯税だけでということで、なるべく我々は一人ひとりの健康が

まちを元気にするという理念のもと、温泉に入ることによって健康で長寿で長生きをしていただきたいと

いう思いがあります。 

 結果としてそれが医療費の軽減にもつながってきますので、そういった相乗効果を考えながら、気の毒

になって回数が減れば困りますけども、より多く回数入っていただいて健康維持をしていただきたい。そ

れが最終的には町に貢献としてあるんだよということで、私としては相殺されているんだという思いがあ

りますので、今の制度はその維持をしていきたいという風には思っています。 
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○委員長（平野隆雄） 

 先ほどの３番佐藤委員の管理人の関係わかりましたので、深山町民課長。  

○町民課長（深山肇） 

 先ほどの質問ですけども、管理人に対しては年間報償費として１万１千円支給しております。以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 まず５８ページ、同じあれなんですけどゴミ減量化対策費ということで、何か聞くところによると福島

町役場で２台デモ的にゴミ処理機を準備するという風に聞いたんですけども、その使用する状況というか

２台買ってどのような使用条件にするのかお聞かせください。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。  

○町民課長（深山肇） 

 今現在２台購入しておりまして、１台については実際に使用しております。それで、福島保育所の残飯

といいますかそちらのものを日々処理している状況でございます。 

 あともう１台につきましては役場窓口付近に展示しておりまして、一応ＰＲのほうを始めております。

以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 １台は保育所のほうで使って、もう１台はただの展示ということで、町民にこういう風になるんですよ、

ああいう風になるんですよというのはやっていないということでよろしいんですか。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。  

○町民課長（深山肇） 

 保育所の部分に関しては、ちょっと家のほうに機械を設置して、家のほうから残飯を持ってきて処理し

ている状況でございます。 

 あともう１台につきましては今は確かに展示しているんですけども、各種会議の中で実際にそれを見て

いただいて説明したという経緯は２回ほどございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 次に５６ページですけども、出産・子育て応援交付金給付事業、それからその下の妊婦のための支援給

付金事業、この両事業についてお聞かせください。 

 単純に考えるに、子育て世帯の方が出産するための支援。それから妊婦さんが普通の妊婦さんが出産し

た時の支援という風にこれは考えてよろしいでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。  

○福祉課長（佐藤和利） 

 おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 これはどう区別的にですね、どういう仕分けというかあれなんですけども、私としては一つにした事業

でもよろしいのかなとは思うんですけども、そこら辺を２つにして事業を区分しているというその根拠と

いうかそういうものがあったら教えてください。 

○委員長（平野隆雄） 
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 佐藤福祉課長。  

○福祉課長（佐藤和利） 

 まずは妊婦さんのほうにつきましては、コロナ禍にあった時に実施が令和２年度から実施しておりまし

て、これは町の単費ということで実施しております。そのあとに令和５年から出産子育て応援給付金支給

事業ということで、こちらのほうは国や道の補助、あと伴走型の相談支援ということで補助をいただいて

５年６年と実施しております。 

 これを今回７年度につきましては、この伴走型のほうをこちらのほうの令和５年から６年に実施したや

つが国のほうの事業ということでされますので、実際、妊婦さん支援事業につきましては町の単費でやっ

ていたものは今年度で事業は終わるという内容となってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 ３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 町有地墓地ということで先ほど１１カ所の中で、千軒地区のことをちょっと聞いてみます。 

 千軒は２カ所、千軒岳に行く途中に１カ所と、それから北雄産業のずっと山側のほうに川のほうに１カ

所ということで、その川のほうにある１カ所が国道から入って３００メーターぐらいのところにあるわけ

で、そこがこの管理人が年に３回ぐらいかな見ていると草を刈っております。 

 そのなかで、ほかの墓地とは全く距離的にも違うわけで、そういうことでこの管理人が枝を掃ったり年

３回ぐらいの草刈をしてかなりの距離を管理しているわけであります。 

 そういうなかで、１万１千円の賃金というのは本当に安すぎるかなと、特殊なとこに墓があるので、そ

こは熊等も出るので気を使ってこの管理人が草を刈ったりしてくれております。そういうなかで、やっぱ

りこういう方にももう少し色を付けると言えばなんだけど目配りをしていただければなといつも感じてい

るんだけど、どうでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 佐藤議員言われている墓地は千軒墓地って名称でございます。それで、その状況によってその報償費を

変動させるというのはなかなか難しくてですね、うちで出来るとしたら町有地墓地でございますので、そ

の衛生担当者または町民課のほうで、そういうもし大変なようなことがあれば、当然ご協力するのが町の

墓地でございますので、そういう風な対応することは可能でございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 道路の草刈は簡単なんだけど、木の枝が伸びて雨が降ると車が通れないような状態になります。そうい

うことも含めて町のほうでもう少し現場を見て対応していただければと思います。終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 ５８ページ、ごみ減量化の問題について。平沼委員のほうからは電動ごみ処理機のことについては委員

のほうにあれですけども、この所管でもってこのこともやっておりますので、その後ずっとこれごみ減量

の特に生ごみの対策については当町の課題だったんですよね。ずっと所管の課長はじめ取り組んできた経

緯よく知っているつもりでいるんですが、実際にこれ生ごみそのものの状態、全体のごみの量の概ね４０

パーセントぐらい。これは今までの経緯ずっと考えてみると、やっぱりあの各家庭のほうにきちっとやっ
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ぱりそこのところでどんな対応をしてもらったら減量できるのかなっていうことで、私の家自身も家庭菜

園等のこともあってコンポストも入れてということ、ただ、冬場になってくるとそのコンポストも畑の中

に置いていると、なかなかそこへまで持っていかないということで、どんな状況にあるのかなと思って女

の人方いわゆる主婦の人方何人かとどうなんだろうねって言い方をしたらですね、やっぱり最終的には生

ごみの場合は水切りなんだろうなと。水分量をいかに減らすか。この４０パーセントの総量概ねあるもの

をどれだけ総量的に落としていけれるのかということで、主婦の知恵をちょっと借りたんですが、あの生

ごみを調理して出した段階で水切りをしたらですね、ネットが有効じゃないのって言い方、水切りネット

という言い方をされました。 

 当町でどの時点だったかはわかりませんけど、町長、ごみの問題でごみを分別だとかいわゆる町場に放

置されたり不法投棄という問題も含めて、ゴミ袋を全戸に有料で１年ぐらい配っていてそれが有効に働い

てきたような私も気もしないでもないです。 

 空き缶ゼロの時も町内歩いてますと、今はあれだけの広い海岸縁から河川を抱えている我が町内会であ

ってもほぼゼロに近いような状況。普段歩いて見ていてもポイ捨てされた空き缶なんかはあんまり目にし

なくなってきたということで、各町民の協力をやっぱりもっとキャンペーンかなんかみたいにしてやって

得られるのが得るのが一番やっぱり有効なんだろうなって気がするんで、主婦の話しを聞いたら水切りの

問題だとするとこういうものがあるよと。サイズもいくからあって、そんなに町長高いものじゃないんで

すよ。だから、もしこれが本気で取り組むんだったらそのキャンペーンの中でいわゆるちょっと大げさな

言い方かもしれませんけど、１回これをキャンペーン組んで水切りネットで水を全町の生ごみの水を減ら

そうということでもって、ネットぐらい寄与したらどうですか。どうですかその辺の考え方。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 多分課長答えづらいと思いますので私が。ごみの減量化は私就任して以来ずっと大きな声を出して減量

化していかないと、結果的に渡島管内で福島町が一番トップクラスでごみの量が人口比でいっても多いん

ですよね。それは取りも直さず広域の負担、この予算の中にもありますけども負担金が多くなっていると

いう現状にもありますので、ごみを減らすことによって、そういった経費が減るということになります。 

 それで、一度、なかなか単町でやれるものと、どうしても広域でごみ処理していますので４町でやらな

きゃないものもありますので、４町の担当者にごみ減量化を真剣に考えてくれと私管理者もやっています

ので、そういったことで先進地視察もしていただいてやっているんですけど、なかなかこう意識が高まら

ないといいますか、今議員おっしゃるとおり本当にやはりごみの減量化は個々人の意識の問題でかなり減

らせるものなんですね。 

 それで、やはり先駆的なところで四国の葉っぱビジネスで有名な町がかなり全国のごみのリサイクル率

だとか、要は生ごみ減らすのとリサイクル率を高めることがごみの減量化つながると思うんですよね。そ

ういったところの例を見ますと、やはりごみステーションを作って、そこに持ち込んで分別をさせると。

なかなか１個の、うちだとスペースがあって結構分別するんですけど、住宅などやっぱり狭いエリアの中

で分別が面倒くさいのでそのままゴミに出すという形も結構あるんだと思うんですよね。 

 それが本来であれば資源ごみにしっかりプラスチックなり色んな形を分別すればごみの量が減っていく

ことにはなるんですけども、そういったのができないところもありますので、先駆的なところはそういう

ところもありますし、最近よく言われているのは燃やすしかないゴミ袋というのを配って減量を図ってい

る町が結構都会のほうでありますので、そういったものを先駆的な事例がありますし、渡島管内でなくて

北海道の中では小平町が比較的ごみの量が少ないといいますかリサイクル率が高いので、小平の町長に少

し聞いたことがあるんですけども、どんなことしているんですかと言ったら、そんなに特別なことはして

いないという意識で、やっぱりごみの減量を町民に語りかけるしかないのではないのかなということを答

えとしてもらってきた経緯がありますけども、やはり色んな機会を通じてゴミが結果的に皆さんの負担に

なって行政の負担としてつながっていくということが周知されれば、結構やはり意識として変わってくる

のかなと。 

 私それで一回広報２ページぐらいページをもらって大きい字でゴミってだけ書いて、減らせば資源って

いうかそんなことをなぞらえて書いたことがありますけども採用されませんでしたけども、やっぱり各家
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庭でしっかり自分が出すゴミは結果的に自分のところに帰ってきて負担として町から持出しが出ているん

だということの意識啓発をしっかりしていくこと。あとはもう少しやはり、その分別、リサイクルできる

スペースを各家庭に任せるのではなくて、できれば町内会単位ぐらいで今後はそういったゴミステーショ

ンみたいなのが作れれば私はもう少し意識として変わってくるのかなという気がしていますので、そうい

ったものも含めて、もう少しこの４町の中で何ができるのか。そして、単町として何ができるのかという

ことを本当に真剣に考えていって、なるべくゴミのトップは不名誉な記録でありますので、少しでもゴミ

が軽減するように啓発に今年は真剣に取り組んでいきたいと思っています。 

○委員長（平野隆雄） 

７番熊野委員。 

○委員（熊野茂夫） 

 やっぱり現場で主婦のいわゆる女の人方とあれすると、分別そのものも結構やっぱり今現在の分別に慣

れてしまっていると、新しくまた細かい分別をするとか何とかってなってくると、やっぱり負担になって

くるんだろうなと。なかなかそこが徹底するまでというのは時間掛かるんだろうなっていう思いで、まず

やれるところからと。行って話ししてたらさっきの水切りネットの話しでもって、これでも随分きっと違

うと思うよと。生のままポリ袋に入れた状態でゴミ袋に入れて出されるのと、きっちりやっぱりその日そ

の日のものをネットに入れて次の日の朝に水切れたものを生ごみとして出してくれるのは相当違うんだよ

ねっていう言い方やっぱりされますので、その辺のことも留意されながら、これは本当になかなか行政の

ほうで旗振ってもなかなか動いてもらわないと結果出ないんですよね。ですから、それを動いてくれるよ

うな何かを契機をしていかないと、町ぐるみでこれやりますと言って、少し大きな旗振ると結構ついてき

てくれる部分もあるのかなということ、この４０パーセントの生ごみの水量を落としていくことが本当は

５パーセント１０パーセント落とすことによって相当違うんじゃないのかなという思いしますので、きっ

と燃えるごみの対策も結局新聞紙だったり普通はきちっと燃えるごみとして資源ごみのほうに出せば、そ

れでもってそこの軽減も図られるし、なってくるんだろうと思うんですけども、そこのところもまた曖昧

になってくるという風な状況で、ごみの減量化にはきめ細かな対応、いわゆる町民への呼びかけが大事か

なと思うんですけども、その辺もう一度やっぱり考えながらやっていただきたいなと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 議員おっしゃるとおり本当に個々人で家庭でできるもの、そしてまた最近では私いつも思うんですけど

も、福島と木古内大体人口が似ているのでどうなんだろうということをちょっと分析したことがあるんで

すけど、そしたらですね、やはり木古内さん多分みなさん函館行く時気づくと思うんですけども、新聞と

か紙色んなものが国道沿いに並ぶことがあるんですね。その率がよく考えたらうちより少し高い感じなん

ですね。要するに我々がリサイクルに出す町内会単位で今町内会のほうに返ってくるようになっています

けども、それが町内会としてしっかり木古内は少し手掛けられているのかなと。そこのところが少しうち

との差ではないのかなということで私１回分析したことがあるんですけど、やはり、個々人でやれるもの

はしっかりやっていただきますし、また、今言ったように資源ごみとして出している新聞などは町内会単

位で多分やられていると思います。その町内会によってはかなりしっかりやっている町内会と、あまりそ

の何ていいますかね、うちの塩釜１つとっても高齢者の人達は慣れたところに出して、わざわざその新聞

のほうに出さないで、やっぱりゴミとして捨てている方が結構いらっしゃるんですね。少しちょっと声掛

ければ「そおなの」とかっていう声を聞くことがあるんですけど、やはりまだまだその普及啓発が町内会

単位でも濃淡があるのかなという気がしますので、そこはしっかりある程度個人でやっていただくもの、

また、町内会として連携しながらやっていくもの、全町としてやるものをしっかりそれぞれの役割分担の

中で努めていきたいと思いますし、町はやっぱりその先頭に立って、意識啓発がやっぱり一番だと思うん

ですよね。やっぱり意識を変えていかないと、なかなかゴミというのは減っていかないと思いますので、

そういったしっかり各家庭の中でやっていただけるような工夫を広報通じながら色んな機会を通じながら

発して行きたいという風に思ってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

７番熊野委員。 
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○委員（熊野茂夫） 

 参考までに、我が町内会でいつの頃か分からないですが、ここ２、３年の確認だったら、我が町内会だ

ったら総会の時にとか役員会の時にその各全町の資源ごみの分別の量でどれだけ町内会にキックバックさ

れているかということは、まともに出しているんですよ。 

 そうすると会長のほうから、これ大きな額じゃないですけども、これがあることによってやっぱり町内

会の中で資源ごみのキックバックがあるのでと、できるだけ協力してくださいという言い方をずっとここ

２、３年してきていたら、やっぱり会館の前に特にも飲兵衛さんが出すアルミ缶の量は増えたのかなとい

う思いはして見ているんですけど、やっぱりこれはこういう取り組み一つひとつが繋がるのかなと思うの

で、その辺また呼び掛けて、町内会のほうにも呼び掛けたらいいんじゃないかなと思います。それでよろ

しいです後は。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 私もいつも月崎の会館の前を見ると随分ビンが並んでいるなというのはいつも拝見します。 

 やはりそういった先程来申し上げました個々人でやるのと町内会を通してやるものもありますので、ま

た町内会連合会などそういう色んな機会の中で協力を仰ぐことは可能だという風に思っていますので、そ

ういったところをたいぎがらないでしっかりやっていきたいという風に思ってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 ５８ページの先ほど聞いた出産子育て応援交付金と、それから妊婦のための支援金、これは出産子育て

応援金の場合は令和７年度でこの伴走型は終わるという風な状況で先ほどちょっと聞いたんですけど、間

違ってますか。まずちょっとそこら辺よく聞こえなかったんで。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 先ほどご説明したのは、妊婦さん支援事業こちらは町の単独事業で令和２年度から実施したものです。

あと、令和５年から６年にかけては出産子育て応援給付金事業ということで、これは交付金事業でござい

ます。これが交付金事業が国の事業ということで令和７年度から実施されることに制度化されることにな

りましたので、この２つの妊婦さんと出産子育ての部分を廃止して、妊婦のための支援事業ということで

国の事業のほうに一本化されるという形になってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 最終的に聞きたいのは、これは一本化するということでよろしいですか。ということは、事業としては

令和７年度では２本になってますけども、それ以降は１本で進めるという流れで妊婦さん達にはわかりや

すい支援事業という風に捉えられていくということですか。事業内容はそれぞれ２つあって違うように見

えるんですけども、内容的には子育てをして出産する方と、今これから出産する方と一緒で進めていくと

いう形でよろしいんですか。支援事業として進めていくということでよろしいですか。 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 内容としては給付金１０万円貰うということは変わらないですけども、妊婦、子ども産まれた、妊娠し

たよということで５万円、あと実際に子どもが産まれた時に５万円、合わせて１０万円を給付するという

内容となってございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 
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○町長（鳴海清春） 

 わかりづらいかなと思うんですけども、これまで町単独でやっていた事業が国のほうが新しく制度つく

りましたので、国のほうに移行します。ただ、町でやっている事業の中でまだ対象者が残っていますので、

その経過措置として今年は少し予算を取らせていただきましたということですから、来年度からは一本化

されて１つになるんです。今年はどうしても町でやっていた分が２か年にまたがってやる事業でもありま

すので、そういった中で少し、ここに書いているとおり今年の残り分をその人方に給付しないと不公平感

生じますので、そういったことで今回は２つに分けさったような状況ですけども、事業としては１つとい

う捉え方をしていただいて結構だと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 よく分かりました。それと、先ほどのごみの減量化に対するごみ機の話しに移らせていただきますけど

も、役場でもう１機ありますよというもので、それから補助金も６万円で用意してますよとは言うものの、

町民の方にはどういうものかというのは見るのは有効だと思いますけども、実際に使って見るという行為

も私は今後必要だと思うんですよね。 

 実際に、先ほど熊野委員も言ったように水分量を減らすとか、それからそういうもので乾燥させるとか

というものを、やはりこの今実際に町民の方々の意識からすると、一体いくらのものがどこで売っている

ものが６万円の補助で買えるんだろうかっていうのが本当の考えだと思うんですけれども、そこら辺をや

はり明確に答えて、その機械の有効性というものもせっかく役場であるっていうんであれば、これは知ら

しめるべきだと私は思うんです。 

 ですから、これは有効に活用できないか今後検討していただきたいなと思いまして、意見交換とさせて

いただきます。 

○委員長（平野隆雄） 

 深山町民課長。 

○町民課長（深山肇） 

 今１台保育所のごみをやっているものをですね、やりながら地域に入って行って実際にやっていただく

という行為はできないこともないので、その辺はちょっと詰めていきたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに意見交換ございますか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １４時２５分） 

（再開 １４時４１分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 次に、第５款労働費に入りますが、５０万円以上の増減がありませんので、説明を省略し質疑を行いま

す。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 
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 次に、第６款農林水産業費の説明を求めます。 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 それでは、農林水産業費の予算について説明いたします。 

 ６４ページをお願いします。 

 下段、６款農林水産業費、１項３目農業振興費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額３８６万６千

円で３２５万３千円の減でございます。主な増減につきましては、備品購入費の事業用備品購入費で３８

４万７千円の減は、水稲農家が共同利用する乾燥機及び精米機の購入事業が終了したことによるものです。 

６５ページをお願いします。 

上段、事務事業予算名が農業施設維持管理費で、本年度予算額１２９万３千円で５０万９千円の増で

ございます。主な増減につきましては、需用費で令和６年度に三岳地区に購入した町有倉庫の電気料等の

光熱水費で３５万８千円の皆増、役務費の廃棄物処理手数料で新栄町地区にある農業用倉庫にある廃棄物

の処理に要する手数料として３０万円の増となってございます。 

次に下段です。 

事務事業予算名が有害鳥獣処理施設管理運営費で、本年度予算額１，１２７万８千円で１８５万４千

円の増でございます。主な増減につきましては、令和６年度に施設管理を一般社団法人福島町まちづくり

工房へ委託しておりましたが、処理装置の最良な稼働と最大の効果を求めるため、令和７年度から施設管

理を町が直営として管理方法を見直ししたため給与費等が増となっており、一方、直営となることから委

託料の施設管理委託料で５００万円の減となっております。 

６６ページをお願いします。 

下段、２項２目林業振興費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額６１３万３千円で１，５６０万

４千円の減でございます。主な増減につきましては委託料の４１９万６千円で、ナラ枯れ被害木対策に関

する予算が２１９万６千円の増、木育キャラバン事業で２００万円の増は子どもから大人まで木に触れる

機会の創出として町民文化祭と同時開催することで進めており、合併７０周年記念事業の一環として行う

ものでございます。負担金・補助及び交付金では、林業振興用機械等整備事業で木材破砕機購入支援事業

が令和６年度で終了しましたので２，０８０万円の減が要因となってございます。 

６７ページをお願いします。 

上段、事務事業予算名が民有林振興事業費で、本年度予算額１９５万２千円で８２万１千円の減でご

ざいます。主な増減につきましては負担金・補助及び交付金で、町内民有林の森林施業で人工造林及び間

伐事業料等が減となることに伴う補助金の減でございます。 

次に中段、３目町有林造成費、事務事業予算名が町有林造成事業費で、本年度予算額１，９５０万９

千円で４５４万１千円の増でございます。主な増減につきましては、委託料の町有林造成事業で間伐事業

料が４．１１ヘクタールの増となり事業費が追加しております。 

次に下段、４目熊等による被害対策費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１，４１４万３千円

で７０１万４千円の増でございます。主な増減につきましては、令和６年５月から会計年度任用職員とし

てハンターを採用しており、引き続き専門職として有害駆除活動を強化するために給与等で５７１万３千

円の増、報償費１０４万８千円の増はハンターの熊等の出没による巡視活動の時間数が増加することを見

込むものでございます。 

６８ページをお願いします。 

下段、６目林道工事費、事務事業予算名が林道橋梁点検調査等事業費で２４０万円の皆増でございま

す。内容につきましては、委託料２４０万の増は国の林道橋梁定期点検マニュアルにおいて５年に１回の

サイクルで橋梁点検の実施が基本となっており、前回工事から５年が経過していることから令和７年度に

おいて橋梁点検を実施するものでございます。 

７１ページをお願いします。 

上から３段目、３項２目水産振興費、事務事業予算名が新たな陸上養殖技術の開発による「蝦夷アワ

ビ」ブランド化事業費で、本年度予算額１，５３５万２千円で１１４万円の増でございます。主な増減に

つきましては、需用費の消耗品費で１６３万７千円はアワビ餌代の増が主な要因となっております。また、

北海道栽培漁業振興公社からの種苗購入に加え、岩手県の企業からアワビ種苗を購入する予算を計上して
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おりますが、岩手県大船渡市の林野火災の影響により予定するアワビ種苗の数量確保ができないことが想

定されますので、今後に向けて状況把握に努めてまいり種苗確保に取り組んでまいります。 

７２ページをお願いします。 

上段、３目漁港管理費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額４５９万４千円で６８万８千円の増

でございます。主な増減につきましては、負担金・補助及び交付金で５８万９千円の増は前年度の福島漁

港整備に係る事業料の増に伴い、各種協会負担金で北海道漁港協会負担金の増となるものでございます。 

次に２段目、事務事業予算名が船揚場維持管理費で、本年度予算額４１９万９千円で８２万５千円の

減でございます。主な増減につきましては、需用費の修繕費で松浦・吉野の船揚げ場２カ所の補修が終了

したことによる事業費の減であります。 

次に下段、事務事業予算名が吉岡漁港岸壁改良整備事業費で、本年度予算額２，５６０万円で９６０

万円の増でございます。内容につきましては、負担金・補助及び交付金の各種負担金で吉岡漁港の低天施

設工事及び舗装工事に係る事業費の増に伴い、北海道への地元負担金が増となるものでございます。 

７３ページをお願いします。 

上段、事務事業予算名が福島漁港整備事業費で、本年度予算額９７４万円で３２７万２千円の増でご

ざいます。内容につきましては、工事費で３２７万２千円の増は国が行う漁港改良整備工事において施工

の支障となる工作物の移設工事に伴うものとなります。 

以上で、農林水産業費の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

６７ページの熊等による被害対策という部分で、ヒグマ、エゾシカ駆除の部分で駆除にあたって要は

処理機というか千軒にある処理する時、大きさによって解体等を行って入れているのか。要は機械の中に

そのまま丸々、例えばですけどシカであれば丸々入る部分は入れていると思いますが、クマ等入る場合１

回解体等をして処理機の中に入れているのか確認をしておきたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 処理施設の処理は主にエゾシカが入っております。それで処理装置の１日あたりの処理量というのが１

２０キログラムが適正量となっております。 

 それで、個体が大きい場合については解体という部分もあります。一般的な売りとしましては「何もせ

ずにそのまま持ち込むと機械に入れますよ」ですけども、１２０キログラムという適正量はありますので、

そこら辺を超えるようであれば一部解体して持ち込んでいただくという流れになっています。 

○委員長（平野隆雄） 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 その次に７１ページの新たな陸上養殖アワビの部分ですね。今回、北日本株式会社の部分で山火事のあ

れで影響はあると思うのですが、アワビを本年度入れる予定ではあったと。現状は今のところ厳しい状況

になっていますよね。要は秋田県から入ってくるアワビに関して。今後その要は福島に対して入れる分１

年間遅れる可能性あるのに対して、要はアワビを補充というか今後の見通し、向こうが再開するまで待つ

ものなのか、もしくは新たなものを見つけてきて入れていくのか。その辺の方向性だけ確認しておきたい

と思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 先ほどの説明にも申したんですけど、岩手県のアワビ購入もちょっと視野に入れているという状況から、

まだ先方とは連絡取り合えていないので落ち着いた段階でとは思っているんですけど、報道、町長の挨拶

にもあったとおり報道によると極めて厳しいのかなという状況は把握しております。 



 － 46 － 

 ただ、先方からの答えはいただいていないもので、そこはしっかり協議して会話してまいりたいと思い

ます。そのなかで令和７年度はどうするんだという部分があります。一応、基本的には５万個の種苗を購

入するというイメージではいるんですけど、今回の予算には乗せていないですけど栽培公社（北海道栽培

漁業振興公社）この部分ができてみないと分からないという部分もありながら試験栽培しているものです

から、どれくらい来るか分かりません。そこの部分はやっぱりしっかりと岩手の企業とともに栽培公社の

ほうともどんな生産状況できるのかという部分は情報共有していかなければならないと思っております。 

○委員長（平野隆雄） 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ということは今後の見通しとしては未確定という形になりますよね。もし確定していないんであれば、

要は入れなきゃならないですよね。要はアワビに対して。そうであれば、新たなものを探すのか、向こう

の連絡次第では分からないですよ。いい返事で帰って来るのか、もしくは駄目だという返事で帰って来る

のか分からない未確定な部分はありますが、ある程度次の予定なり、予定というか見通しその辺たってい

るのかをその辺だけ確認だけもう一度だけしておきます。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 先ほども申したとおり、北日本水産さんのほうの状況がまだしっかりやり取りできていないもので、そ

こから今後どうしていくんだという見通しも含めて整理して、時期が来ましたら議会のほうにも説明した

いなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 ６７ページの熊等による被害対策費についてお伺いします。 

 今は駆除した場合、当町ではハンターにどのぐらい日当あたり支給しているのか。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 熊の報償費につきましては、１頭あたり４万５千円で設定してございます。シカは１頭１万円で設定し

ております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 ７１ページのアワビ養殖事業ですけども、八雲の栽培公社さんのほうで令和５年に筋萎縮性ウイルスと

いうことで８０万匹が死亡したということなんですけれども、今は紫外線装置なんかを付けて試験栽培中

という風な記事を見させていただきました。それで、６年度その試験栽培の中で栽培公社のほうから種苗

というのは購入されたんでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 令和６年度においては３万７千個を栽培公社から令和６年１２月に購入させていただいております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 
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 説明員との意見交換を行います。 

 ３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 これは２月２５日の朝刊皆さん見たと思いますが、ヒグマ駆除に対しての補助をするということで交付

金を補助するという記事でありました。 

 道内で申し込んでいるのが１５市町村ということで、当町はこの交付金に対しての申請をしているのか

どうかお知らせください。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 その記事の１５市町の中には我々福島町は入ってございません。それで何故入っていないかという部分

につきましては、熊の捕獲については国の補助事業でありまして、色んなルールに基づいて捕獲活動しな

ければならない。現時点では今ハンターで熊に直接向かっていける方は１名しかいないということで、今

の段階ではうちのまちとしてはその補助に乗って、熊の特別対策補助金をあて込んだ事業はできないとい

うことで手を挙げておりません。 

○委員長（平野隆雄） 

 ３番佐藤委員。 

○委員（佐藤孝男） 

 それと農業被害等はそういうことがあった場合も３００万円を交付するという内容であります。そうい

うなかで、これも申請しないという考えでおりますか。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 おっしゃるとおりで今も説明したんですけど、その事業に今私どものまちは乗れないという部分なので、

その３００万、自分も当初国から道を通じて案内来た時にはいい事業だなという部分で前向きに検討はし

たものの、やっぱり最後、実際動く段階にあたっては、しっかりやっぱり道とかのルールに基づいて山に

行って捕獲するという部分とかそういう部分が多々出てくるもので、その事業にはやっぱりモニタリング

としても出来ないし補助には乗れないということで、３００万いい話ではあるんですけどうちの町として

は乗れないということ。参考に言いますと、この近隣の市町は近隣４町については手挙げはしてございま

せん。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに意見交換ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第７款商工費の説明を求めます。 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 

 それでは、商工費の予算について説明いたします。 

７５ページをお願いいたします。 

 中段、７款商工費、１項２目商工振興費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額２，２６３万３千円

で１４５万７千円の増でございます。主な増減につきましては、旅費で北海道福島会の総会及び北海道フ

ェアへの参加に係る職員の普通旅費で２６万２千円の増、負担金・補助及び交付金で１０４万６千円の増

は福島町商工会でプレミアム付商品券を多くの町民が購入できるよう発行枚数を増加することに伴う補助

金の増であります。 

 ７６ページをお願いします。 

上段、３目観光費、事務事業予算名が観光振興費で、本年度予算額１，６４５万円で４９２万２千円

の増でございます。主な増減につきましては、負担金・補助及び交付金５４０万９千円の増は福島町観光
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協会補助金で観光応援大使に係る予算をこれまで町の一般会計として支出していたものを令和７年度から

観光協会に移行することによる補助金の１１０万９千円の増、また、７０周年記念事業に係る補助金とし

て４００万円の増としており、これは福島町商工会と福島町観光協会がイベント開催時に記念事業として

事業展開するものに対して補助金を交付するものでございます。 

次に上から３段目、事務事業予算名が岩部海岸わくわくクルーズ事業費で、本年度予算額８７８万４

千円で２０７万３千円の増でございます。主な増減につきましては、委託料のクルーズ船運航業務等委託

料で人件費積算単価の見直し及びホームページ更新等に係る事業費の増加に伴い指定管理料の増となって

おります。 

 次に下段、事務事業予算名がアニメツーリズム推進事業費で、本年度予算額１，１４５万１千円で皆増

でございます。主な内容につきましては、日本航空函館支店との包括連携協定事業の一環として北海道女

だけの相撲大会をテーマとしたアニメーションの続編制作に関する事業費及びスタンプラリー等のイベン

ト開催に係る事業費として、委託料で１，１２２万７千円となってございます。なお、財源につきまして

は北海道の地域づくり総合交付金を予定してございます。 

 ７７ページをお願いします。 

上から２段目、事務事業予算名が道の駅管理費で、本年度予算額１，５１４万２千円で９０万４千円

の増でございます。主な増減につきましては、委託料の施設管理委託料で２４８万２千円の減は、令和６

年度に一部リニューアルした事業が終了したことによるものでございます。また、備品購入費では施設内

のソフトクリーム機器及び冷凍庫の更新に伴う備品購入費の増となっております。 

次に下から２段目、事務事業予算名が観光情報発信事業費で、本年度予算額２５７万８千円で７６万

２千円の減でございます。主な増減につきましては、旅費で７２万円の増は、大阪関西万博へ相撲催事等

での参加を予定していることから職員の普通旅費が増となっております。また、委託料で５９万４千円の

減はホームページ管理システム保守業務委託料を観光協会へ補助金として予算を組み替えたことによる減

となっております。 

 ７８ページをお願いします。 

 下段、６目横綱記念館管理運営費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１，８９７万６千円で２９

８万３千円の減でございます。主な増減につきましては、需用費の印刷製本費で３０６万７千円の減は、

記念館パンフレット作成や記念館入場券の印刷物の作成が終了したことによる減となっております。また、

委託料で９０万９千円の増は横綱記念館の施設総合管理業務委託料で、人件費の積算見直しによるものと

なっております。 

 ７９ページをお願いします。 

 上段、７目青函トンネル記念館管理運営費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１，３９１万１千

円で８４万５千円の増でございます。主な増減につきましては、委託料で７７万４千円の増は青函トンネ

ル記念館の施設総合管理業務委託料で、人件費の積算見直しによるものとなってございます。 

 以上で、商工費の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

 商工費の質疑ございませんか。 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

７８ページのトンネルメモリアルパーク管理費について。課長も大体見てご存知だと思うんですけど

も、かなり樹木、桜の木とか、これは施設の面でかなり老朽化もしてきているんですけども、やはりあそ

こら辺は朝散歩したり日中は車が走っているので早々ないんですけども、早朝等は結構樹木も深くなって

草も生えてきておりまして、もしですね、この適切な維持管理ということで出来るならば、ここら辺も植

生にあたって業者を頼むのであれば、十分な剪定とかそういうものも検討していただけるような考え方で

きないかどうかお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 福原産業課長。 

○産業課長（福原貴之） 
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 メモリアルパークにつきましては、樹木の剪定、これも若干一部予算には入っておりまして、今後とい

うかこの３月雪解けの時にやる予定ではいて契約はしているんですけど、大々的な剪定になるものじゃな

くて公園内の中を一部剪定するような感じでは考えているところであって、草刈等につきましては森林組

合等に委託しながら管理しています。 

 私共も見に行くことはあるんですけど、ある程度は管理できているのかなという部分で考えてございま

す。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第８款土木費の説明を求めます。 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 それでは、建設課所管の予算内容について、説明いたします。 

 ８１ページをお開きください。 

 ８款土木費、２項道路橋梁費、２目道路維持費、２段目の町道局部改良事業費で、予算額３千万円、２，

３４０万円の増で、今年度実施事業としては福島小学校線局部改良工事で、事業内容については図面で説

明いたしますので１０８ページをお開きください。 

町道局部改良事業（町道福島小学校線局部改良工事）でございます。 

場所は国道２２８号線から福島小学校正面に向かう町道でございます。 

施工延長は国道側から５０メートル、幅員は８メートルの道路改良工事でございます。 

既存の道路形状は、国道と町道とで高低差があり、国道取付部のロータリーや道路中心線からの水勾

配がきついなど危険性のある形状をしておりましたが、今工事では赤色で示す形状となり、ロータリーが

取り除かれる等これらの危険性が解消する形状となります。 

８２ページをお開きください。 

３目橋梁維持費、１番上の段の事務事業名、橋梁長寿命化事業費で、予算額１，５４０万円、１，７

１０万円の減で、本年度実施事業は委託料は、月崎２号団地１号橋橋梁補修設計調査委託業務で予算額５

６０万円、橋梁１橋の現況調査及び長寿命化工事の実施設計でございます。工事としては熊野橋橋梁補修

工事で予算額９８０万円、工事箇所は字三岳、工事内容は橋梁延長１７．６メートルの橋面防水外でござ

います。 

次に、４目道路新設改良費、３段目の町道川原町２号線整備事業費で、予算額１７０万円、２６６万

円の減で、今年度は用地事務委託業務を予定してございます。 

次に下の段で、町道整備事業費で予算額２，８００万円、３５０万円の増は工事請負費の増となって

おり、本年度の実施事業は汐見町２号線整備工事でございます。 

工事内容を図面で説明いたしますので、１０９ページをお開きください。 

町道整備事業（町道汐見町２号線整備工事）でございます。 

場所は、国道２２８号線を挟んだ横綱記念館駐車場向かいで、赤色で示している町道でございます。 

施工延長８８メートル、幅員は４．５メートルの道路改良工事でございます。 

８３ページをお開きください。 

３項河川費、１目河川総務費、２段目の事務事業名、普通河川整備事業費、予算額４，９８０万円、

８８０万円の増で、今年度実施事業は福島川護岸整備工事でございます。 

工事内容を説明いたしますので、１１０ページをお開きください。 

普通河川整備事業（普通河川福島川護岸整備工事）でございます。 
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施工箇所は、兵舞地区の町有倉庫付近で赤く示されている箇所８８メートルが施工区間でございます。 

福島川の川水により護岸が削られ北電の高圧鉄塔に危険性があることから、積ブロック及び根固めを

行うものでございます。 

８５ページをお開きください。 

５項住宅費、１目住宅管理費、２段目の町営住宅整備事業費は、予算額５０３万８千円、８３万３千

円の増で主な増減は、需用費の町営住宅小破修繕費外が７８万５千円の増でございます。事業内容は町営

住宅の修繕でございますが、今年度は美山団地の屋上防水の修繕分を上乗せで見込んでございます。 

次に一番下の段、町営住宅長寿命化等事業費、予算額が４００万円、事業内容は町営住宅長寿命化計

画策定委託業務が計画策定一式でございます。 

次のページ、８６ページをお開きください。 

 １段目の、事務事業名、町営住宅管理設備等更新事業費、予算額５１９万円、前年度までは三岳団地管

理設備更新事業費の名称でございましたが、更新箇所が三岳団地以外も対象となるため名称を変更してご

ざいます。今年度の事業内容は、美山団地プロパンガス庫ドア改修が３箇所、三岳団地街灯改修が３ケ所

でございます。 

 次に２段目の、水道メーター器改良事業費、予算額１４０万７千円、１０７万８千円の増で、水道メー

ター器改良に係る負担金・補助及び交付金で、今年度実施箇所としては丸山団地Ｓ６０棟が１１台、丸山

団地３号棟が８台、美山団地１３－Ａ棟が１２台、美山団地浄化槽が１台でございます。 

 次に一番下の段、２目町有住宅管理費、事務事業名も同様で、予算額２１７万３千円、２２８万９千円

の減で、主な増減は需用費が光熱水費で３７万７千円の減、工事請負費は解体工事が今年度はないことに

より２００万円の減でございます。 

 次のページ、８７ページをお開きください。  

 一番上の段、３目住宅建設費、事務事業名、定住向け町有住宅整備事業費で、予算額１億２，７６８万

７千円、１億２，７６４万円の増で、今年度実施事業は工事監理業務が３９０万円、次年度建設棟実施設

計が２７７万円、工事が定住向け町有住宅建設工事で１億２，０９７万円でございます。 

 工事内容を図面で説明いたしますので、１１１ページをお開きください。 

 定住向け町有住宅整備事業でございます。 

 左側が附近見取り図で、赤く示している箇所が事業整備箇所でございます。 

 右側が配置図で、赤く示している箇所が今年度建設棟で、３号棟１棟２戸で形式が３ＬＤＫでございま

す。 

 次のページをお開きください。 

 上段が平面図でございます。 

 木造平屋建て１棟２戸３ＬＤＫタイプで、令和６年度建設の１号棟と同じ形状でございますが、高気密

型に修正してございます。 

 下段は立面図となっており、１号棟・２号棟と同じ外部仕上げとなってございます。 

 以上、建設課所管土木費についての予算説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ８４ページの公園費と新緑公園の部分で両方なんですが、一般質問でも一応したんですが、今回これか

ら先雪が融けて目視による確認をされたほうがいいと思いますが、その辺の考え方というか、要はここに

書いている展望公園に関しては、今はもう遊具に関しては展望公園はございませんが、その辺も踏まえた

うえで目視による確認等されるのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 新緑公園につきましては都市公園ということで、実は都市公園については１年に１回の有資格者による

検査というのが義務付けられております。ですから新緑公園については、きちんと予算を取って有資格者
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による点検を予算計上してございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 ８７ページの定住向け事業費の中で、翌年度の実施設計も予算化されております。今年度建てるものに

対して普通であれば前年実施設計すると思うんですけれども、令和６年度の当初予算のほうを見ますと、

この７年に建てる実施設計の予算というのが見当たらないんですけれども、どういう風に解釈したらいい

でしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 令和７年度で建設予定の３号棟については実は令和６年度で建てる予定でございましたが、色々大型事

業等が町で重なったために、１年先送りで令和７年度で建てるということになってございます。 

 そのために時系列でちょっとお話しすると、令和４年度の３月の議会に新年度要は令和５年度の実施設

計費として計上してございます。令和５年度に３号棟の実施設計を行っておりまして、６年度に建てたか

ったけども１年先送りして７年度に建てたということになっておりますので、令和５年度に実施設計はや

っております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 質疑ということでお伺いします。８３ページの普通河川整備事業費、これは地方債で４，９８０万とな

ってますけども、先ほどの説明ですと北電の鉄塔の雨水増水による被害対策防止という感じで護岸工事を

するということですけども、河川の形状と北電の鉄塔を立てた時期と、それはどの程度の年月の差異があ

るのかをまず１点お聞きしたいのと、この地方債というのはどういう内容の地方債なのかを教えていただ

きたいなと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 河川の形状については、過去にも古い時代から色々動いている河川ではあるんですけども、北電の鉄塔

が立った時にはですね、まだだいぶ河川が、今ちょっと図面で赤く示しておりますけども、立った当時は

こういう形をしておりまして、だんだん削れて北電さんのほうに寄って行ったという、ちょっと時代的な

もの北電の鉄塔は何年に建設したとかは私のほうは深く把握しておりません。 

 起債については、これは過疎対策事業債ということで交付税が７割返ってくるという事業で予定してご

ざいます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 先ほどの地方債の質問でしたけども、５ページのほうに普通河川の起債が載ってございまして、先ほど

ちょっと建設課長が過疎債と言いましたが、緊急浚渫推進事業債ということで７０パーセントの交付税、

過疎債と同じ交付税のバックのある起債を使う予定でございます。以上です。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 
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 意見交換ございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第９款消防費の説明を求めます。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、８７ページをお願いいたします。 

 中段の、９款消防費、１項１目災害対策費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額６４８万１千円、

４３０万７千円の減額の主なものは、防災無線の各種機器保守点検委託料で点検項目の変更によるもので

ございます。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 事務事業予算名、日本海溝・千島海溝型地震津波避難対策緊急事業計画策定事業費、本年度予算額７１

０万６千円、３２０万６千円の増額は今年度実施しております基礎調査結果を基に当該海溝型地震に備え、

津波避難対策緊急事業計画を策定するものでございます。 

 以上で、総務課所管の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 次に、小鹿副町長。 

○副町長（小鹿一彦） 

 それでは、８８ページの中段をご覧いただきたいと思います。 

消防部門の広域事務組合費についてご説明申し上げます。 

２目広域事務組合費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は３億９３９万３千円、６，８２５万

５千円の増でございます。主な増減は、消防施設費５，４９４万８千円の増で、高規格救急車の購入と消

防庁舎冷房設備設置工事などによるものでございます。なお、この予算につきましても、去る２月２８日

開催の渡島西部広域事務組合議会において議決されているところでございます。 

以上で、説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 次に、第１０款教育費の説明を求めます。 

 石川教育委員会事務局長兼給食センター長。 

○教育委員会事務局長兼給食センター長（石川秀二） 

 それでは、学校教育所管分をご説明いたします。 

８９ページをお願いします。 

上段の、１０款教育費、１項１目教育委員会費、事務事業名、教育関係団体・大会参加助成費で本年

度予算額３００万６千円で６２万円の増でございます。主な内容は、負担金・補助及び交付金の各種大会

参加助成金で、相撲や空手など全国大会出場が近年の実績を勘案しまして６０万円の増でございます。 

次の段で、事務事業名、高校魅力化推進事業費で、本年度予算額２，２８６万円で２，８９０万７千

円の減でございます。主な内容は青少年交流センター施設管理運営に係る予算を新設細目へ移行したこと

による需用費、委託料外、関係予算の減でございます。また、負担金・補助及び交付金１９２万円の減は、

高校教育振興会補助金で入学者が昨年の２９名から今年度入学予定者２０名となったことによる入学奨励

金９０万円の減、ドローン講習１００万円の減などによる２２８万３千円の減外でございます。 
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最下段で、事務事業名は、青少年交流センター施設管理事業費で、本年度予算額３，５４８万円で事

業新設による皆増でございます。主な内容としましては、先ほど説明しました高校魅力化推進事業費から

施設運営に係る予算を独立し事業新設したもので、需用費、委託料外、運営関係予算の皆増でございます。 

なお、委託料のうち食事・清掃業務委託料については、入居者増に伴う管理人員の増員及び食事提供量増

などに伴い１，７９０万４千円の増でございます。 

 ９０ページをお願いします。 

 上段の、１項２目事務局費、事務事業名も同様で、本年度予算額１８７万円で６９万３千円の増でござ

います。主な内容は需用費で、公用車２台分のサマータイヤ及びスタッドレスタイヤ購入に伴う消耗品費

及び公用車車検実施に伴う増でございます。 

 下から２段目、１項３目教育振興費、事務事業名も同様で、本年度予算額６２３万５千円で２３１万３

千円の増でございます。主な内容は、委託料でＩＣＴ教育支援業務委託料１９３万６千円の増、使用料及

び賃借料でパソコンソフトウェア使用料１１１万７千円の増、それぞれ教育用コンピュータ整備事業費か

らの事業移行に伴う増でございます。 

 ９１ページをお願いします。  

下から２段目、事務事業名、奨学資金貸付費で、本年度予算額８４０万８千円で９８万円の増でござ

います。主な内容は、貸付金で各種奨学金貸付金の貸付実績勘案に伴う増でございます。 

最下段で、事務事業名、教育用コンピュータ等整備事業費で、本年度予算額２，２７９万３千円で１，

８５１万６千円の増でございます。主な内容は、備品購入費１，８３７万５千円の増で、小中学校におけ

る１人１台端末更新整備として１，２３７万５千円の増、学校ネットワーク改善として６００万円の増で

ございます。なお、公務用パソコンについても更新整備を行う計画ですが、備荒資金組合からの譲り受け

を活用し、５年間での年賦払いとしていることから本年度については利子相当の１万５千円の予算計上と

してございます。 

９２ページをお願いします。 

上段の、１項４目教員住宅管理費、事務事業名も同様で、本年度予算額１６８万８千円で８１万１千

円の減でございます。主な内容は、需用費（修繕費）１０７万円の減で、令和６年度に施工した住宅ドア

交換修繕及び屋根塗装分の減でございます。 

９３ページをお願いします。 

中段の、２項１目学校管理費、事務事業名も同様で、本年度予算額２，００１万３千円で７１万４千

円の増でございます。主な内容は、委託料６７万７千円で機械警備委託料ほか人件費など業務単価増に伴

う増でございます。 

９４ページをお願いします。 

上段で、事務事業名、各学校校舎営繕事業費で、本年度予算額２１４万４千円で５７万１千円の増で

ございます。主な内容は、需用費（修繕費）の７９万９千円の増で、吉岡小学校放送機器修繕などに伴う

増でございます。 

次に、生涯学習及び学校給食センター所管分を説明いたします。 

９６ページをお願いします。 

下から２段目、４項１目社会教育総務費、事務事業名は少年教育費で、本年度予算額９万９千円で２

５１万円の減でございます。主な内容はプログラミング教室を令和６年度で終了としたことで委託料の減

でございます。また、通学合宿を実施しないことにしたことで任意団体助成金の減でございます。 

９８ページをお願いします。 

中段で、５項１目保健体育総務費、事務事業名も同様で、本年度予算額５００万４千円で６０万９千

円の増でございます。主な内容は、毎年開催している千代の富士杯相撲大会を実行委員会方式での開催に

変更することでの任意団体助成金の増、それに伴う報償費（商品代）及び需用費（食糧費）の減でござい

ます。また、これまで各種教室や口座については報償費各種謝金として全てお支払いしておりましたが、

企業などに対しお願いする場合には委託料として各種講座実施業務委託料ということで移行することの増

減でございます。 

下段で、５項２目総合体育館運営費、事務事業名も同様で、本年度予算額１，８１６万２千円で６３

万８千円の増でございます。主な内容は、施設管理委託料ほか人件費など業務単価増に伴う増でございま
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す。 

９９ページをお願いします。 

最下段で、５項３目学校給食センター費、事務事業名は施設維持管理費で、本年度予算額３９４万１

千円で２３４万円の減でございます。主な内容については、需用費の修繕費で３１４万５千円の減で、令

和６年度に施工した排水処理槽保守工事分による減でございます。 

１００ページをお願いします。 

中段で、５項５目ファミリースポーツ公園管理費、事務事業名も同様で、本年度予算額１，０４８万

５千円で６９万９千円の増でございます。主な内容は、委託料１４１万８千円で施設管理委託料で人件費

など業務単価増に伴う増、芝維持のために隔年で実施しているエアレーション作業の実施年による植生及

び樹木管理委託料の増でございます。 

最下段で、事務事業名、ファミリースポーツ公園改修事業費で、本年度予算額３１０万円で事業新設

による皆増でございます。主な内容は、近年の高気温により芝の劣化が著しいことから計画的にグリーン

芝の張替を行うもので、今年度は大千軒コースから２コース、海峡コースから２コースの計４コースを行

う計画でございます。 

以上で、教育費関係の説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 ８９ページ、高校魅力化推進事業の部分で大会参加助成金の部分でお尋ねしたいと思います。 

 現状ドローンでクラブもしくは愛好会を作られているのか。それと別で、今高校の部活動という名前と

いうか愛好会でもそうですけど、今どのようなクラブがあるのかをお伺いしたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 ドローンとしての部活動はあるとは伺ってはおりません。部活のほうは総合文化部ということで書道で

あったりだとか軽音楽とかそういった分を活動しております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

 ６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 １００ページになります。町民プールについてお伺いします。 

 数年、以前はですね午前・午後・夜間と営業しておりましたが、何年か前から火曜日から土曜日までの

午前利用というのが出来なくなって、午前利用できるのは日曜と祝日という形になりましたけれども、何

か理由というのはあるのでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 今お話しありました開館時間の変更ですが、令和２年から今議員おっしゃった時間帯で開設のほうをし

ております。主な要因としては令和２年コロナの関係がありまして、そこでの接触部分を警戒する部分と、

あとは利用実績・利用実態も含めたうえで経費等のことも考えながら利用の少ない午前中を閉館して、午

前中は学校授業のみに充てているような状況でございます。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 
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 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 先ほどのクラブの部分でドローンの部分が愛好会もクラブもないという部分で、前回にドローンのこと

でもさせてもらったんですが、以前、要は今回福島商業にこれから来られる方で、去年度来られた方も一

応ドローンに対してもある程度の興味を示されて来られていますよね。 

 前回のドローンの話しでいずれ大会等に目指す場合、札幌の大会等も行きながらやっていきたいと。で

も、今現状としたら生徒がドローンに対してクラブなり愛好会この辺に興味ない、要は選択肢があるので

入らないのは仕方ないと思いますよ。思いますが、一応そういう風なドローンをある程度していったらク

ラブとして活動するのは僕はいいのかなと。興味なかったらそこまでだと思うんですが、その辺って要は

勧誘なり大会を目指していこうというような動き等その辺はあるのか確認だけしたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 小野寺教育長。 

○教育長（小野寺則之） 

 ありがとうございます。ドローンについては資格取得もしてもらっているんですけれども、授業の中で

今一生懸命取り組んでおりまして、昨年秋にも未来大の先生来てもらってドローンの空撮をして、パソコ

ンで動画編集するというような取り組みとか授業の中で一生懸命今やっているところでございます。 

 クラブ活動については、これも高校の道立高校の取り組みでございまして、我々はそういう風な今環境

は用意しているんですけれども、今はその高校の体制の中でそこまで行けてないというような現況にござ

います。 

○委員長（平野隆雄） 

 １番藤山委員。 

○委員（藤山大） 

 今回８月に大阪のほうで高校の魅力化ということで募集なり関西エリア等に行かれると思うのですが、

要はドローンに対して関西エリアって結構レベル高いんですよね。要は高校生が大会に出て大会をしてい

っていると。その辺のことも踏まえたうえで一旦生徒だけ、要は教育長とか行かれると思うんですが生徒

も連れて行って視察じゃないけどドローンの大会の視察等も検討はされていたと思うのですが、その辺は

いかがでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 小野寺教育長。 

○教育長（小野寺則之） 

 ドローンはあくまでも今の魅力化の１つのパーツでありまして、それで我々推してＰＲしているわけで

はなくて、先達て熊野議員の質問にもお答えしましたけども、住環境だったりＤＸ授業だったり、あとは

色んな町からの支援だったりというトータルで今ＰＲしているところでございまして、特段ドローンに特

化してＰＲというのは今のところ考えてなくて、やはり安心して居場所として福島町で勉強できるよとい

うところをトータルとしてＰＲしていきたいなという風に考えているところです。 

○委員長（平野隆雄） 

ほかに。 

６番木村委員。 

○委員（木村隆） 

 コロナの出来事があって実績が少ないということで午前の利用を減らしたということで、私も子どもを

連れてプールによく行ってますけども、やっぱり土曜日ですとか夏休みになりますと行く所がなくて、な

んかこう午前利用できないのがちょっと不便だななんて思いながらきました。 

 そうしましたら、やっぱり歩行運動されている女性の方とか以前午前中に利用していた方とかが、やっ

ぱり少し不便だなと。昼からだとやっぱりご飯作ったりそういったこともあるので、本当であれば午前中

に利用したいななんていう声もございました。ですから全部６日間午前にしてくれとは言いませんから、

少し緩和できないものかなと。 

 例えば金・土・日とかその３日ぐらいは午前もＯＫで、火・水・木は午前なしの夜ＯＫ、夜の利用もど

れぐらいあるのかちょっと最近９月なんかになるとほとんど見ませんけどね私体育館に夜行きますけれど
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も、だからその辺の午前と午後、午後と夜みたいなのの区分けみたいなのを少しできないものかなという

風に思うんですけども、いかがでしょうか。 

○委員長（平野隆雄） 

 石川教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（石川秀二） 

 議員ご指摘のとおり内部のほうでも午前中の開設については町民から声も上がったりだとか、そういっ

た分もありながら何かしら対応ということも考えながら、ただ、掛かっている経費・予算というのはこれ

以上上げることができないなという思いもありますので、まずは昼間やる分を夜無くするとかその辺の利

用実態を踏まえて、今年度どこかのタイミングで部分的にでもそういった試行をしていければなとは考え

ております。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに、意見交換ございますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 第１１款公債費、第１２款諸支出金、第１３款職員給与費、第１４款予備費の説明を求めます。 

小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 それでは、１０１ページをお開き願います。 

 １段目の、１１款公債費、１項１目元金、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は５億７，０５５万

７千円、６，８８５万５千円の増でございます。主な要因は、令和３年度に借り入れした元金の償還の開

始に伴うものでございます。 

 次の段の、２目利子、事務事業予算名も同様で、本年度予算額は３，８０３万８千円、７０６万６千円

の増でございます。主な要因は、６年度借入分の利子の増によるものでございます。 

 公債費の詳細について説明いたしますので、別冊６の１６２ページをお願いいたします。 

 地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末当該年度末における現在高の見込みに関する調書で

ございます。 

 一番下の計欄で説明いたします。 

 左から前々年度現在高は６２億３，０６１万６千円でございます。 

 次の欄の前年度末現在高見込額６３億５，４００万円が令和６年度末の見込でございます。 

 次の欄で、当該年度中増減見込額は令和７年度当初予算計上の５億１，９７０万円となります。主なも

のは、認定こども園福島保育所整備事業債など合計２６件の事業に借り入れを予定しております。 

 次の欄で、元金償還見込額は５億７，０５５万７千円となります。 

 次の欄は、当該年度末現在高見込額ということで、令和７年度末ですが、６３億３１４万３千円となっ

ております。 

 以上、公債費についての説明を終わります。 

 １６３ページから１７４ページまでの起債調書で、起債区分毎の未償還額等について掲載しております

ので、参考にしていただきたいと思います。 

 それでは、諸支出金の説明をしますので、別冊１０の１０２ページをお願いいたします。 

 ２段目の、１２款諸支出金、２項１目繰出金、事務事業予算名も同様で、本年度予算額２億５，８２２

万９千円、８２７万８千円の減でございます。内容といたしましては、国保会計ほか５つの特別会計、事

業会計に対する繰出金となっております。 

 １０３ページをお願いいたします。 

 １３款職員給与費、１項１目職員給与費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額５億４，５２９万５

千円、４，０９４万１千円の増で、主なものは、給料で１，９７８万４千円、職員手当１，５５８万１千

円の増などは主に給与会計によるものでございます。令和７年４月１日の職員数は、会計別では一般会計

６９名、介護会計２名、診療所会計が５名の計７６名の予定となってございます。 

 次に、２目会計年度任用職員給与費、事務事業予算名も同様で、本年度予算額１億６，６５７万１千円、



 － 57 － 

１，９４９万１千円の増で、主なものはパートタイムの報酬が７５５万４千円、フルタイムの給料が３０

２万３千円の増となってございます。なお、当初予算では、フルタイム職員が２９名、パートタイム職員

が１８名の計４７名を予定してございます。 

また、資料といたしまして、別冊６の１５７ページから１６０ページに給与費明細書を掲載しており

ますので、ご参照していただきたいと思います。 

 最後に、１０４ページの１４款予備費につきましては、本年度予算額５００万円で、前年同額となって

ございます。 

 以上で、説明を終わります。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

次に、第２表債務負担行為、第３表地方債、歳入全般の説明を求めます。 

 小鹿総務課長。 

○総務課長（小鹿浩二） 

 まず、別冊６の１５ページをご覧ください。 

 第２表債務負担行為でございます。 

 令和７年度当初予算の債務負担行為は、事項で業務用パソコン譲受代金に関する債務負担行為で、期間

は令和７年度から令和１１年度まで、限度額３，４３５万８千円となっております。これにつきましては、

備荒資金組合の防災資機材譲受事業で実施するものでございます。 

 次に、漁業近代化資金の融資に伴う利子補給に関する債務負担行為で、期間は令和７年度から令和１５

年度までで、限度額は７１万２千円となっております。 

 次に、有害鳥獣駆除用車輌譲受代金に関する債務負担行為は、期間は令和７年度から令和１１年度まで

で、限度額は３１０万円となっており、これにつきましては備荒資金組合の車輌譲渡譲受事業で実施する

ものでございます。 

 次に、校務用パソコン譲受代金に関する債務負担行為で、期間は令和７年度から令和１１年度までで、

限度額は１，６２０万９千円となっており、これについても備荒資金組合の防災資機材譲受事業で実施す

るものでございます。 

 第３表地方債について説明しますので、別冊１０の５ページをお願いいたします。 

 起債の件数も２６件と多くなっておりますので、限度額の大きいものと新規に起債するものを中心に説

明いたします。 

 まず、令和７年度の地方債につきましては、上から７段目の災害援護資金貸付債、下から２段目の普通

河川河道整備事業債、６ページの４段目、教育用コンピュータ等整備事業債、次の段の公有林整備事業債

を除いて、すべて過疎対策事業債となっております。 

起債額の大きいものとしては５ページの６段目、地上デジタル送信機整備事業債４，７３０万円は、

白符テレビ中継局送信機を更新するものでございます。 

９段目の認定こども園福島保育所整備事業債１億１，１３０万円は、福島保育所改修工事に係るもの

でございます。 

６ページをお願いいたします。 

１段目、定住向け町有住宅整備事業債９，５７０万円は、定住向け町有住宅１棟２戸を建設するもの

でございます。 

計２６件で、５億１，９７０万円を令和７年度に起債する予定としております。 

 以上で、第３表地方債の説明を終わります。 
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 続きまして、歳入全般について説明いたしますので、７ページをお願いいたします。 

 説明につきましては、増減の大きいもの、新規に追加になったものなどについて、ご説明いたします。 

 １款町税ですが、町税全体では前年度より７４７万１千円、１．５パーセントの増となっております。

定額減税の終了に伴う課税所得割の増による個人住民税の増、固定資産税においては償却資産の減による

ものとなっております。 

 まず、１項町民税の個人及び法人の合計欄で、本年度予算額１億３，８６３万２千円で１，４４７万８

千円の増となっております。 

 ２段目、２項固定資産税の合計で、本年度予算額３億２８４万３千円で６５７万４千円の減となってお

り、償却資産の減が主なものとなっております。 

その下、軽自動車税から９ページの９款地方特例交付金までは、前年度実績を参考に予算計上してお

ります。 

１０ページをお願いいたします。 

１０款地方交付税、普通交付税は前年度比１億４，０１６万８千円の増で、地方財政計画や前年度の

実績も考慮して１９億６，１００万円を計上しております。特別交付税については、前年同様１億８千万

円としております。 

 １１款分担金及び負担金は、前年同額。 

１２款使用料及び手数料につきましては、５目土木使用料が町営住宅使用料２１３万７千円の減。 

１１ページの、６目教育使用料が青少年交流センター利用者増に伴い４３２万円の増となっておりま

す。 

１２ページをお願いいたします。 

上段、１３款国庫支出金、１項国庫負担金の１目民生費国庫負担金で４６３万円の増は、子どものた

めの教育・保育給付国庫負担金で３０４万５千円の増、児童手当給付負担金で３６３万円の増となってお

ります。 

次の、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金で６，１８３万２千円の増は、自治体情報システム標

準化業務委託に係る地方公共団体情報システム標準化・共通化事業補助金３，９９９万４千円の増、地上

デジタル送信機更新工事の実施に係る無線システム普及支援事業費等補助金２，５３０万円の増となって

おります。 

１５ページをお願いいたします。 

中段の、１４款道支出金、４目農林水産業費補助金で５２３万９千円の増は、森林環境保全整備事業

補助金３３６万５千円の増、ナラ枯れ被害木処理業務委託に係る森林保護事業補助金１４９万８千円の増

でございます。 

５目商工費補助金５５０万円の増は、アニメツーリズム推進事業に係る地域づくり総合交付金の増で

ございます。 

３項道委託金、１目総務費委託金１，５２６万３千円の増は、令和７年度に国勢調査が行われること

から各種統計調査委託金が３３９万１千円の増、参議院議員選挙委託金１，２０５万１千円の増でござい

ます。 

１７ページをお願いいたします。 

中段の、１７款繰入金、２項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金で、本年度繰入額は３億１，８９

０万８千円を計上しており２，８９０万８千円の増で、新年度予算編成に伴う財源調整による繰入となっ

ております。 

１８ページをお願いいたします。 

９目減債基金繰入金１，２００万円は、臨時財政特例債元金償還分に充当するものでございます。 

１９ページをお願いいたします。 

１９款諸収入、５項雑入、１目雑入１，０１５万円の増は、水道事業会計職員給与負担金収入１，５

８３万円が主なものでございます。 

 最後の２０ページから２１ページの２０款町債につきましては、先ほど第３表地方債で説明いたしまし

たので、割愛させていただきます。 

 以上で、第２表債務負担行為、第３表地方債並びに歳入全般の説明を終わります。 
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 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

 

（休憩 １５時５８分） 

（再開 １６時０８分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 次に、一般会計歳入歳出全般について、質疑を行います。 

 １０番溝部議長ありませんか。 

 １０番溝部議長。 

○議長（溝部幸基） 

何も質問してこなかったので、温泉の関係の説明の段階で入浴者数が増えたと。それによって委託料

を新年度を落としたということなんですけども、一応その指定管理の関係で、よく私も何度かいわゆる指

定管理受けた側のインセンティブのことを話してきたという風に思うんですね。温泉は古いのから新しく

変わって期待どおり相当数、多分倍、１日あたりの分とすれば倍以上になっているのではないかなという

気がするんですけども、数字間違えはあれですけども大体データ見ると２００人切っている１８０とかと

いう数字からすると、１月末現在の状況を見ると５千いくらということであると、私は結構な数字になる

んでないかと思うんです。間違いなく町民の期待に応えて対応したという風に思うんですけども、心配す

るのは指定管理受けた側のインセンティブの問題ですよ。 

新しくなった段階で、前の段階でもそういう懸念をして何度か質問をするんですけども、なかなかそ

の明解に対応してこなくて、決算の段階である程度できた収益になった分をという考え方なんだと思うん

ですけども、私はインセンティブの１つの考え方で前から言っている利用者の増というのもこれは一定数

考えるべきだと思うし、収益の段階で考えると今回みたいな考え方で、その増えた分を基準にして委託料

を減らすということになると、これはどうなのかなと。ちょっとインセンティブの考え方に対する基本的

な部分での考え方がちょっと違うような気がするので、新たな施設になって現況こうなったと。１年目で

すから、それを基準にして対応するというのも逆に受ける側のほうにしてみれば、それを基準にして下げ

られるということはどうなのかなということなんですけども、その辺をちょっと････････。 

○委員長（平野隆雄） 

 議長、質疑ですからその辺にとどめて。 

○議長（溝部幸基） 

 すみません、全部いっぺんにやろうかなと思って。 

 ですから、その辺の考え方を今の新たなものを含めて、指定管理ここだけでなくて色んなものを工房に

対して対応しているわけなので、ちょっと考え方についてお聞かせ願いたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 温泉については、極端にいくと今の見込でいくと大体６万６，５００人ぐらい入っていただけるのかな
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と。ただ、去年が多分５万７千か６千ぐらいですから１万人ぐらいのアップ率かなと思います。 

 ただ、先ほど藤山議員の質問にもありましたけども、入っている方々が４００円で入っているかという

と、大体１５０円で入っている方も相当いらっしゃいますので、そこのところを含めると使用料としては

極端な伸びにはなっていないのかなと。ただ、それにしても議長おっしゃるとおり我々としては指定管理

の目的というのはやはり民間の努力によって頑張ったところにはきちっと押さえましょうという話しをさ

せていただきました。 

 ただ、今回の温泉は新たな温泉という形になりますので、まずは今年が、今年といいますか令和６年度

がベースになってくるのかなと。そこのところからどうなるかということが本来の指定管理者になってい

くんではないのかなと思っていますので、まずこの叩き台をベースにして来年度また今みたいな考え方の

中で整理をさせていただくように考えていますし、クルーズなんかもそうですけども道の駅もこれから今

色んな形で指定管理とか色んな形が出てきますけども、我々としてはなるべく掛かる経費のところについ

ては、きちっと町として面倒みましょうと。ある程度自分で頑張ったところについては当然、受けていた

だいたところのうまみと言いますか、そういったところで次々と新たな展開をしていただくという考えで

ありますので、今回ちょっと私も数字しっかり捉まいてはいませんけども、ちょっと議長言うように少し

下がったようなイメージがあると思いますけど、我々としては掛かった部分をその利益から食うというこ

とはしていませんので、掛かった分についてはしっかりと我々としては面倒みますよという話しをしてい

ますので、そこのところの収益が例えば経費をグッと食っているようなことには多分私はなっていないと

思いますので、そこのところはまたしっかり精査をしながら、受けていただいている工房さんともその辺

の話しは代表ともしっかり私のほうからも伝えていますので、将来的に儲かっていって自分で色んなこと

やる分には問題ありませんけども、それを委託料から削るということは多分あまりしていないという風に

私は認識していますので、ただ、今課長のほうからその辺の数字的なものはちょっとまた具体を説明して

いただきますけども、基本的な私の考えはそういうことで、受けていただいている方々と話しをしていま

すので、掛かった経費のところまで下げるということはあまりしないようにということはお願いしていま

す。 

○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 

（「課長のほうから具体的な内容説明を････････」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 今回委託料、管理委託料のほうが下がった関係ですけども、燃料費は当初見ていたよりもチップがあま

り使われなかったということで、燃料費が２００万程度下がっております。 

 先ほど私、使用料が増えたからその分が減になったということでお話ししましたけども、それは間違い

で修正いたします。申し訳ありませんでした。 

○委員長（平野隆雄） 

 １０番溝部議長。 

○議長（溝部幸基） 

 変えて１年目ですから、色々状況の変化というのは分からないというのはよく分かるんですけども、ま

ずは受けた側の雇用の部分ですよね。全般的に今は公務員もそうですけども人件費を上げるということ、

物価上昇に対応するということのなかで１つの課題になっているんですけども、そのような配慮がこの指

定管理の部分の中でこれは新しくしたと。その段階で前の古い状況の中と含めて雇用する従業員の部分の

人件費の対応というのは、どういう考え方に立って対応しているのか。前と変わらないということなのか、

ある程度人件費の高騰、物価高騰含めて配慮して対応しているということなのか。その辺をちょっと具体

的に教えてください。 

○委員長（平野隆雄） 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 人件費については今回の説明の中にも多分あったと思いますけど、色んな形で今人件費高騰しています。
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それと、やはり我々は色んな形で委託もお願いしていますし、会計年度の職員の採用も含めて、例えば鳥

獣減容化含めてハンターさん含めて、あとクルーズの問題、色んな形で走りながら変化をさせていただい

ているというか、当初やった時点ではなるべく我々もなるべく少ない経費の中でどう動くのかなというこ

とを推移してやっていますけども、ある程度例えばクルーズであれば６年７年経って安定的なお客さんと

いうのは見えてくるんですね。大体、出航率４５パーセントでこのぐらいのお客さんは見込めるだろうと。

そういったなかでじゃあどうその受けた側が長くやっていただけるかという問題もありますと、そうする

と自ずとやはり職員の待遇なりも色々改善してあげないと、なかなかやっているほうとしてはやりきれな

いといいますか、そういったことがありますので、新年度予算の変更にあたってはその辺の聞き取りも原

課のほうできちっとさせていただいて直すところは直していくという形で、今回多少委託の料金が上がっ

たりしているところもあるんだと思っていますので、我々の考えとしてはなるべく我々も良かったと思え

るし、受けた側もやっぱり良かったということをつくっていかないと早晩ことやり切れるところが無くな

ってしまいますので、我々としては予算編成にあたってはそこのところは十分配慮しているつもりであり

ますので、ある程度その人件費も少しずつちゃんと上がるような形で整理をさせていただいているところ

であります。 

○委員長（平野隆雄） 

 １０番溝部議長。 

○議長（溝部幸基） 

 あともう一点、高校の寄宿舎の関係、それから昨年の部分の公共事業の大型の部分について当初予算の

入札価格から大きく変化をして予算を更正するという形の、そんなにケースはないですけどもその部分の

対応の部分で建設課長は答弁の分で我々それらも含めて一生懸命やっているという話しをしたんですけど

も、ただ、私もその予算の更正の部分で色々資料で調べるんですけども、なかなかそういうケースの部分

というのは資料として出てこないんですよね。わかんないわけないです。更正というのは予算の範囲の中

で目節を調整をしていくということの説明ぐらいより色々調べてもあまり出て来ないんですね。ですから、

データに当初予算の入札後の更正という風に入れ込んでもそういう形のがそれがいいのか悪いのか、どの

範囲までみたいなものが出てこないんですね。ですから、基本的な考え方としてこれはある程度町長の権

限の部分の中でどこかで規定するような形のものが出てくるので、それがどの範囲で対応するのがいいの

か。 

 特に私は今回の部分で各大きい事業を展開すると、今回特にそうなんですけども年度末ギリギリに対応

して、それがそこで対応するというのが工程的な部分の中でどの段階でそこを把握をして、どの段階で対

応そういう更正といいますか、ある意味私は補正みたいな感じでなっているのかというのがよく分からな

いんですね。話し自体は結構早い段階で施設を見に行った段階でもそういう話をしているんです。結果と

しては最後でなきゃ出て来ないみたいなものであれば、そこから更正した部分がスタートするなら分かる

んですけども、多分、工程的に見てもそういう状況でもないので、更正の当初予算の入札の更正について

の考え方というものを、町長経験相当していますから一番詳しいのかもしれないですけども、副町長なり

総務課長でもいいですからその辺の考え方を、議員も疑心暗鬼でいるよりはしっかりこの機会に勉強する

ということで話しを聞かせてもらえればなと思うんですけど、どうですか。 

○委員長（平野隆雄） 

 小野寺教育長。 

○教育長（小野寺則之） 

 今のお話しですけど、先ほど藤山議員もちょっとおっしゃっていたんですけども、ちょっと考え方を整

理させていただきますと、まず実施設計として当初予算組みます。それは、今回のこの件で言うと３億２

００万円という予算を組んでいました。それで入札した結果、全部で２億８，３３０万５千円になりまし

た。今回１，２００万あまりを契約変更というかさせていただいて、２億９，５２１万８千円になりまし

たと。つまり、当初の予算からは超えていないわけです。ですから、補正予算というのは出て来ないんで

すね。ですから今回の場合で言うと契約変更という形でございますので、それは工期とかはこちらのほう

で決裁なりでできるんですけども、金額のほうは契約の時に議会のほうで５千万以上は議決いただかない

と契約できないということになっていますので、そのように契約しております。 

 それで時期の問題なんですけども、それぞれの段階でタイミングで色々状況が変化してまいります。で
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すけども、何とか業者さんと我々のほうでは最後にその何とか契約額の中で、あるいは何とか工期の中で、

全体の金額を収めようと努力するわけなんですけども、その最後のほうの段階で精算という形がいいのか

そういう言い方が悪いのか分かりませんけど、最後の段階でやっぱり業者としても努力したけどちょっと

足りませんでしたという形で契約の更正をさせていただくという形になってまして、ですから今回は先達

ての予算委員会の中で藤山議員が補正予算を組んでいるみたいなお話しをされていましたけど、今回の青

少年交流センターの増築に関しては補正は組んでいませんので、その当初の予算の中での契約変更という

形で、やっぱりそれはどうしても最後のほうで何とか努力したんだけど最後のほうで精算みたいな形にな

ってしまうというのが現状だと思っております。 

○委員長（平野隆雄） 

 １０番溝部議長。 

○議長（溝部幸基） 

 今教育長の話し今したので、先にそっちのほうを整理したほうがいいと思うんですけども、私はそうい

う考え方に立てば、入札の意味合いそのものもいかがなものかなということになるわけですよ。 

 だからいかに藤山委員の質問にもあるんですけども、当初の入札の段階で当初設計を出したものがいか

に、極端に言ったらですよ、いい加減なものかという話しだと思う。残った入札残といいますかその差額

も含めて年度末ギリギリまでそこは極端に言ったら使ってもいいですよみたいな解釈になってしまうんだ

と思う。基本的な考え方は更正であっても補正と同じような感覚で見るというのが入札制度の本来の考え

方でないの。手法としては分かりますよ。款項の部分の款の部分の予算の部分の中でやると更正について

は目節の部分の範囲だということですから、それはそれでいいですけども、ですからそれを更正を示す段

階を早めにしなきゃないのではないかということを言っているわけです。年度末ギリギリまでその範囲の

中でやって、中身を何も議会も何も知らないという自体がどうなのかと。極端に言ったら私は藤山委員の

言ったようにですね、そこは入札で整理をして段階のもので残ったものについて改めて出たものを対応す

るぐらいの考え方そういう視点で見た場合に、今回みたいに年度末最後の３月定例会にそういうものが出

てくると。中身見てみたら、これはもう早い段階から対応しなきゃないような修正ですよね。設計の修正

ということですから、そういうことなんですよ。 

 ですから私は今後の部分については今回のような形でなくて、できるだけ早くそういう状況を議会のほ

うに示すということが私は議会側としてはそういうことを言っておきたいと思います。 

 これはこれ以上、教育長とやり取りしても見解の相違から何から出ますので、我々も私自身ももう少し

更正ということについて勉強しなきゃないなと思っています。 

 それで温泉の関係ですけども、やっぱり雇用する側の受ける側の業者も、やはりその色んな例えば資格

を有するものとかあるわけですねボイラーの関係とか一般の受付だけとか、あるいは夜勤の関係とか含め

て対応するとすれば、ある程度そういったものを配慮して対応しなきゃないのではないかという風に思う

んですね。町の場合は臨職も今は会計年度任用職員みたいな形の中で対応して、そこにはもうボーナスも

加算するぐらいのところまできているので、それまで配慮せということではないですけども、日本全体の

考え方というのがそういう方向性になってきているんでないかなと。臨職の人の雇用も含めて、きちっと

考えてやんなきゃないということを踏まえてすると、今の指定管理している部分、これは工房に集中して

今特に地元の企業として育てていくということの一つもあるわけですから、その中の部分である程度そう

いうものにも配慮して対応するということが大事なことなんだと思いますし、これも元に戻ってやると最

初の課長の説明みたいなものが、それは間違ってましたと言うんですけども、ただ、担当する課長はそう

いう踏まえて対応、両方見て具体的にいくと結構な金額のマイナスになるわけですよ。 

 ですからスタートの段階で出たものから、いきなり次の年になって全部１２か月経たないうちに予算組

むわけですからね、その想定の中でこれだけマイナスするということになると色んな部分でのしわ寄せみ

たいな、特にインセンティブということで考えて町長は配慮しているということなんですけども、この金

額だけになると結構なものになるんでないかなって心配もするんですね。 

 ですから、ここの部分について出来ればもう一度見直しをして、その辺の配慮を含めて対応を検討をし

てもらうことをお願いをして、これで終わりたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 今質疑やっているんですけども、何かこう意見交換になってしまっているんだけども、どうですか。 
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 意見交換に切り替えますか。 

 そして、ほかの委員で質疑まだありますか。 

 それを言っているんだけど、なかなかそこに楔入れれなくて。 

 説明員との意見交換を行います。 

 鳴海町長。 

○町長（鳴海清春） 

 指定管理の関係の委託も含め町の委託も含めて、ある程度我々は今の物価水準なり色んな形の町の単価

基準を基にして、それぞれの職種に応じた単価がありますので、それをベースに委託料を設計させていた

だいておりますので、そこのところについては受ける側としてはしっかりそれを見据えたなかで仕事を受

けていただいているのかなと思います。 

 ただ、会社の中の契約上は我々立ち入ることはできませんので、そういったなかでやられているのかな

と。それで、やはりどうしても長年やってきたものを変えるということになると、我々はやっぱり長年や

ってきたやつを予算ベースにちょっと考えているんです。 

 今回の場合は温泉を１つ取ってみると、今まで燃料を焚いていた油を焚いていたものが木質チップに変

わりました。それが我々としては経験がないわけですよね。だから今みたいに本来これぐらい知内さんな

りの状況を仕入れながらこのぐらい掛かるだろうというものが、意外と木質バイオが経費が掛からなかっ

たということで、その本来見積もった昨年の金額から見ると今年はそこは下げても問題ないのかなという

ことで、多分原課の方では委託料がそこのところは下げていただいたと。 

 ただ、先ほど言いましたとおり、お客さんが入って今大体６万７千くらい入りますので、ただ２年目に

なると大体相場はご祝儀相場は終わってきますので少しは減ってくると思いますけども、それを６万ベー

スで行った時にどうなのかなという話しにはなるんだと思いますけども、我々は指定管理を受けていただ

くというのはその業者さんにやはりうまみを少し、先ほどのうまみではないですけども、やはりそこがあ

って初めて色んな受けた側としてお客さんにどう入ってもらうかという工夫をできるわけですから、そう

いったことをなるべくやっていただくようには我々は配慮しているつもりでありますし、また先程来申し

上げましたとおり、色んな形で当初予算の段階で今年の令和６年度の状況を踏まえて、じゃあ新年度の予

算はどうなのかということは私もトップの方々とも色々話しをしてその辺の理解をいただいたなかで整理

をさせていただいているつもりであります。 

 また、学校っていいますか新潮学舎含めて昨年もそうでしたけども議会のほうから少しお叱りみたいな

形で、そんなに変更ってあるものなのかということを受けるんですけども、ただ私も実際、設計していた

ら本当は設計どおりいくんだろうというのがあります。ただ、それはあくまでも図面上の机上での問題で

ありまして、いざやはり今回の例えば北海道新幹線のあのような状況を踏まえると、本来はズボッとトン

ネルも掘れるものが堅石にぶち当たったと。それは設計上では堅石というのは見込んでないんですよね。 

 例えばそういう風に現場をやってみると色んな形で例えば私も現場行くと大工さんと設計屋さんのやり

取り聞きますと、設計屋さんの言ったとおりにできない工法もあるらしいですね。やり方が違うというか、

大工さんの柱の通し方と設計のあれが違うとかやっぱり現場と机上とは実際違うことってよくあるんです

よね。だからそこの中で本来は設計変更までしなくても、先ほど教育長言ったような中で業者さん同士の

工夫の中で丸め込めるというか包み込めるものであればいいですけども、今回みたいな形の中ではそこま

で行き切れないので契約変更みたいな形でお願いするという形を取らせていただきましたので、我々も安

易に予算があるからどうこうということでは決してやっておりませんし、私のほうからもそこはきつく言

わせていただいております。そんなにそんなに大きく変わるものですか？ということは設計屋さんなり業

者さんにも少し苦言を呈させていただきました。やはりただ現場の声を聞くと、やっぱりそういう状況と

いいますか当初想定したものと想定外のものが必ず出るということはありますので、今回はそれがたまた

ま、たまたまという言い方がまたよくないかもしれません。続いたということで本当に申し訳ないなとい

う風には思ってございます。 

 ただ、現場のほうは今一生懸命子ども達を受入れるにこの短い期間の中で今なんとか頑張っております

ので、是非ご理解をいただきたいなという風に思っています。 

○委員長（平野隆雄） 

 １０番溝部議長。 



 － 64 － 

○議長（溝部幸基） 

 今の町長の話しで分かりますけども、基本的な部分では繰り返しますけども、その変更を含めて更正の

考え方が出てくる場合には早い段階に議会のほうにきちんと説明をして対応するということで、更正の基

本的な考え方を調整をしていただきたいという風に思います。 

 それと、温泉の関係については実際に働いている人の話しを聞いて、やっぱり相当きつい部分もあると。

だけどその自分達は基本的には安いんだという話しをするので、町長は多分その代表含めた責任者のほう

と話しをしているんですけど、私は逆にですね、町側のほうにどうもその少し遠慮ぎみになっているので

はないかなとそういう懸念をして、色々こちらが配慮する、本来は自立をしてそこの工房自体で色んな事

業展開をするということを期待をして町民の皆さまにも出資をいただいて対応するという形ですよね。そ

れが理想的な形なんですけども、なかなか福島の部分の中ではそれは難しいということのなかで、今の形

のなかで指定管理含めたものをベースにして対応して新たに大きく成長してほしいという期待をしている

わけですから色々そういった部分の配慮、特に働く人の部分の対応については私はこれは温泉だけでなく

て色々配慮を、今回クルーズの部分については経験した方を少し考えて対応します、それで増額をするっ

て話しもありますので当然その状況も見ているという風に思いますので、長い目で期待を込めて特に若い

人方が中心になって頑張っているわけですから、くじけないで前進するように色々配慮していただくこと

をお願いをして終わりたいと思います。 

○委員長（平野隆雄） 

 町長いい。これ以上やるとね延長しなきゃなくなるんだもん。もう延長しなきゃないのかなと思ったり

しているんですけども、大体分かりましたよね。 

 まだほかに意見交換ありますか。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６３号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６３号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

お諮りいたします。 

 本日の会議は、この程度にとどめ延会したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 ご異議なしと認め、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

 明日は、午前１０時から開会いたしますので、定刻までにご参集願います。 

 どうもご苦労さまでした。 

 

（延会 １６時４２分） 
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令和６年度 福島町議会定例会３月会議 

予 算 審 査 特 別 委 員 会 会 議 録 

令和７年３月１３日（木曜日） 第２号 

 

◎審査付託事件 

 （１）議案第64号 令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算 

 （２）議案第65号 令和７年度福島町介護保険特別会計予算 

 （３）議案第66号 令和７年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 

 （４）議案第67号 令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

 （５）議案第68号 令和７年度福島町水道事業会計予算 

 （６）議案第69号 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算 

 

◎出席委員（８名） 
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◎欠席委員（０名） 

 

 ◎職務のため出席した議員 

    議 長  溝 部 幸 基 

 

◎出席説明員 

 町 長  鳴 海 清 春      副 町 長  小 鹿 一 彦 
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 産 業 課 長  福 原 貴 之      町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園福島保育所園長  深 山   肇 

税務課参事兼会計管理者  古 一 直 喜      福 祉 課 長  佐 藤 和 利 

 建 設 課 長  紙 谷   一      福祉センター次長 （石 川 秀 二） 

  

教 育 長  小野寺 則 之      教育委員会事務局長兼給食センター所長  石 川 秀 二 

 

 監 査 委 員  本 庄 屋  誠      監 査 委 員  高 田 重 美

監査委員補助職員 （鍋 谷 浩 行） 

 

◎職務のため議場に出席した議会事務局職員 

 議会事務局長  鍋 谷 浩 行      議会事務局議事係長  山 下 貴 義 
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（開会 ９時５９分） 

 

○委員長（平野隆雄） 

おはようございます。 

昨日に引き続き、予算審査特別委員会を開会いたします。 

ただちに本日の会議を開きます。 

 本日の案件は、昨日に引き続き、残りの案件を審査いたします。 

昨日は、「議案第６３号 令和７年度一般会計予算」まで終えておりますので、「議案第６４号 令

和７年度国民健康保険特別会計予算」の審査から再開いたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 日程第１ 議案第６４号 令和７年度国民健康保険特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由、予算内容の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、議案と別冊７説明資料をご用意願います。 

 はじめに、議案の１２３ページをお願いいたします。 

 議案第６４号 令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算。 

 令和７年度福島町の国民健康保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億６，２１７万円と定める。 

 令和７年３月１１日提出、福島町長。 

 内容につきまして、別冊７の予算説明書で説明いたしますので、１６ページをお開きください。 

 総括表の歳出になります。比較欄の合計に記載しておりますとおり、総額は前年度と比較して２，０７

４万８千円の減となっております。主な増減は、保険給付費で１，２５１万４千円の減、国民健康保険事

業費納付金７３４万９千円の減、保健事業費で５６万７千円の減となっております。 

 １５ページにお戻り願います。 

 歳入の総括表になります。前年度と比較しますと、国民健康保険税が２６３万４千円の増、道支出金が

１，４４５万４千円の減、繰入金が９０２万６千円の減となってございます。 

予算の内容につきまして、前年度と比較して増減が生じた科目の主なものを歳出より説明いたします

ので、２７ページをお願いいたします。 

１款総務費、１項２目連合会負担金で予算額９０万１千円、３０万９千円の減は国保連合会のシステ

ム改修が終了したことに伴い連合会負担金が減となってございます。 

２９ページをお願いいたします。 

１款総務費、４項１目医療費適正化特別対策事業費で予算額９１万８千円、４０万円の減は本年度か

らレセプト点検業務を国保連合会に委託することにより経費が掛からなくなったことに伴うものでござい

ます。 

下段、２款保険給付費、１項１目療養給付費で予算額４億４，４００万円、１，２００万円の減は前

年度の給付実績により減となってございます。 

３０ページをお願いいたします。 

３目審査支払手数料で予算額１１１万６千円、２４万４千円の減は審査件数の減によるものでござい

ます。 

３２ページをお願いいたします。 

３款国民健康保険事業費納付金、１項１目も同様で、予算額１億２，００２万１千円で、７３４万９

千円の減でございます。北海道の算定を基に計上してございます。 

下段の、５款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目も同様で、予算額７８２万９千円で、２

１７万４千円の減は連合会負担金で特定健診受診率向上支援共同事業負担金の減となってございます。 

３３ページをお願いいたします。 

下段の、２項１目疾病予防費、予算額５７３万円で１６０万７千円の増は新型コロナウイルスワクチ
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ン予防接種委託料の増に伴うものでございます。 

 次に、歳入を説明いたしますので、１９ページへお戻りください。 

 １款国民健康保険税、１項１目一般被保険者国民健康保険税で、予算額８，３４７万６千円、２６３万

４千円の増でございます。主な増減は、医療給付費分で１７３万１千円の増、後期高齢者支援金分で２万

４千円の増、介護納付金分で８３万９千円の増となっております。保険税率の改正に伴うものとなってご

ざいます。 

 ２０ページをお願いします。 

 下段、３款道支出金、１項１目保険給付費等負担金で、予算額５億３，２３８万２千円、１，４４５万

４千円の減で、歳出の保険給付費の減に伴うものでございます。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金、予算額４，５６１万６千円、７０８万７千円の減でございます。

保険税軽減分が３４２万９千円の減と、国保財政安定化支援繰入金が２１６万４千円の減、その他一般会

計繰入金が１６７万７千円の減によるものでございます。 

 ２段目の、２項基金繰入金、１目事業基金繰入金で予算額４０万２千円、１９３万９千円の減となって

ございます。財源不足が減少したことによる減額分でございます。 

 なお、３９ページに給与費明細書、４０ページから４２ページには令和７年度の国民健康保険事業計画

書を添付しておりますので、後ほどご確認をお願いいたします。 

 以上で、令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６４号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６４号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、日程第２ 議案第６５号 令和７年度介護保険特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由、予算内容の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、議案の１２７ページをお開き願います。 
 議案第６５号 令和７年度福島町介護保険特別会計予算。 
 令和７年度福島町の介護保険特別会計予算は、次に定めるところによる。 
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 第１条、歳入歳出予算の総額は、保険事業勘定歳入歳出それぞれ５億２，１１３万２千円とし、サービ

ス事業勘定歳入歳出それぞれ１６３万９千円と定める。 
 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
 内容につきまして、別冊７の予算説明書で説明いたしますので、５６ページをお開き願います。 
 予算事業勘定の総括表の歳出になります。 
比較欄の合計に記載のとおり、予算の総額は、前年度と比較して４，２５７万円の減となってござい

ます。主な増減は、総務費で６８万８千円の減、保険給付費で４，２５０万４千円の減、地域支援事業費

で８２万４千円の減となってございます。 
 ５５ページにお戻り願います。 
 保険事業勘定の総括表の歳入になります。 
 前年度と比較しますと、保険料で６７７万６千円の減、国庫支出金で８８５万円の減、支払基金交付金

で１，１１６万円の減、道支出金は５５０万６千円の減、繰入金で１，０３４万６千円の減となってござ

います。 
 予算の内容につきまして、前年度と比較して増減が生じた科目の主なものを歳出よりご説明いたします

ので、６７ページをお願いいたします。 
 １款総務費、１項１目一般管理費、予算額１０９万９千円で４６万５千円の増となってございます。主

な増減は需用費が４５万８千円で、消耗品費及び印刷製本費の増によるものでございます。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 上段の、３項１目介護認定審査会費、予算額１５０万２千円で２４万２千円の増となってございます。

認定審査会負担金の増によるものでございます。 

 ６９ページをお願いいたします。 

２款保険給付費、１項１目介護サービス等給付費、予算額４億６千万円で４，２４７万円の減となっ

てございます。昨年度までは介護保険事業計画の見込額を基に計上しておりましたが、今年度より前年度

実績を勘案した給付費を計上してございます。 

２項高額介護サービス等費、１目も同様で、予算額９７０万円、２２万６千円の減となっており、前

年度の実績を勘案した見込額を基に計上してございます。 

７１ページをお願いいたします。 

３款地域支援事業費、１項１目介護予防・生活支援サービス事業費、予算額１，７２８万１千円で６

１万８千円の増は、会計年度任用職員に係る人件費の増によるものでございます。 

７２ページをお願いいたします。 

２項一般介護予防事業費、１目も同様で、予算額５１８万円、５５万４千円の増額は会計年度任用職

員に係る人件費の増によるものでございます。 

７３ページをお願いいたします。 

下段の、３項包括的支援事業費、１目も同様で、予算額１，８４７万４千円、２００万９千円の減額

は保健師２名に係る人件費の減で、うち１名が定年引上げによる給与月額のほうが７割措置という風にな

るものですから、それに伴うものでございます。 

次に歳入についてご説明いたしますので、５９ページをお願いいたします。 

１款保険料、１項１目第１号被保険者保険料、予算額９，０１６万２千円、６７７万６千円の減でご

ざいます。第１号被保険者の段階別人数を推計し減とするものでございます。 

２款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金、予算額８，２７０万２千円、７３６万９千円の減は歳

出の保険給付費の減に伴うものでございます。 

２款国庫支出金、２項１目調整交付金、予算額３，９２８万４千円、３５４万１千円の減は歳出の保

険給付費の減に伴うものでございます。 

２款国庫支出金、２項２目地域支援事業交付金、予算額１，３２４万７千円、１８９万円の増は歳出

の地域支援事業費が増になったことによるものでございます。 

６０ページをお願いいたします。 

上段の、４項介護保険者努力支援交付金、予算額９５万４千円、３０万３千円の減は前年度の交付実

績による減に伴うものでございます。 
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下段の、３款支払基金交付金、１項１目介護給付費交付金、予算額１億２，７３０万７千円、１，１

４７万６千円の減は歳出の保険給付費の減に伴うものでございます。 

次の段の、２目地域支援事業支援交付金、予算額６１４万６千円、３１万６千円の増は歳出の地域支

援事業費の増に伴うものでございます。 

６１ページをお願いいたします。 

４款道支出金、１項１目介護給付費負担金、予算額７，０５３万９千円、６４４万２千円の減につい

ても歳出の保険給付費の減に伴うものでございます。 

２項１目地域支援事業交付金、予算額６６２万４千円、９３万６千円の増についても歳出の保険給付

費の増に伴うものでございます。 

６２ページをお願いいたします。 

６款繰入金、１項１目介護給付費繰入金、予算額５，８９３万９千円、５３１万３千円の減で歳出の

保険給付費の減に伴うものでございます。 

２目地域支援事業繰入金、予算額６６２万４千円、９３万６千円の増で歳出の地域支援事業費の増に

伴うものでございます。 

３目その他繰入金、予算額７６６万４千円、７６万３千円の増は事務費繰入金で歳出の一般管理費の

増に伴うものでございます。 

４目低所得者保険料軽減繰入金、予算額８９８万１千円で３６２万５千円の減は、低所得者保険料軽

減繰入金で保険料の推計により軽減対象者の減に伴うものでございます。 

歳出の説明は以上でございます。 

 なお、８１ページから８４ページまで給与費の明細書を添付しておりますので、ご確認をお願いいたし

ます。 

 次に、サービス事業勘定を説明いたしますので、９９ページをお願いいたします。 

 歳出から説明いたします。 

 １款サービス事業費、１項１目居宅介護サービス事業費、予算額１６万３千円で５万１千円の減は、作

成件数の実績を勘案して計上しております。 

 ２款諸支出金、１項１目繰出金、予算額１４７万６千円、６万５千円の増で歳入のプラン作成実績見込

みにより計上してございます。 

 次に、歳入について説明いたしますので、９５ページをお願いいたします。 

 １款サービス収入、１項１目居宅介護サービス計画費収入、予算額１６３万８千円、１万４千円の増は

ケアプランの作成件数の実績を勘案して計上してございます。 

 以上で、令和７年度介護保険特別会計予算について、説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について、質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 
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 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６５号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６５号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 日程第３ 議案第６６号 令和７年度後期高齢者医療特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由、予算内容の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、議案の１３９ページをお願いいたします。 
 議案第６６号 令和７年度福島町後期高齢者医療特別会計予算。 
 令和７年度福島町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるところによる。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７，９８７万３千円と定める。 
 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
 内容につきまして、別冊７予算説明書で説明いたしますので、１１０ページをお願いいたします。 
 総括表の歳出になります。 
前年度と比較して合計欄で２１８万２千円の減となってございます。主な増減としては、後期高齢者

医療広域連合納付金が２２２万６千円の減となってございます。 
 １０９ページをお願いいたします。 
 総括表の歳入になります。 
 前年度と比較しまして、後期高齢者医療保険料が１６３万６千円の減、繰入金５４万５千円の減となっ

てございます。予算の内容につきましては、前年度と比較して増減が生じた科目の主なものを歳出よりご

説明いたしますので、１１８ページをお願いいたします。 
 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目も同様で、予算額７，８４６万７千円、２２２万６千円

の減でございます。広域連合の試算をもとに計上してございます。 
 次に、歳入について説明いたしますので、１１３ページをお願いいたします。 
 上段の、１款後期高齢者医療保険料、１項１目も同様で、予算額４，４９１万３千円、１６３万６千円

の減でございます。広域連合の試算をもとに計上してございます。 
 中段、２款繰入金、１項１目事務費繰入金は、予算額５４４万６千円で５８万４千円の増でありますが、

歳出の後期高齢者納付金のうち事務費負担金の増に伴うものでございます。 
次の、２目保険基盤安定繰入金、予算額２，９５０万８千円、１１２万９千円の減ですが、歳出の後

期高齢者納付金のうち保険基盤安定負担金の減に伴うものでございます。 
 以上で、令和７年度後期高齢者医療特別会計予算の説明を終わります。 
 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について質疑を行います。 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

１１８ページの後期高齢者医療広域連合給付金について、前年度から比べて２２２万６千円減額にな

っておりますけれども、この減額の説明にもあったかと思うんですけども、主な要因というのはどこにあ

るんですか。 

○委員長（平野隆雄） 

 暫時休憩いたします。 
 

（休憩 １０時３０分） 

（再開 １０時３１分） 
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○委員長（平野隆雄） 

 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 すみません。後期高齢者の人数のほうが減った関係で減となってございます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 対象人数が少なくなったということでの減額ということになるんですか。 

○委員長（平野隆雄） 

佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 そうでございます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ほかに。 
（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 ５番平沼委員。 

○委員（平沼昌平） 

 令和に入ってから後期高齢者の推移というものを把握して、これは今後７年８年９年と後期高齢者の医

療の広域連合に対する納付金という推移は大体どの程度、年平均人数も段々減ってくるのか、増えてくる

のか。そのデータ的な管理はなされて将来的な設計みたいなものは考えておられますか。 

○委員長（平野隆雄） 

佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 納付金のほうにつきましては、今年度が７，８００万ということで前年度に比べると２００万程度落ち

ている状況です。これの状況が翌年以降も同じような推移で進んでいくのかなということで考えてござい

ます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ほかに。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６６号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６６号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
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 次に、日程第４ 議案第６７号 令和７年度国民健康保険診療所特別会計予算を議題といたします。 

 提案理由、予算内容の説明を求めます。 

 佐藤福祉課長。 

○福祉課長（佐藤和利） 

 それでは、議案の１４３ページをお願いいたします。 
 議案第６７号 令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算。 
 令和７年度福島町の国民健康保険診療所特別会計予算は、次に定めるところによる。 
 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億２，６１７万２千円と定める。 
 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
 内容について説明いたしますので、別冊７の予算説明書１３０ページをお願いいたします。 
 総括表の歳出になります。 
 表の比較欄の合計の記載のとおり、予算の総額は前年度と比較して３６７万５千円の増となってござい

ます。主な増減は、総務費で４５１万４千円の増、診療事業費で８３万９千円の減となってございます。 
 １２９ページをお願いいたします。 
 総括表の歳入になります。 
 前年度と比較しますと、診療事業収入が５３万４千円の増、繰入金で３１４万１千円の増となってござ

います。 
 それでは、前年度と比較して主な増減が生じた科目を中心に歳出から説明いたしますので、１３９ペー

ジをお願いいたします。 
 １款総務費、１項１目一般管理費で、予算額４，７５２万２千円、４５１万４千円の増の主なものは、

人件費関係で３９２万１千円の増、需用費で訪問活動車のタイヤ購入費及び車検等に係る分で２１万８千

円の増となってございます。 

 １４１ページをお願いいたします。 

 下段、２款診療事業費、１項１目診療費、予算額６，７８２万９千円、８３万９千円の減の主なものは、

医薬材料費に実績に勘案して各種ワクチン購入費が２９４万円の増、前年度に電子カルテに係る機器購入

したことにより備品購入費が４００万円の減となってございます。 

 続いて、歳入を説明いたしますので、１３４ページをお願いいたします。 

 ２項１目使用料及び手数料、予算額９５９万５千円で４０１万４千円の増は、昨年度の実績勘案により

各種予防接種手数料を増額したものでございます。 

 ２款繰入金、１項１目一般会計繰入金で５，４３７万１千円、３１４万１千円の増は歳出に対する歳入

の不足分を一般会計から繰入するものでございます。 

 なお、１４７ページから１５０ページに給与費の明細書を、１５１ページから１５３ページに地方債の

残高等に関する調書を添付しておりますので、後ほどご確認願います。 

 以上で、令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算の説明を終わります。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について質疑を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 
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 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６７号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６７号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、日程第５ 議案第６８号 令和７年度水道事業会計予算を議題といたします。 

 提案理由、予算内容の説明を求めます。 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 議案の１４７ページをお開きください。 
 議案第６８号 令和７年度福島町水道事業会計予算。 
 第１条 令和７年度福島町の水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 
 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 
（１）給水戸数、１，８５０戸。 
（２）年間給水量、２８万４千立方メートル。 
（３）一日平均給水量、７７８立方メートル。 
（４）主要な建設改良事業。 
 （ア）配水管整備事業、６，２８０万円。 
 （イ）メーター改良事業、５３７万５千円。 
 （ウ）施設整備事業、８３０万円。 
 （エ）固定資産購入費、５００万円。 
 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
 収入でございます。 
 第１款水道事業収益１億６２３万７千円、第１項営業収益８，９２８万９千円、第２項営業外収益１，

６９４万８千円。 
 支出でございます。 
 第１款水道事業費用１億８８７万９千円、第１項営業費用１億３５７万９千円、第２項営業外費用４８

０万円、第３項予備費５０万円。 
 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し

て不足する額２，５４２万４千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３５８万３千円、過

年度分損益勘定留保資金２，１８４万１千円で補てんするものとする。） 
 収入でございます。 
 第１款資本的収入７，２６１万２千円、第１項企業債３千万円、第２項他会計補助金１５１万２千円、

第３項道支出金３，５５０万円、第４項工事負担金５６０万円。 
 支出でございます。 
 第１款資本的支出９，８０３万６千円、第１項建設改良費８，２０３万６千円、第２項企業債償還金１，

６００万円。 
 次のページをお願いします。 
 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
 起債の目的で、配水管移設事業の限度額が１，１８０万円、老朽配水管更新事業の限度額が９９０万円、

浄水場施設設備更新事業の限度額が８３０万円。起債の方法、利率、償還の方法については、記載のとお

りでございます。 
 第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における、営業費用及び営業外費用の間の流用。 
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 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
 内容について説明いたしますので、別冊７の１７０ページをお開きください。 
 実施計画説明書でございます。 
 主なもののみ説明いたします。 
 まず、収益的収入及び支出の収入でございます。 
 １項営業収益、２目受託工事収益、予算額２２４万２千円、１１５万８千円の増は、自己有メーター器

の台数が昨年度の２９台から今年度の４１台に増加したことによります。 
２項営業外収益、１目受取利息及び配当金、予算額７７万５千円、７２万５千円の増は、利率が上が

ったことによる預金利息の増でございます。 
２目他会計負担金、予算額２２８万９千円、５６万９千円の増は、起債償還について償還利息が増加

したことによる地方交付税の増でございます。 
 ３目長期前受金戻入、予算額１，３８４万７千円、１３０万２千円の増で、当年度の減価償却費に伴う

補助金相当分の増でございます。 
 ４目消費税、本年度は収益的収入を予定しておらず、収益的支出で予算計上してございます。 
 次に、１７１ページをお開きください。 
 収益収入及び支出の支出でございます。 
 １項営業費用、１目原水及び浄水費、予算額１，３２８万３千円、８１万２千円の増で、主な増減は委

託料が４１万９千円の増で、人件費の高騰に伴う委託料の増でございます。手数料が３９万９千円の増で、

検査項目の追加に伴う増でございます。 
 ２目配水及び給水費、予算額８７７万２千円、１，５１２万６千円の減で、主な増減は水道職員の人件

費相当額を総係費の負担金に移行しているためでございます。 
 次のページ、１７２ページをお開きください。 
３目受託工事費、予算額２１８万３千円、１１２万円の増で、主な増減は自己有メーター器の台数が

増えたことに伴う増額でございます。 
４目総係費、予算額２，４１０万１千円、９９９万１千円の増で、主な増減は委託料が５９７万３千

円の減で、昨年度の水道事業会計システム等改修委託業務が終了したことに伴う減でございます。 
 次ページ、１７３ページをお開きください。 
 引き続き総係費で、負担金が予算額１，５９４万６千円、１，５８４万４千円の増で、主な増減は水道

職員の人件費相当額として一般会計負担金を今年度から新たに計上しているためでございます。 
５目減価償却費、予算額５，３９４万円、８７万円の増で、過去実施事業の価値消耗の予定額に応じ

計上してございます。 
 ２項営業外費用、１目支払利息、予算額３００万円、７０万円の増で、公営企業債などの償還に伴うも

のでございます。 
 ２目消費税、予算額１７０万円、仮受消費税が増加することに伴い消費税の納付額が増加するためでご

ざいます。 
 次に、１７４ページをお開きください。 
 資本的収入および支出の収入でございます。 
 １項１目企業債、予算額３千万円、４，９７０万円の減は、資本的支出の建設改良費に対応した起債借

入で、昨年度は日出地区配水管工事など大型事業がございましたが、本年度は大型事業がないことによる

減でございます。 
 ２項１目他会計補助金、予算額１５１万２千円については、簡易水道への変更移行、過疎債簡水債借入

の元金償還が始まることに伴い地方交付税バックも同様に始まることによる増でございます。 
 ３項道支出金、１目補償金、予算額３，５５０万円については、中塚橋配水管の設計委託料と塩釜地区

配水管工事に伴う北海道からの補償金分を見込んでございます。 
 ４項１目工事負担金、予算額５６０万円については、消火栓更新工事の３箇所分の負担金でございます。 
 次のページ、１７５ページをお開きください。 
 資本的収入及び支出の支出でございます。 
 １項建設改良費、１目配水管整備費、予算額６，２８０万円、９２０万円の減で委託料が２２０万円の
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増、本年度事業は中塚橋、塩釜地区、白符国道横断の配水管取替等の設計委託業務を予定してございます。

工事請負費が１，１４０万円の減で、本年度事業は塩釜地区配水管移設工事が３，４００万円、白符地区

国道横断配水管取替工事が８００万円、消火栓更新工事が５６０万円でございます。塩釜地区配水管移設

工事の工事内容については、最後に図面で説明いたします。 
 ２目メーター改良費は、予算額５３７万５千円、１９５万１千円の減で、一般メーター器が昨年度の１

８３台から今年度は２６６台に減ったことに伴う減でございます。 
 ４目施設整備費は、予算額８３０万円、６０万円の増で、本年度事業は美山浄水場配水流量計更新に伴

うもので、設計委託料が６０万円、工事費が７７０万円でございます。 
 ５目固定資産購入費は、予算額５００万円、５０万円の増で、水道用公用車更新に伴うものでございま

す。 
 ２項１目企業債償還金、予算額１，６００万円、２４０万円の増で、令和２年度借入分の元金償還が始

まったことによる増でございます。 
それでは、塩釜地区配水管移設の工事内容について図面で説明いたしますので、別冊１０の１１３ペ

ージをお開きください。 
 塩釜地区配水管移設事業でございます。 
 実施箇所は字塩釜、北海道が行う道道岩部福島停車場線の道路改良工事に伴い発生する工事でございま

す。 
 青い線が既設配水管、赤い線が新設配水管で、釜谷川に架かっている鋳鉄管を道道の改修工事に併せて

布設替えするもので、口径３００ミリのダクタイル鋳鉄管を２６．５２メートルの延長で敷設いたします。 
 オレンジ色の線については撤去管を示しており、仮設管３０．６メートル、既設管１８３メートルを撤

去いたします。 
 塩釜地区の道道改良工事に伴う水道工事はこれで終了となる予定でございます。 
 以上、議案第６８号 令和７年度福島町水道事業会計予算の提案内容の説明を終わります。 
 よろしくご審議のほどお願いいたします。 
○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について質疑を行います。 
 ５番平沼委員。 
○委員（平沼昌平） 

 資本的支出の中で白符地区の国道横断配水管の取替という工事がございます。 
 １９０万円、それから今言われたのはいいとしても、近年、この間も埼玉で道路の陥没等もありまして

あれなんですけども、当町としてこの管の入替工事というのは今後どの程度まだあるのかお聞きしたいな

と思います。 
○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 極論で言うと、永遠に続くものでございますけども、差し当たって悪い所については、今回白符で行わ

れている国道横断の所が鉄管で古い管を使っておりまして、緊急性を要するような部分でやっております。

次に悪い所は、本町福島の汐見町とかその辺りの国道付近にある管が鉄管で古い管なので、そこはちょっ

と状況として悪いかなというような状況。 
 あと、下川町でも今回漏水等ございましたけども、塩ビ管を使っている分でも多少うちの町でもありま

すので、次にそういうとこが該当になるかなというような認識でございます。 
 あとは、岩部から月崎まで走っている配水の本管につきましては、塩釜地区の道道改良工事みたいに行

った所については、新型のダクタイル鋳鉄管とかを使ってはいるんですけども、最初から入っているもの

については多少古いものがあるので、そういうものは町の中の本当に今言ったような緊急性の高いところ

を手つけてから次にそこを検討していくというような方向で今考えてございます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ５番平沼委員。 
○委員（平沼昌平） 
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 こういう例えば他県で起こっているような道路陥没とかというものに関しては、ある程度当町の場合は

水道管ですから漏洩ということになって道路の管のふちの土砂を削り取って、それがアスファルトが陥没

というなる前に、やはり漏洩の点で分かるものなのかどうなのか、もう一点お知らせください。 
○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 今全国的にニュースとかでたまに取り上げられているのが衛星を利用したというのがありますけども、

その人工衛星から漏水等を感知できるというもので、実際には多少使っている所はあるようでございます。 
 ただ、うちのほうでその企業局とかの技術者に聞いたところ、衛星を利用したものは結構誤差も大きか

ったり漏れていたり漏れていなかったり、普通の川水とか排水とか下水の水とかでも反応するというよう

なことがあって、精度上良くないから私達はやらないという話しもありましたので、私達もその衛星によ

る調査というのはちょっと考えておりません。 
 実際にうちのほうで水道の水漏れた時、何で分かるかというと流量が増えるという、例えば１時間当た

り一定の量だったのがいきなり増えるという水量が増えてくるというので、いつも発見している状態。地

区においても吉岡地区・福島地区と大体分かったなかで、各そのバブルを止めながら、ここからこの区間

漏れていない、ここからこの区間の間で漏れているとかという調査を行っていくような調査としてござい

ます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 
 ３番佐藤委員。 
○委員（佐藤孝男） 

 老朽化の当町においての老朽化の年数というか、それはどういう判断で老朽化と言われているのか。取

替える時期ありましょうが、その点について。 
○委員長（平野隆雄） 

 紙谷建設課長。 

○建設課長（紙谷一） 

 水道管耐用年数が決められておりますけども、最近の塩釜地区のダクタイル鋳鉄管だとか最近入れてい

るハイポリとかというのは示されている耐用年数よりも長いものですから、耐用年数がきても本当に漏っ

たりしない限り使い続けるような印象でちょっと進めております。 
 ただ、先ほど前半で話しした鉄管、古い鉄管については今その状況が悪くて漏ってもおかしくないので、

そこについては耐用年数も切れておりますし製品自体が昔のものの基準なので、悪く言ってしまえば程度

の悪いような全国的な製品なのでそういう所を優先していくという状態なので、近年の新しいハイポリと

かポリの管、またダクタイル鋳鉄管については耐用年数が過ぎても使えるまで使っていく。それ以外に今

言った塩ビ管とか先ほど言った鉄管とかは随時、年間でできる予算とか業者数は限られておりますので、

できる範囲の中で更新していきたいと考えてございます。 
○委員長（平野隆雄） 

 ほかに質疑ございますか。 
 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討議を終わります。 
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 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６８号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６８号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 日程第６ 議案第６９号 令和７年度浄化槽事業会計予算を議題といたします。 
 提案理由、予算内容の説明を求めます。 
 深山町民課長。 
○町民課長（深山肇） 

 それでは、議案の１４９ページをお願いします。 
 議案第６９号 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算。 
 第 1条 令和７年度福島町の浄化槽事業会計予算は、次に定めるところによる。 
 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 
 （１）計画人口４７３人。 
 （２）年間処理水量８万１，１０３立方メートル。 
 （３）一日平均処理水量２２２立方メートル。 
 （４）主要な建設改良事業、（ア）浄化槽整備事業２，３００万円。 
 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 
 収入でございます。 
 第１款浄化槽事業収益４，５９９万２千円、第１項営業収益４６２万円、第２項営業外収益４，１３７

万２千円。 
 支出でございます。 
 第１款浄化槽事業費用４，１６２万８千円、第１項営業費用４，００２万４千円、第２項営業外費用１

５０万４千円、第３項予備費１０万円。 
 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し

て不足する額１，２６２万７千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額９７万５千円、過年

度分損益勘定留保資金７４２万７千円、当年度分損益勘定留保資金４２２万５千円で補てんするものとす

る。） 
 収入でございます。 
 第１款資本的収入２，３００万円、第１項企業債１，３７０万円、第２項他会計補助金４２７万８千円、

第３項国庫補助金３６２万６千円、第４項工事分担金１３９万６千円。 
 支出でございます。 
 第１款資本的支出３，５６２万７千円、第１項建設改良費２，３００万円、第２項企業債償還金１，２

６２万７千円。 
 次のページをお願いします。 
 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 
 起債の目的、浄化槽事業、限度額は１，３７０万円。起債の方法、利率、償還の方法につきましては、

記載のとおりでございます。 
 第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
 （１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における、営業費用及び営業外費用の間の流用。 
 第７条 浄化槽事業に充てるため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は３，７６６万２千円であ

る。 
 令和７年３月１１日提出、福島町長。 
 内容について説明いたしますので、別冊７の１９２ページをお願いします。 
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 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算実施計画説明書でございます。 
 主なもののみ説明いたします。 
 収益的収入及び支出の収入でございます。 
 １項営業収益、１目浄化槽使用料、本年度予定額４６２万円、２０万３千円の増は、令和６年度新設９

基分の増加に伴う増額でございます。 
 ２項営業外収益、２目他会計補助金、本年度予定額２，０７５万７千円、７４万１千円の減は、一般会

計からの繰入金の減でございます。 
 ３目長期前受金戻入、本年度予定額６１１万４千円、８８万５千円の増は、今年度の減価償却に伴う補

助金相当分の増によるものでございます。 
 ４目消費税、本年度予定額１８６万８千円、１１６万８千円の増は、消費税及び地方消費税還付金の増

によるものでございます。 
 ５目資本費繰入収益、本年度予定額１，２６２万７千円、２９０万円の増は、起債の償還金元金の増に

よるものでございます。 
 次のページをお願いします。 
 収益的収入及び支出の支出でございます。 
 １項営業費用、１目浄化槽整備費、本年度予定額７８７万２千円、３３万５千円の増で、主な増の内容

は手数料が３１万７千円の増で、設置基数の増加に伴う法定検査手数料の増でございます。 
 ２目総係費、本年度予定額１，７７７万５千円、８４万５千円の増で、主な増の内容は委託料が８３万

７千円の増で、設置基数の増加に伴う浄化槽保守点検清掃委託料の増でございます。 
 ３目減価償却費、本年度予定額１，４３７万７千円、１７２万１千円の増は、設置基数の増加に伴う増

でございます。 
 次のページをお願いします。 
資本的収入及び支出の収入でございます。 

 １項１目企業債、本年度予定額１，３７０万円、８０万円の増は、公営企業会計適用業務分に係る起債

の増でございます。 
 ２項１目他会計補助金、本年度予定額４２７万８千円、８０万円の減は、浄化槽設置工事費繰入金の減

でございます。 
 次のページをお願いします。 
 資本的収入及び支出の支出でございます。 
 ２項１目企業債償還金、本年度予定額１，２６２万７千円、２９０万円の増は、設置基数の増加に伴う

償還元金の増でございます。 
 次のページをお願いします。 
 債務負担行為に関する調書でございます。 
 内容につきましては、浄化槽整備資金の融資に伴う利子補給でございます。 
 以上、議案第６９号 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算の提案内容についてのご説明を終わります。 
 ご審議のほどよろしくお願いします。 
○委員長（平野隆雄） 

 予算全般について質疑を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 質疑を終わります。 

 説明員との意見交換を行います。 

 （「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 意見交換を終わります。 

 討議を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 
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 討議を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」という声あり） 

○委員長（平野隆雄） 

 討論を終わります。 

 採決を行います。 

 議案第６９号について、原案に賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、議案第６９号は原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会に付託されました条例の制定・一部改正・廃止７件、計画の変更１件、積立金の処分１件、令

和７年度各会計予算７件の計１６件の案件について、本委員会としては、いずれも「原案のとおり可決す

べきもの」といたしたいと思いますが、これに賛成の方は起立を願います。 

 （賛成者起立） 

○委員長（平野隆雄） 

 起立全員であり、本委員会としては、ただいまお諮りしたとおりの審査結果とすることに決定いたしま

した。 

 委員会報告書は、委員長において整理・調製のうえ、議長に提出いたしますので、ご了承願います。 

以上で、本委員会に付託されました案件の審査はすべて終了いたしましたので、予算審査特別委員会

を閉会いたします。 

 長時間にわたるご審議、ご苦労さまでした。 

 

（閉会 １１時１２分） 
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福島町議会会議条例第１５７条の規定により署名する。 

 

 

 予算審査特別委員会委員長  平 野 隆 雄 
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        付属資料：審査報告書 
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予算審査特別委員会の調査報告 

  

令和７年３月１１日、福島町議会定例会３月会議において、審査を要すべき事件として、予算審査特別委員会

に付託した「議案第４１号 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例外１５件」について、別紙の

とおり予算審査特別委員会委員長から委員会審査報告書の提出があったので、これを報告する。 

 

  令和７年３月１３日 提 出 

 

                             福島町議会議長 溝 部 幸 基 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          

福 議 特 委 号 

令和７年３月１３日 

 

 

 福島町議会議長 溝 部 幸 基  様 

 

予算審査特別委員会 

委員長 平 野 隆 雄 

 

 

委員会審査報告書の提出について 

 

 ３月１１日開催の令和５年度福島町議会定例会３月会議において本委員会に付託された下記の事件について、

審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決定したので、福島町議会会議条例第１４８条の規定により、別紙

のとおり委員会審査報告書を提出します。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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予 算 審 査 報 告 書 
 

付 託 事 件 

・議案第41号 旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 

・議案第42号 福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整理に関する条例 

・議案第46号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

・議案第47号 福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

・議案第55号 福島町製氷貯氷施設条例の一部を改正する条例 

・発委第10号 福島町議会議員歳費・費用弁償等条例の一部を改正する条例 

・議案第57号 福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例 

・議案第58号 第６次福島町総合計画の変更について 

・議案第70号 福島町財政調整基金の積立金の処分について 

・議案第63号 令和７年度福島町一般会計予算 

・議案第64号 令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算 

・議案第65号 令和７年度福島町介護保険特別会計予算 

・議案第66号 令和７年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 

・議案第67号 令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 

・議案第68号 令和７年度福島町水道事業会計予算 
・議案第69号 令和７年度福島町浄化槽事業会計予算 

開 催 日 令和７年３月１１日（水） 令和７年３月１２日（木） 

出 席 委 員 

委 員 長  平 野 隆 雄 
副 委 員 長  藤 山   大 
委 員  杉 村 志 朗 
   〃     佐 藤 孝 男 
   〃     小 鹿 昭 義 
   〃     平 沼 昌 平 
   〃     木 村   隆 
   〃     熊 野 茂 夫 

委 員 長  平 野 隆 雄 
委 員  藤 山   大 

〃     杉 村 志 朗 
   〃     佐 藤 孝 男 
   〃     小 鹿 昭 義 
   〃     平 沼 昌 平 
   〃     木 村   隆 
   〃     熊 野 茂 夫 

欠 席 委 員 な し な し 

職 務 の た め 
出席した議員  な し 議 長  溝 部 幸 基 

出 席 説 明 員 

 
 

           
 
 
 

な し 
 
 
 
 

           
           

町 長  鳴 海 清 春 

副 町 長  小 鹿 一 彦 

教 育 長  小野寺 則 之 

総 務 課 長  小 鹿 浩 二 

企 画 課 長  村 田 洋 臣 

産 業 課 長  福 原 貴 之 

町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園福島保育所園長   深 山   肇 

税務課参事兼会計管理者   古 一 直 喜 

福 祉 課 長  佐 藤 和 利 

建 設 課 長  紙 谷   一 

福祉センター次長  (石 川 秀 二) 

教育委員会事務局長兼給食センター所長   石 川 秀 二 

監 査 委 員  本 庄 屋  誠 

監 査 委 員  高 田 重 美  
監査委員補助職員  （鍋 谷 浩 行）  

議会事務局職員 

議会事務局長  鍋 谷 浩 行 

議会事務局議事係長  山 下 貴 義 

議会事務局議事係  角 谷 里 紗 

議会事務局長  鍋 谷 浩 行 

議会事務局議事係長  山 下 貴 義 

議会事務局議事係  角 谷 里 紗 



 

－ 87 － 

 

 

 

 

開 催 日 令和７年３月１３日（木） 

出 席 委 員 

 

委 員 長  平 野 隆 雄 

副 委 員 長  藤 山   大 

委 員  杉 村 志 朗 

   〃     佐 藤 孝 男 

   〃     小 鹿 昭 義 

   〃     平 沼 昌 平 

   〃     木 村   隆 

   〃     熊 野 茂 夫 

欠 席 委 員 な  し 

職 務 の た め 
出席した議員 

議 長  溝 部 幸 基 

出 席 説 明 員 

 

町 長  鳴 海 清 春 

副 町 長  小 鹿 一 彦 

教 育 長  小野寺 則 之 

総 務 課 長  小 鹿 浩 二 

企 画 課 長  村 田 洋 臣 

産 業 課 長  福 原 貴 之 

町民課長兼吉岡支所長兼認定こども園福島保育所園長   深 山   肇 

税務課参事兼会計管理者   古 一 直 喜 

福 祉 課 長  佐 藤 和 利 

建 設 課 長  紙 谷   一 

福祉センター次長  (石 川 秀 二) 

教育委員会事務局長兼給食センター所長   石 川 秀 二 

監 査 委 員  本 庄 屋  誠 

監 査 委 員  高 田 重 美  
監査委員補助職員  （鍋 谷 浩 行）  
 

議会事務局職員 

議会事務局長  鍋 谷 浩 行 

議会事務局議事係長  山 下 貴 義 

議会事務局議事係  角 谷 里 紗 
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◎所 見 
  本特別委員会から次の事項を述べ、所見とする。 

○審査内容 

  付託された１６件の議案について、それぞれ関係者の出席を求め審査した。 

〇審査経緯 
  令和７年３月１１日に本委員会を開催し、同日、直ちに正副委員長の互選を行い、審査方法を決め、３

月１３日まで付託された議案を慎重に審議した。 

○審査結果 
  審査の結果、付託された１６件の議案については、いずれも原案のとおり可決すべきと決定した。 

なお、採決の内容等については、次のとおりである。 
 

 

 

番
号 

議  案 
討
論 

反
対 

賛
成 

採択の結果 

１ 
議案第41号 

旅費宿泊料の改正に伴う関係条例の整理に関する条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

２ 

議案第42号 

福島町水道事業の財務規程の適用に伴う関係条例の整

理に関する条例 

  ７ 
原案のとおり可決す

べきもの 

３ 
議案第46号 

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

４ 
議案第47号 

福島町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

５ 
議案第55号 

福島町製氷貯氷施設条例の一部を改正する条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

６ 

発委第10号 

福島町議会議員歳費・費用弁償等条例の一部を改正する

条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

７ 
議案第57号 

福島町チャレンジスピリット応援条例を廃止する条例 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

８ 
議案第58号 

第６次福島町総合計画の変更について 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

９ 
議案第70号 

福島町財政調整基金の積立金の処分について 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

10 
議案第63号 

令和７年度福島町一般会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

11 
議案第64号 

令和７年度福島町国民健康保険特別会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

12 
議案第65号 

令和７年度福島町介護保険特別会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

13 
議案第66号 

令和７年度福島町後期高齢者医療特別会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

14 
議案第67号 

令和７年度福島町国民健康保険診療所特別会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 
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※議長及び委員長除く 

 

 
 

 

 

 

番
号 

議  案 
討
論 

反
対 

賛
成 

採択の結果 

15 
議案第68号 

令和７年度福島町水道事業会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

16 
議案第69号 

令和７年度福島町浄化槽事業会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す

べきもの 

番
号 

議  案 
討
論 

反
対 

賛
成 

採択の結果 

15 
議案第68号 

令和７年度福島町水道事業会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す
べきもの 

16 
議案第69号 

令和７年度福島町浄化槽事業会計予算 
  ７ 

原案のとおり可決す

べきもの 


